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平成２６年１２月定例会会議録（第１号） 

 

 

平成２６年１２月５日 金曜日 午前１０時００分開会 

議 長 小 嶋 冨 弥     副議長 小 野 周 一 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   石  川  正  志  議員     ４番   佐  藤  義  一  議員 

  ５番   奥  山  省  三  議員     ６番   沼  澤  恵  一  議員 

  ７番   髙  橋  富 美 子  議員     ８番   佐  藤  卓  也  議員 

  ９番   小  嶋  冨  弥  議員    １０番   清  水  清  秋  議員 

 １１番   小  関     淳  議員    １２番   遠  藤  敏  信  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   平  向  岩  雄  議員 

 １５番   小  野  周  一  議員    １６番   新  田  道  尋  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 小 野   享  税 務 課 長 佐 藤 信 行 

市 民 課 長 月 野 節 子  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 小 野 茂 雄 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 板 垣 秀 男  環 境 課 長 小 嶋 達 夫 

健 康 課 長 荒 澤 宏 二  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 東海林   智  都 市 整 備 課 長 松 坂 聡 士 

上 下 水 道 課 長 髙 橋   弘  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 近 岡 晃 一 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  神 室 荘 長 武 田 清 治 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員 
事 務 局 長 佐 藤 正 寿 
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選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会 

事 務 局 長 小 松   孝 

農 業 委 員 会 
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会 

事 務 局 長 浅 沼 玲 子 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 高 木   勉  総 務 主 査 三 原   恵 

主 査 川 又 秀 昭  主 査 沼 澤 和 也 

 

議 事 日 程 （第１号） 

平成２６年１２月５日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 議席の指定と変更について 

日程第 ２ 会議録署名議員指名 

日程第 ３ 会期決定 

日程第 ４ 市長の行政報告 

日程第 ５ 報告第１０号平成２６年度新庄市一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認について 

日程第 ６ 議案第７３号萩野地区小中一貫教育校建設工事の内機械設備工事請負契約の締結について

（平成２５年議案第４３号）の一部変更について 

日程第 ７ 議案第７４号萩野地区小中一貫教育校建設工事の内電気設備工事請負契約の締結について

（平成２５年議案第４４号）の一部変更について 

 

（一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第 ８ 議案第７５号新庄市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定につ

いて 

日程第 ９ 議案第７６号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定につ

いて 

日程第１０ 議案第７７号新庄市市税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１１ 議案第７８号新庄市いじめ防止等対策推進条例の設定について 

日程第１２ 議案第７９号新庄市民文化会館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１３ 議案第８０号雪の里情報館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１４ 議案第８１号新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１５ 議案第８２号新庄市屋内ゲートボール場の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第１６ 議案第８３号新庄市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

日程第１７ 議案第８４号新庄市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 
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日程第１８ 議案第８５号新庄市老人福祉施設設置条例を廃止する条例の設定について 

日程第１９ 議案第８６号財産の無償譲渡について 

日程第２０ 議案第８７号新庄市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２１ 議案第８８号新庄市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２２ 議案、請願の各常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明） 

日程第２３ 議案第８９号平成２６年度新庄市一般会計補正予算（第５号） 

日程第２４ 議案第９０号平成２６年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２５ 議案第９１号平成２６年度新庄市交通災害共済事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２６ 議案第９２号平成２６年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２７ 議案第９３号平成２６年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２８ 議案第９４号平成２６年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２９ 議案第９５号平成２６年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第３０ 議案第９６号平成２６年度新庄市水道事業会計補正予算（第２号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

小嶋冨弥議長 皆さん、おはようございます。 

  12月定例会開会前にお知らせいたします。 

  議場改修に伴いまして、採決システム等の機

器が更新されまた。 

  きょうは初めて使用する日でありますので、

東北議事録センターより職員２名が立ち会いの

ため入場しておりますので、御了承のほどをお

願いいたします。 

  それでは、改めましておはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  それでは、これより平成26年12月新庄市議会

定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程によって進めます。 

 

 

日程第１議席の指定と変更について 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第１議席の指定と変更につい

てを議題といたします。 

  議場改修に伴い議席の変更がありましたので、

会議規則第４条第１項及び第３項の規定により

議席の指定と変更を行います。 

  初めに、議席の指定を行います。 

  佐藤悦子君、伊藤 操君、新田道尋君、山口

吉靜君、森 儀一君、以上の５名の議席はただ

いま着席のとおり指定いたします。 

  次に、議席の変更を行います。 

  変更後の議席はお手元に配付の議席表のとお

りでありますので、お諮りいたします。 

  お手元に配付の議席表のとおり議席を変更す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

お手元に配付の議席表のとおり変更することに

決しました。 

  それでは、ただいま決定いたしました議席に

着席お願いします。 

  暫時休憩といたします。 

 

     午前１０時０２分 休憩 

     午前１０時０３分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第２会議録署名議員指名 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第２会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において平向岩雄君、森 儀一君の

両名を指名いたします。 

 

 

日程第３会 期 決 定 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第３会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長小関 淳君。 

   （小関 淳議会運営委員長登壇） 

小関 淳議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について御報告いたします。 

  去る11月28日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席のもと、執行部か
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ら副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求め議会運営委員会を開催し、本日招集さ

れました平成26年12月定例会の運営について協

議をいたしたところであります。 

  初めに、執行部から招集日を含め、提出議案

等についての説明を受け、協議を行った結果、

会期につきましてはお手元に配付してあります

平成26年12月定例会日程表のとおり、本日から

12月15日までの11日間に決定いたしました。ま

た、会期中の日程につきましても日程表のとお

り決定いたしましたので、よろしくお願い申し

上げます。 

  なお、このたび提出されます案件は、報告１

件、議案16件、補正予算８件、請願３件の計28

件であります。 

  案件の取り扱いにつきましては、本日報告１

件の後、議案第73号及び議案第74号の２件につ

きまして提案説明をいただき、委員会への付託

を省略して、本日の本会議において審議をお願

いいたします。 

  議案第75号から議案第88号までの議案14件に

つきましては、本日の本会議に上程し、提案説

明の後、総括質疑を受け、各常任委員会に付託

し、審査をしていただきます。補正予算８件に

つきましては、本日は提案説明のみにとどめ、

委員会への付託を省略して12月15日最終日の本

会議において審議をお願いいたします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は10名であります。よ

って、１日目５名、２日目５名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

て１人50分以内といたします。質問者並びに答

弁者の御協力を特にお願いいたします。 

  また、今定例会から議場のシステムが変わり、

それに伴い議席も新しいレイアウトになってお

ります。地方自治の重要な役割を担う機関とし

て、一層の緊張感を持った質の高い議会にして

いきたいと思いますので、御理解と御協力をお

願いいたします。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての報告といたします。 

小嶋冨弥議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、本日から12月

15日までの11日間にしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は12月５日から12月15日までの11日間と決

しました。 

 

平成２６年１２月定例会日程表  

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時間 摘      要 

第１日 12月５日 金 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

開会。行政報告。報告（１件）の説

明。議案（２件）の上程、提案説

明、質疑、討論、採決。議案（14

件）の一括上程、提案説明、総括質

疑。議案、請願の常任委員会付託。

補正予算（８件）の一括上程、提案

説明。 

第２日 12月６日 土 休       会  
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会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時間 摘      要 

第３日 12月７日 日 休       会  

第４日 12月８日 月 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

一般質問 

 森 儀一、伊藤 操、山口吉靜、

佐藤卓也、小関 淳の各議員 

第５日 12月９日 火 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

一般質問 

 石川正志、小野周一、佐藤義一、

髙橋富美子、佐藤悦子の各議員 

第６日 12月10日 水 常任委員会 

総 務 文 教 

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 付託議案、請願の審査 

第７日 12月11日 木 常任委員会 

産 業 厚 生

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 付託議案、請願の審査 

第８日 12月12日 金 休       会 本会議準備のため 

第９日 12月13日 土 
休       会  

第10日 12月14日 日 

第11日 12月15日 月 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

常任委員長報告、質疑、討論、採

決。補正予算（８件）の質疑、討

論、採決。 

 

 

日程第４市長の行政報告 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第４市長の行政報告をお願い

いたします。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  12月議会、参集ありがとうございます。こと

しもまた早目の大雪ということで、市民の皆さ

んも大変不安があったのかなと思う中で、全力

を尽くしてまいりたいというふうに思います。 

  このたびの行政報告につきましては、集成材

企業の進出についての御報告であります。 

  このたび、東京に本社のある協和木材株式会

社が新庄市へ進出することが決定いたしました。

11月26日に同社から進出決定の報告と計画の概

要をお聞きしました。 

  計画によりますと、新庄市に建設を予定して

おります集成材工場は、年間12万立方メートル

の原木を使い３万6,000立方メートルの製品を

出荷する予定とのことであります。また、約60

人を雇用する計画とのことで、雇用の創出に大

きく貢献するものと思います。操業開始は平成

28年の春を目指しているということであります。 

  新庄・最上地域はかねてより森林資源の豊か

な地域であると言われており、今回、同社が進

出先として新庄市を選んだ理由といたしまして

は、新庄・最上地域に質のよい森林資源が豊富

にあることと道路網が整備されていることだと

伺いました。 
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  山形県内にはこれまで集成材工場はなく、新

庄市が進出先として選ばれたことは大変うれし

く感じております。同社の進出により、本地域

の森林資源が利活用されることになれば、地域

経済の振興が図られることはもちろんのこと、

本地域のイメージアップにも大きく貢献するも

のと考えております。 

  さらに、国は地方創生を政策課題としており、

それと連動する大きな企業進出であると思って

おり、県と連携しながら支援してまいりたいと

考えております。 

  次に、子育て支援医療給付事業の拡充につい

て御報告させていただきます。 

  この件に関しましては、さきの９月議会補正

予算において、中学校３年生までの医療費無料

化の提案をさせていただき、慎重審議の上、御

可決いただいたものであります。 

  このたびの子育て支援医療給付事業の拡充に

より、今月12月１日受診分より中学校３年生ま

での全てのお子さんの医療費が外来分・入院分

ともに無料となります。 

  ９月議会補正予算可決後、10月中に医療証交

付に係る申請書の案内、受け付け等の作業を行

い、11月末に対象者に対し新しい医療証を送付

させていただいたところであります。 

  このたびの子育て支援医療給付事業の拡充に

より、医療給付の対象者が新たに2,018名ふえ

たことにより、子育て世帯の負担軽減はもとよ

り、今後の定住促進策につながるものと期待さ

れているところであります。 

  以上２件、報告させていただきます。 

 

 

日程第５報告第１０号平成２６年

度新庄市一般会計補正予算（第４

号）の専決処分の承認について 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第５報告第10号平成26年度新

庄市一般会計補正予算（第４号）の専決処分の

承認についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第10号平成26年度

新庄市一般会計補正予算（第４号）の専決処分

の承認について御説明申し上げます。 

  去る11月21日の衆議院の解散に伴い、12月14

日に衆議院議員総選挙が実施されます。 

  この選挙に係る経費について、ポスター掲示

板の設置や印刷物の準備などへ向け早急な対応

が必要であったため、11月21日付で予算の専決

処分を行ったものであります。 

  内容につきましては、衆議院総選挙に係る経

費として2,021万5,000円、また同時に実施され

ます最高裁判所裁判官国民審査に係る経費とし

て11万5,000円、合わせて2,033万円であります。 

  当該選挙が円滑に執行されるよう予算化した

ものでありますので、御承認賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

小嶋冨弥議長 ただいま説明のありました報告第

10号について質疑に入ります。質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第10号は討論を終結し、直ちに採決するこ
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とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  報告第10号平成26年度新庄市一般会計補正予

算（第４号）の専決処分の承認については、こ

れを承認することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第10号はこれを承認することに決しました。 

 

 

議案２件一括上程 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第６議案第73号萩野地区小中

一貫教育校建設工事の内機械設備工事請負契約

の締結について（平成25年議案第43号）の一部

変更について及び日程第７議案第74号萩野地区

小中一貫教育校建設工事の内電気設備工事請負

契約の締結について（平成25年議案第44号）の

一部変更についての議案２件につきまして、会

議規則第35条の規定により一括議題にしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第73号萩野地区小中一貫教育校建設工事の

内機械設備工事請負契約の締結について（平成

25年議案第43号）の一部変更について及び議案

第74号萩野地区小中一貫教育校建設工事の内電

気設備工事請負契約の締結について（平成25年

議案第44号）の一部変更についての議案２件を

一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第73号萩野地区小

中一貫教育校建設工事の内機械設備工事請負契

約の締結について（平成25年議案第43号）の一

部変更について及び日程第７議案第74号萩野地

区小中一貫教育校建設工事の内電気設備工事請

負契約の締結について（平成25年議案第44号）

の一部変更についてあわせて御説明申し上げま

す。 

  昨年７月臨時議会において御可決いただき、

工事着手し建設を進めております萩野地区小中

一貫教育校建設工事のうち、機械設備工事と電

気設備工事につきまして、契約内容について変

更する必要が生じたため、議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例第

２条の規定により御提案申し上げるものであり

ます。 

  変更する内容でございますが、機械設備工事

の契約金額について135万8,640円増額いたしま

して２億7,330万8,640円に、電気設備工事の契

約金額について436万7,520円増額いたしまして

２億6,686万7,520円とするものであります。 

  主な変更内容といたしましては、機械設備工

事で５点ございます。 

  第１点は、プール循環ろ過ポンプ装置の遠隔

操作を追加するものであります。 

  第２点目は、消火器ボックスの一部を壁埋め

込み型に変更するものであります。 

  第３点目は、給食室厨房給排気設備の給排気

効率を向上させるための仕様変更によるもので

あります。 

  第４点目は、浄化槽排水ポンプ槽の統合によ

る変更でございます。 

  第５点目は、天井の高い学童保育室の天井内

にメンテナンス用歩廊を設置する変更でござい

ます。 

  電気設備工事では２点ございます。 

  第１点目は、大小体育館の照明器具を従来型

のハロゲン灯よりＬＥＤ照明に変更するもので

あります。 

  第２点目は、普通教室及び教科教室の前後壁

面に扇風機を設置するための変更でございます。 

  以上、御審議の上、御可決賜りますようよろ
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しくお願い申し上げます。 

小嶋冨弥議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第73号及び議

案第74号は、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第73号及び議案第74号は委員会付託を省略

することに決しました。 

  これより質疑に入ります。 

  初めに、議案第73号萩野地区小中一貫教育建

設工事の内機械設備工事請負契約の締結につい

て（平成25年議案第43号）の一部変更について

質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 73号の中で、市長が今

おっしゃったことの５番目に、天井の高い学童

保育室に歩廊をつけるということなんですが、

この点について詳しく教えていただきたいと思

います。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

小嶋冨弥議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 萩野の学童保

育につきまして、併設して今建設を進めている

ところでございますけれども、結構高い天井に

なってございます。それで、天井にエアコン、

それから換気扇等が設置されております。今後

のメンテナンスをいろいろ考えた場合に、一々

足場を組んだりはしごを持ってきたりというふ

うな、そういった部分を考えまして、天井裏に

歩廊、いわゆるキャットウォークと申しますけ

れども、管理用の鉄製の歩廊を設置するもので

ございます。以上でございます。 

小嶋冨弥議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第73号萩野地区小中一貫教育校建設工事

の内機械設備工事請負契約の締結について（平

成25年議案第43号）の一部変更については、原

案のとおりに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第73号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第74号萩野地区小中一貫教育校建

設工事の内機電気設備工事請負契約の締結につ

いて（平成25年議案第44号）の一部変更につい

て質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 普通教室に扇風機をつ

けていただくということで、改善かなと思いま

すが、でも聞いてみますと、かつてほかの学校

で扇風機をつけたときに、先生方が渡してくれ

たプリントとかそういうのが吹っ飛んだりして

ちょっと使いづらいというか、そういう声もあ

ったように思います。そういう意味では思い切

って冷暖房というか、冷房もつけたほうがいい

んでないかなという気がするんですけれども、

新しい学校でもありますし、その点については

お考えにならなかったのか、お願いします。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆
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志。 

小嶋冨弥議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 普通教室への

空調設備の設置につきましては、確かに建設す

る際に話題にはなりました。ただ、このたび空

調設備、各小中学校に今年度整備しましたけれ

ども、普通教室については莫大な金額がかかる

と。萩野学園だけにかかわる部分ではございま

せんので、市全体の学校施設を考えた場合にか

なりの費用がかかるというふうなことで、現在

ほかの学校につきましても、普通教室につきま

しては扇風機で対応しているというふうな現状

がございます。その辺を鑑みまして、萩野学園

につきましても扇風機で対応すると。 

  当初の設計では扇風機の設置もございません

でしたけれども、いわゆるエアコンにかわる対

応というふうなことで扇風機の設置を行うとい

うことでございます。よろしくお願いいたしま

す。 

小嶋冨弥議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 質疑ありませんので、質疑を終結

いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第74号萩野地区小中一貫教育校建設工事

の内電気設備工事請負契約の締結について（平

成25年議案第44号）の一部変更については、原

案のとおりに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第74号は原案のとおり可決されました。 

 

 

議案１４件一括上程 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第８議案第75号新庄市特別職

の職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例の設定についてから日程第21議案第88号新

庄市国民健康保険条例の一部を改正する条例の

制定についてまでの議案14件を会議規則第35条

の規定により一括議題にいたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第75号新庄市特別職の職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例の設定についてか

ら議案第88号新庄市国民健康保険条例の一部を

改正する条例の制定についてまでの議案14件を

一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第75号新庄市特別

職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す

る条例の設定について御説明申し上げます。 

  本案は、山形県人事委員会勧告及び本市一般

職の職員の期末勤勉手当の改定に鑑み、議会の

議員、市長、副市長及び教育委員会教育長の期

末手当について、支給月数を0.15月増額するた

め関係条例の改正を行うものであります。 

  続きまして、議案第76号新庄市一般職の職員

の給与に関する条例等の一部を改正する条例の

設定について御説明申し上げます。 

  本案は、山形県人事委員会勧告に鑑み、職員

の給料月額及び勤勉手当その他の手当等を改正

するため、関係条例の改正を行うものでありま



- 17 - 

す。 

  改正の内容といたしましては、平成26年分と

して、給料月額につきましては、若年層を中心

に引き上げ、高年齢層は据え置き、平均0.26％

を引き上げるとともに、勤勉手当の0.2カ月引

き上げが主な内容となっております。 

  また、平成27年度分として４月１日から施行

する給与制度の総合的見直しに対応し、給料月

額につきまして、若年層を引き上げ、中間層を

ほぼ据え置き、高年齢層では経過措置を講じた

上で引き下げの改定を行うとともに、勤勉手当

の６月期、12月期への振り分けやその他手当の

改正を行うものであります。 

  続きまして、議案第77号新庄市市税条例の一

部を改正する条例の制定について御説明申し上

げます。 

  本市においては下水道の普及等による都市施

設の整備拡大が図られてきておりますが、都市

計画税の目的に鑑み、税の公平性の確保を図る

ために、都市計画税について課税区域の見直し

の提案をするものであります。 

  新たな課税区域といたしまして、小栄町、西

町、円満寺町地区の一部を追加するものであり

ます。 

  該当区域に対しまして住民説明会を開催し、

見直しの趣旨を説明して御理解を求めるととも

に周知してきたところであります。 

  施行日につきましては、平成27年１月１日で

あります。 

  続きまして、議案第78号新庄市いじめ防止等

対策推進条例の設定について御説明申し上げま

す。 

  いじめは、いじめを受けた児童生徒の教育を

受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な

成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみ

ならず、その生命または身体に重大な危険を生

じさせるおそれがあるものです。 

  いじめ問題への対応は、学校における最重要

課題の一つであり、新庄市では「命の尊厳を根

底に据えたこころの教育の充実」を学校教育の

重点とし、これまでも教育委員会と学校が連携

してさまざまな取り組みを行ってきました。 

  こうしたいじめから子供たち一人一人を守る

ためには、家庭・地域との連携を密にし「いじ

めはひきょうな行為である」「いじめはどの子

供にも、どの学校でも起こり得る」との認識の

もと、いじめをしない、させない、許さない取

り組みが必要です。 

  このように社会全体でいじめ問題に対峙する

ために、基本的な理念や体制を整備することが

必要であり、平成25年６月にいじめ防止対策推

進法が成立しました。そこには地方公共団体、

学校の設置者、学校等のいじめ防止について取

り組むべきことなどが明示されており、いじめ

問題に関する対策や調査、審議などを行うため

の組織を設置することができるとされておりま

す。 

  本市では、いじめ問題に積極的に取り組み、

「夢を持ち、元気で才能豊かな、命輝く新庄っ

子」の育成に努めてまいります。そのために、

いじめ防止に関する本市の基本理念を明らかに

し、いじめ防止等のための対策について必要な

事項を定めるために、新庄市いじめ防止等対策

推進条例を制定するものであります。 

  また、附則において、各委員の報酬について

規定するものであります。 

  続きまして、議案第79号から議案第82号まで

の指定管理者の指定について一括して御説明申

し上げます。 

  いずれの議案も市の施設の管理を行わせる指

定管理者を指定するため、議会の議決を求める

ものであります。 

  初めに、議案第79号新庄市民文化会館につき

ましては特定非営利活動法人芸術文化振興市民

ネット新庄を、議案第80号雪の里情報館につき

ましては株式会社東北情報センターを、議案第
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81号山屋セミナーハウスは山屋有志会を、議案

第82号屋内ゲートボール場は新庄市ゲートボー

ル協会を指定管理者として指定するものであり

ます。 

  新庄市民文化会館と雪の里情報館につきまし

ては、公募を行った結果、現在の指定管理者が

引き続き選定されたものであります。 

  また、山屋セミナーハウスにつきましては、

現在、山屋地区連合会が指定管理者として管理

を行っておりますが、山屋有志会は、山屋地区

連合会の内部組織であり、指定管理業務を主体

的に行っている組織であります。今回は山屋有

志会として応募し、選定委員会で指定管理者候

補として選定されたものでございます。 

  屋内ゲートボール場につきましては、現在の

指定管理者を引き続き指定するものであります。

指定期間につきましては、平成27年１月１日か

ら、屋内ゲートボール場は２年間、その他の３

施設につきましては５年間とするものでありま

す。 

  続きまして、議案第83号新庄市体育施設設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定について御説明申し上げます。 

  本案は、体育施設の管理を指定管理者に行わ

せるに当たり、利用料金制を導入するため必要

な改正を行うものであります。 

  改正の内容といたしましては、施設の利用料

金を指定管理者の収入とすることができるもの

であり、利用料金の設定につきましては、教育

委員会の承認を受けて指定管理者が定めるよう

になるものであります。これにより指定管理者

の自主的な経営努力が発揮されやすくなるとと

もに、市及び指定管理者の会計事務の効率化が

図られるものであります。 

  続きまして、議案第84号新庄市災害弔慰金の

支給等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について御説明申し上げます。 

  本案は、災害弔慰金の支給等に関する法律の

一部が改正されたことに伴い、支給の対象とす

る遺族範囲の見直しが図られたため必要な改正

を行うものであります。 

  改正内容につきましては、災害弔慰金の支給

の対象となる遺族について「兄弟姉妹」を追加

するものであり、あわせて文言の整備を行うも

のであります。 

  続きまして、議案第85号新庄市老人福祉施設

設置条例を廃止する条例の設定について御説明

申し上げます。 

  平成24年度より、養護老人ホーム神室荘の民

間経営移管について、社会福祉法人新寿会と協

議してまいりましたが、今年１月に新寿会理事

会において経営移管を了承する旨の議決を経た

ことから平成27年４月から経営移管することと

し、経営移管に向け協議を行うなど民営化の準

備を進めているところであります。 

  本案は、神室荘の経営移管に伴い、新庄市老

人福祉施設設置条例を廃止するものであり、あ

わせて関係条例の整備を行うものです。 

  施行日は平成27年４月１日であります。 

  続きまして、議案第86号財産の無償譲渡につ

いて御説明申し上げます。 

  平成27年４月１日の神室荘の経営移管に当た

り、民営化後の経営安定化と継続性を確保する

観点から、神室荘の建物を移管先である社会福

祉法人新寿会へ無償譲渡いたしたく、地方自治

法第96条第１項第６号の規定により議会の議決

を求めるものであります。 

  続きまして、議案第87号新庄市福祉事務所設

置条例の一部を改正する条例について御説明申

し上げます。 

  本案は、母子及び寡婦福祉法が10月１日に一

部改正され、「母子及び父子並びに寡婦福祉

法」に法律名称が改正されたことに伴い、新庄

市福祉事務所設置条例中に表記する法律名称を

「母子及び父子並びに寡婦福祉法人」に改正す

るものであります。 
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  最後に、議案第88号新庄市国民健康保険条例

の一部を改正する条例について御説明申し上げ

ます。 

  改正の理由といたしましては、健康保険法施

行令等の一部を改正する政令が11月19日に公布

されたことに伴い、出産育児一時金の金額につ

いて必要な改正を行うものであります。 

  現行の出産育児一時金の金額は基本額を39万

円とし、分娩に関連して重度脳性麻痺となった

お子さんとその御家族の経済的負担を補償する

ことを目的とした産科医療補償制度に加入する

医療機関における分娩の場合は、その掛金相当

額の３万円を基本額に加算した42万円と規定さ

れております。 

  今般、平成27年１月から産科医療補償制度の

掛金を現行の３万円から１万6,000円に引き下

げるとともに、出産育児一時金の総額は現行の

42万円で据え置く旨の関係法令の改正が行われ

ました。 

  これにより、出産育児一時金の基本額が現行

の「39万円」から「40万4,000円」に改められ

たことに伴い、本市の国民健康保険条例につい

ても必要な改正を行うものであります。 

  施行日は、改正政令の施行日と同日の平成27

年１月１日とするものであります。 

  以上、御審議の上、御決定賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

小嶋冨弥議長 それでは、これよりただいま説明

のありました議案14件について総括質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議案第78号についてで

す。３点です。 

  １点目は、いじめ禁止を子供に義務づけてい

る内容となっています。そして法律では厳罰を

して取り締まるという仕組みです。これはいじ

めた子供に対して、起きた場合、上からの押し

つけになり、いじめをしない人になれると考え

ているのか。いじめとなったときに、本当は教

育的な指導で納得させて、生き方などを考えさ

せていく丁寧な取り組みが必要な子供たちなん

だろうと思いますが、そういうことが上から厳

罰でやられることによって実は逆効果にならな

いのか、その点、考えておられないか。逆効果

ということは、本当に心から反省していじめを

やめるというよりも、考え方が上から押しつけ

られたということで逆に人間として成長しない

まま大きくなっていくというか、またそういう

罪を犯すような人になってしまう可能性もある

かもしれない、そういう逆効果にならないのか

ということでどう考えておられるのかひとつお

願いします。 

  ２つ目は、被害に遭った子供、遺族について

なんですが、被害に遭った子供や遺族が真相を

知る権利が明確になっていないのではないかと

いう２つ目です。 

  ３つ目なんですが、連絡協議会の組織の中で

（５）に山形県警察の職員が入っています。さ

らに、守秘義務ということで、14条に委員は職

務上知り得た秘密を漏らしてはならないとあり

ますが、警察官である山形県警察の職員である

場合、警察官として警察の職員としていじめ関

連の会議に出て、職務上知り得た内容を警察内

でしゃべってならないというふうに言えるのか。

職務上、どちらも仕事になると思うんですね。

そういった場合、警察としては犯罪を取り締ま

るのが目的です。そうですから、可能性がある、

犯罪かもしれない、そういう話も出てくるわけ

です。可能性があるかも含めて、そういったこ

とを警察官が連絡協議会で知り得た場合、話さ

なければならないことになると思うんです。そ

うした場合、守秘義務と書いてありますが、警

察の職員の場合はこれは守られないのではない

か、そこまで考えておられるのか、お願いしま

す。 
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長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

小嶋冨弥議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 ３点御質問いただきま

した。 

  まず初めの、子供に対しての威圧的な指導に

より子供は更正できないのではないかという御

質問でしたが、いじめにつきましては、先ほど

市長の答弁にありましたように卑劣な行為だと

いうことで、絶対に許されないことだと。これ

につきましては、どの子にもあまねく指導して

いかなければならないということは必要だと思

っております。 

  ただ、いじめた側につきましての人権を守る

とか、きちっと心にしみ渡るような指導をする

ということにつきましては、これまでもいじめ

にほかならず、生徒指導の問題行動につきまし

てはどの学校でも職員が寄り添いながら説諭と

いう形で子供に指導をしております。厳しい信

念を持ちながらも子供の心に寄り添った丁寧な

指導を行っておりますので、いじめの子につい

ても例外の漏れなく行っていきたいと思ってお

るところでございます。 

  ２つ目の御質問にありました保護者について

の説明についてですが、これにつきましてはプ

ライバシーに配慮しながら情報の公開できるこ

とにつきましては公開しながら、丁寧な対話と

説明によりまして御理解いただけるように取り

組んでいきたいというふうに考えております。 

  ３つ目の連絡協議会におきます警察について

の守秘義務につきましては、連絡協議会自体が

まず新庄市のいじめ防止のための方針とか取り

組みを協議するような場でありますので、根深

いようなプライバシーについてのものをここに

上げるという会ではございません。ただ、子供

の氏名とか個人情報等が若干入るような場合が

あるかもしれませんが、これにつきましては守

秘義務を通していただくということで依頼をし

ますので、御理解をいただきながら委員の選定

については行っていきたいというふうに考えて

おります。以上でございます。 

小嶋冨弥議長 ほかに。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいまの山形県警察

の職員について、守秘義務を守っていただくと

いうことでありましたが、山形県警察の職員と

して知り得た個人情報があった場合、警察の中

からやっぱりきょう何をしてきた、どういう内

容で話し合ってきたかということも含めて仕事

上、警察の中に報告するのは当たり前だと考え

るんですが、どうなんですか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

小嶋冨弥議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 当然、復命の義務は生

じるとございますが、これまでも警察が入りま

して子供の問題に当たった事態についてはこの

ケースのほかにもさまざまございます。その場

合でも守秘義務等につきましては十分に御理解

いただきながら、これが漏れて大きな問題にな

ったということについてはございませんので、

このいじめの連絡協議会についても同様に守っ

ていただけるものと思っているところでござい

ます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今までも教育関係の話

し合いの場に警察官の山形県警察の職員が入っ

てきたと。今まで問題もなかったという課長の

お話ではありましたが、そういう中で警察官が

入ることによって、今までも多分同じだったと

思いますが、子供のことを十分に話せないかも

しれない、もしかしたらこれは警察内に犯罪の

前提にされるような人として見られるかもしれ

ない、マークされるかもしれない、それを考え

たときに、警察官が入った関係会議がもしかし

たら本当に子供の権利というか学ぶ権利を保障
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する立場からどうあるべきかということで十分

な話し合いができなかったかもしれない、私は

そう思うんです。なぜかというと、警察はやは

り犯罪を取り締まる立場の仕事なんです。子供

を教育的な面から人格を育成するという、そう

いう面からの仕事ではないのです。ですから、

どうしても犯罪を取り締まる、それを防止する、

そういうような犯罪という見方でやはり仕事と

していろいろな場に参加しているわけなんです。

私は警察官を抜くべきでないかと思うんです。

そして全体として話し合って、これは重大な問

題だとやっぱり警察に言わなければならないと

なったときに警察に通報するなり、それは必要

だと思います。しかし、子供の人格形成、教育

的ないろいろなこういうふうにやって子供を改

善させた、立ち直らせたという実践だってある

わけです。そういうことを重要視してやってい

く立場に立ったときに、犯罪を取り締まる警察

は入れるべきでないんでないかなと私は思うん

です、教育の関係に。どうでしょうか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

小嶋冨弥議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 警察のほうでも主に市

民の生活安全にかかわります生活安全課の方を

今のところ想定しておりますので、今、佐藤議

員さんのおっしゃる犯罪を取り締まる、どちら

かというと刑事課の方ではないということをま

ず御理解いただければと思います。生活安全課

の方にお願いすることによりまして、子供のパ

トロールとか見守り活動等についての御協力を

いただきながら、学校の外からもいじめ防止に

ついての御協力をいただくような形で取り組ん

でまいりますので、ぜひ御理解をいただければ

と思います。よろしくお願いいたします。 

小嶋冨弥議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、総括質疑を終結いたします。 

 

 

日程第２２議案、請願の各常任委

員会付託 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第22議案、請願の各常任委員

会付託を行います。 

  議案、請願の委員会付託につきましては、お

手元に配付しております付託案件表により、そ

れぞれ所管の委員会に付託いたしたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

平成２６年１２月定例会付託案件表 

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

   議案（９件） 

   請願（１件） 

○議案第７５号新庄市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例の設定について 

○議案第７６号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例の設定について 

○議案第７７号新庄市市税条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

○議案第７８号新庄市いじめ防止等対策推進条例の設定について 

○議案第７９号新庄市民文化会館の管理を行わせる指定管理者の指
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付 託 委 員 会 名 件                名 

定について 

○議案第８０号雪の里情報館の管理を行わせる指定管理者の指定に

ついて 

○議案第８１号新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指定管

理者の指定について 

○議案第８２号新庄市屋内ゲートボール場の管理を行わせる指定管

理者の指定について 

○議案第８３号新庄市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

○請願第９号少人数学級の推進及び義務教育費国庫負担制度の改善

について 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（５件） 

請願（２件） 

○議案第８４号新庄市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

○議案第８５号新庄市老人福祉施設設置条例を廃止する条例の設定

について 

○議案第８６号財産の無償譲渡について 

○議案第８７号新庄市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例の

制定について 

○議案第８８号新庄市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制

定について 

○請願第７号米の需給安定対策に関する件について 

○請願第８号農協改革に関する件について 

 

 

議案９件一括上程 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第23議案第89号平成26年度新

庄市一般会計補正予算（第５号）から日程第30

議案第96号平成26年度新庄市水道事業会計補正

予算（第２号）までの補正予算８件につきまし

ては、会議規則第35条の規定により一括議題に

したいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第89号平成26年度新庄市一般会計補正予算

（第５号）から議案第96号平成26年度新庄市水

道事業会計補正予算（第２号）までの補正予算

８件を一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第89号から議案第

96号までの平成26年度新庄市一般会計、特別会

計及び水道事業会計補正予算について御説明申

し上げます。 

  予算書１ページ、議案第89号一般会計補正予

算は、歳入歳出それぞれ２億5,892万1,000円を

追加し、補正後の総額を175億2,664万7,000円

とするものであります。 



- 23 - 

  ８ページからの歳入についてでありますが、

14款国庫支出金に雪寒指定路線の増加に伴う雪

寒指定路線除雪事業社会資本整備総合交付金の

増額分を計上しております。また、道路整備事

業等に係る社会資本整備総合交付金の減額分を

計上し、これに伴った市債の減額を21款に計上

するとともに、今年度の市債の発行総額を抑制

するために他事業の交付税措置のない市債を減

額する補正を計上しております。 

  次に、歳出予算の主な補正内容について御説

明申し上げます。 

  まず、職員給与費につきましては、県人事委

員会勧告に準じて、全款にわたって増額を計上

しております。 

  14ページ、３款民生費についてでありますが、

障害者自立支援給付費や生活保護費において対

象者の増加などにより扶助費を中心に増額する

ものであります。 

  次に、17ページの６款農林水産業費につきま

しては、多面的機能支払交付金の資源向上支払

交付金分や農地集積協力金の増額を計上すると

ともに、米価下落対策緊急資金利子補給補助金

を新たに計上しております。 

  また、24ページの10款教育費において、小中

一貫教育校建設に伴う工事請負費の増額を盛り

込むとともに、２法人より御寄附いただきまし

た寄附金をもとに、ものづくり教育の推進と生

涯スポーツ振興に資する増額補正を計上してお

ります。 

  以上、一般会計に続きまして、29ページから

の特別会計でありますが、議案第90号国民健康

保険事業特別会計補正予算から議案第95号後期

高齢者医療事業特別会計補正予算までにつきま

しても、それぞれ必要な所要額を補正するもの

であります。 

  また、議案第96号水道事業会計補正予算につ

きましては、職員の給与費について一般職の職

員に準じた改正を行うものであります。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては財政課長から説明させます

ので、御審議の上、御決定賜りますようお願い

申し上げます。 

小嶋冨弥議長 財政課長小野 享君。 

   （小野 享財政課長登壇） 

小野 享財政課長 私から、議案第89号一般会計

補正予算（第５号）につきまして御説明申し上

げます。 

  議案書１ページをお開きください。 

  市長の説明にもございましたように、一般会

計補正予算につきましては、歳入歳出それぞれ

２億5,892万1,000円を追加しまして、補正後の

総額を175億2,664万7,000円となります。 

  ２ページから、第１表歳入歳出予算補正とい

たしまして、各款各項の補正予算額並びに補正

後の額を掲載しております。 

  ５ページをお開きください。 

  第２表の地方債補正でございますが、国交付

金に係る地方道路等整備事業債とロータリー除

雪車整備事業債、流雪溝整備事業債、消雪整備

事業債の減額を行うとともに、今年度の市債発

行総額を抑制するために、地方交付税措置の見

込めない４本の起債については廃止するもので

ございます。 

  ８ページからの歳入でございますが、まず、

14款国庫支出金のうち１項１目民生費国庫負担

金において、障害者自立支援給付費の増加に伴

います負担金と生活保護費の増加に伴う負担金

を増額しております。 

  また、下段の２項４目土木費国庫補助金につ

きましては、道路整備事業等に係る国の社会資

本整備総合交付金の減額措置を行うとともに、

９ページ上段の３目雪対策補助金におきまして、

雪寒指定路線の増加に伴います雪寒指定路線除

雪事業社会資本整備総合交付金の増額を盛り込

んでおります。 

  続く15款県支出金では、障害者自立支援給付
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費の増額に対応する負担金を増額し、下段にご

ざいますが、労働諸費補助金に緊急雇用創出事

業臨時特例基金事業費補助金、続く農林水産業

費補助金におきましては農地集積協力金交付事

業費補助金など、歳出面における増額補正に対

応した増額を計上しております。 

  10ページ中段の16款財産収入におきましては、

旧乳幼児保育所用地などの売払収入を盛り込ん

でおり、17款寄附金におきましては、ふるさと

納税寄附金の増額のほか、２法人から御寄附い

ただいた寄附金を計上しております。 

  11ページ20款諸収入におきましては、最上広

域からの25年度分の分担金の精算による返戻金

など、雑入に3,066万6,000円盛り込んでおりま

す。 

  なお、このたびの補正の財源調整としまして

は、上段にございます19款繰越金の３億274万

2,000円などで対応しております。 

  続きまして、12ページからの歳出でございま

す。 

  まず、全般にわたりまして、今般の県人事委

員会勧告に準じた職員給与費の増額を計上して

おります。 

  ２款総務費でございますが、１項総務管理費

の７目企画費におきまして、好調に推移してい

るふるさと納税の伸びに対応した経費の増額を

盛り込んでおります。 

  ３款民生費では、15ページ上段、１項社会福

祉費の４目におきまして、歳入の際に述べまし

た障害者自立支援給付費の伸びに対応し、国・

県支出金を充当しながら増額補正を組んでおり

ます。 

  また、２項児童福祉費では、１目児童福祉総

務費において、小中一貫教育校に併設する放課

後児童クラブの建設工事請負費の増額と認可外

保育施設の乳幼児育成支援に係る経費の増額を

盛り込んでおりまして、16ページでは、３項生

活保護費におきまして対象者の増加に対応した

扶助費の増額を盛り込んでおります。 

  17ページの４款衛生費１項保健衛生費におき

ましては、本町公衆便所の改築に係る設計費用

を盛り込むとともに、再生可能エネルギー等設

備導入の支援に係る経費の増額を盛り込んでお

ります。 

  18ページの上段からの６款農林水産業費１項

農業費の中で、農地集積協力金などの担い手総

合支援対策に係る経費の増額や、中段にござい

ます多面的機能支払交付金の長寿命化対策に係

る経費や米価下落対策緊急資金の利子補給に係

る経費を新たに盛り込んでおります。 

  ７款商工費でございますが、１項商工費にお

きまして、19ページ下段から20ページにかけま

して県の緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費

補助金を活用しました委託事業費等の転換を図

る経費を盛り込んでおります。 

  21ページ、８款土木費でございます。中段の

２項３目道路新設改良費につきましては、歳入

でも触れましたとおり、国の社会資本整備総合

交付金を活用した泉田二枚橋線などの道路整備

事業につきまして、交付金の内示などを踏まえ

た減額補正としており、関連して23ページ中段

の６項２目の雪総合対策費の沖の町・中山地区

の流雪溝整備事業につきましても同様に減額補

正を計上しております。上段の６項１目除排雪

費におきまして、除排雪業務委託料の増額を盛

り込んでおりますが、雪寒指定路線の増加に伴

います雪寒指定路線除雪事業社会資本整備総合

交付金の増額に対応した増額補正でございます。 

  最後に、24ページからの10款教育費でござい

ますが、１項３目指導費におきまして、いじめ

問題対策に係る経費と教科書の改訂に伴う教師

用指導書の購入に伴う経費を新たに計上したほ

か、寄附金を原資としましてものづくり教育奨

励基金への積み立てを行い、小中一貫教育校推

進費におきましては、開校に伴う校章作成に係

る経費の増額を盛り込んでおります。 
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  また、次のページの２項小学校費では、小中

一貫教育校建設に係る経費の増額と３項中学校

費では空調設備整備工事の確定に伴う減額を計

上したほか、４項社会教育費におきましては、

27ページになりますが、社会体育費におきまし

て生涯スポーツ振興へ向けた経費を寄附金を原

資として盛り込んだところでございます。 

  以上で一般会計を終わりまして、29ページか

らの特別会計に入らせていただきます。 

  議案第90号国民健康保険事業特別会計予算

（第２号）でございますが、歳入歳出おのおの

571万5,000円減額しまして、補正後の予算総額

を41億8,201万円とするものでございます。 

  33ページをごらんください。 

  歳入に関しましては、介護納付金負担金の減

額と出産育児一時金に係る一般会計繰入金及び

前年度繰越金の増額でございまして、34ページ

からの歳出におきましては、保険給付費関係の

増額と６款介護納付金の減額を主なものとして

おります。 

  次に37ページ、議案第91号交通災害共済事業

特別会計補正予算（第２号）でございます。 

  歳入歳出おのおの214万円を追加し、補正後

の予算額を1,058万9,000円とするものです。 

  補正の内容は40ページのとおり、交通事故に

よる犠牲者の増加などによる災害見舞金等の支

出増加に対応するためのもので、財源としまし

て交通災害共済基金繰入金を充てております。 

  41ページ、議案第92号公共下水道事業特別会

計補正予算（第２号）でございますが、歳入歳

出おのおの3,446万9,000円を追加し、補正後の

予算総額を14億3,199万円とするものです。 

  43ページをごらんください。 

  第２表地方債補正につきましては、国の社会

資本整備総合交付金の再配分に基づく管渠建設

事業の増額によりまして公共下水道事業債を増

額変更するものでございます。 

  これに対応しまして、45ページの歳入におき

まして国庫補助金、市債、一般会計繰入金の歳

入費目を増額しておりまして、47ページの歳出

におきまして管渠建設事業費を増額しておりま

す。 

  続いて49ページ、議案第93号農業集落排水事

業特別会計補正予算（第２号）でございますが、

歳入歳出おのおの８万8,000円を追加し、補正

後の予算総額を8,558万円とするものですが、

補正内容につきましては52ページに記載のとお

り、県人事委員会勧告に準じました職員給与費

の増額補正を行ったところでございます。 

  続いて53ページ、議案第94号介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）でございますが、歳

入歳出おのおの5,032万2,000円を追加し、補正

後の予算総額を34億7,806万3,000円とするもの

です。 

  57ページから58ページの歳入につきましては、

歳出における介護サービス給付費の増減に基づ

きまして財源の整理を行ったものでございます。

国・県支出金のほか一般会計基金繰入金で財源

を調整しております。 

  59ページからの歳出におきましては、主に２

款保険給付費の介護サービス等諸費や高額介護

サービス等費の増額を主なものとしております。 

  最後に63ページ、議案第95号後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第１号）でございます

が、歳入歳出おのおの308万1,000円を追加し、

補正後の予算総額を４億1,112万3,000円とする

ものでございまして、66ページからの補正内容

につきましては、歳入の前年度繰越金を財源と

し、後期高齢者医療広域連合納付金を増額補正

とするものでございます。 

  以上が一般会計及び特別会計補正予算の説明

でございます。 

  続きまして、議案第96号平成26年度新庄市水

道事業会計補正予算について御説明申し上げま

す。 

  水道事業会計補正予算書の１ページをお開き
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ください。 

  このたびの補正につきましては、県人事委員

会勧告に準じました職員給与費の補正が主なも

のでございまして、第２条にございますように、

収益的支出の補正につきましては54万9,000円、

そして第３条につきまして、資本的支出の補正

を掲載しておりますが10万4,000円、あわせて

第４条におきまして、議会の議決を経なければ

流用することのできない経費の補正といたしま

して65万3,000円の今回の補正額ということに

なっております。 

  続く２ページ、３ページにおきまして、それ

ぞれ収益的支出、資本的支出に係る細部の説明

を記載しておりますので、御確認いただきたい

と思います。 

  以上、御審議いただき御可決賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

小嶋冨弥議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算８件につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第89号から議案第96号までの補正予算８件

につきましては、委員会への付託を省略し、12

月15日、定例会最終日の本会議において審議を

いたします。 

 

 

散      会 

 

 

小嶋冨弥議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  ６日、７日は休会であります。12月８日月曜

日午前10時より本会議を開きますので、御参集

願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午前１１時１０分 散会 
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平成２６年１２月定例会会議録（第２号） 
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兼 会 計 課 長 近 岡 晃 一 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 
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兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  神 室 荘 長 武 田 清 治 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員 
事 務 局 長 佐 藤 正 寿 



- 28 - 

選挙管理委員会 
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平成２６年１２月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 森   儀 一 

１．企業誘致と人口減少対策について 

２．道の駅構想について  

３．市有財産の建物の今後の建て替え・改修について 

４．市有施設東高柔道練習場のトイレの改修について 

市 長 

２ 伊 藤   操 

１．市体育館の改修工事による閉鎖中の利用者への対応に

ついて 

２．２年続きで開催された「地域リーダー講座」の今後の

取り組みについて 

３．健康福祉推進員の活躍について 

市 長 

教育委員長 

３ 山 口 吉 靜 

１．ふるさと納税について 

２．市営学習塾について 

３．空き家問題について 

４．市内商業地域の電線地中化について 

市 長 

教育委員長 

４ 佐 藤 卓 也 

１．新庄まつりの将来について 

２．山形ＤＣの検証について 

３．子育て環境充実による定住促進について 

市 長 

５ 小 関   淳 

１．地域おこし協力隊の役割について 

２．職員研修について 

３、定住促進策の充実について 

市 長 
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開      議 

 

 

小嶋冨弥議長 皆さんおはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  なお、選挙管理委員会委員長矢作勝彦君より

欠席届が出ております。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。 

  今期定例会の一般質問者は10名であります。

質問の順序は、配付しております一般質問通告

表のとおり決定しております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は５名であります。 

 

 

森 儀一議員の質問 

 

 

小嶋冨弥議長 それでは、最初に森 儀一君。 

   （１８番森 儀一議員登壇）（拍手） 

１８番（森 儀一議員） おはようございます。 

  雪が降って新庄らしい風景になりました。何

かと忙しくなる師走に入り、１年を振り返る時

期になりましたが、年々世界各地で、また国内

で常識を超えた温暖化を要因とする異常気象や

風水害、また火山活動による災害が発生して痛

ましい人身事故を初め多大な被害が発生し、巨

大災害というようになりました。 

  被災地の皆様にはお見舞いを申し上げる次第

です。 

  幸いにも当地は豪雪を除き全て免れて無事に

ことしも過ごせそうですが、いつ当地にもこう

むるかわかりませんので事例を参考に対策を立

てておきたいものです。 

  無事故無災害を祈りつつ、改修されました対

面方式の議場で一番最初に質問の機会をいただ

きましたので、お礼を申し上げ、戸惑いながら

でございますが、４点ほど一括方式で質問に入

らせていただきます。 

  最初に、企業誘致と人口減少対策について伺

います。 

  地方の時代と言われて久しくなりますが、い

よいよ本格的に始動を始めてきました首相はふ

るさとの名物を全国区の人気商品へと支援する

地域ならではの資源を生かし、新たなふるさと

名物の商品化、販売、開発を後押しする伝統あ

るふるさとを守り、美しい日本を支えているの

は中山間地に住んでいる人たちです。このふる

さとを消滅させないように早急に対策と地方創

生を国会で力説しています。地方が知恵を発揮

しふるさとの個性や特性を生かして自立する努

力をしてほしいと言っています。 

  気象条件や中央との距離、交通網といったハ

ンデがありつつも、もう一度地域の特性や長所、

利点を見直し、地場産業の育成とこの地で生き

る道を再考してみる必要があるのではないでし

ょうか。 

  新設された地方創生担当大臣は地方で頑張る

企業や個人、企業また個人事業を支援すると言

っております。また、地域再生法案改正で自治

体が企業立地の促進など他の法律に基づく支援

を求める場合の国の申請窓口を一本化するなど

して、県市町村にやる気を促しています。 

  さい先のよい話ですが、先月７日に山形新聞
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１面に新庄にとって明るい期待が持てる企業の

進出の報道がされました。また、12月定例県議

会でも知事が森の道の推進ということで、地域

活性化を図ると説明しています。 

  さきの市長の行政報告でもありましたが、県

内初の大型集成材工場とのことで、地場の森林

資源の活用や雇用創出などメリットが多いこと

が想定されますので、実現に向けて県とともに

頑張っていただきたいと思います。 

  企業誘致、人口減少についてどのように考え

ているのかお聞きいたします。 

  次に、道の駅構想で新庄を活性化したいので

お聞きします。国道13号線の東北中央自動車道

尾花沢新庄自動車道は全線開通され、南への利

便性が期待されると同時に北側への延伸も泉田

道路が９月21日に工事着手され、高速交通網が

ますます便利になりつつあります。47号線も名

勝八向楯へ向かって整備されつつあります。３

年前にも質問申し上げましたが、これに伴って

新庄最上の文化、歴史、自然などの地域情報の

提供や特産品の販売をする場を設けて、通過す

るだけの道にしないで結節点をつくり出す道の

駅構想を検討してはどうか伺います。 

  新庄は鉄道の奥羽本線、陸羽東線西線のクロ

スポイントの駅を中心にして地域の玄関として

訪れる人の利便を図り、また地域の人々にとっ

ても村おこし町おこしの一環として地域活性化

をしようとして頑張っています。 

  一方、道の駅については交通の国道13号線、

47号線のクロスポイントの要衝として言われて

いるのに、この新庄に道の駅がないのはなぜか、

どうしてかと不思議に思っている人が少なくあ

りません。 

  今、道路整備が具現化しているこの時期にぜ

ひ地域活性化を促すためにもぜひ道の駅構想を

検討してはどうか。自動車道の道の駅サービス

エリアはまだ少ないと思うので、働きかけを検

討していただきたいと思います。 

  先月初めに所用で出かけましたが、行楽シー

ズンとはいえ近隣の道の駅は押すな押すなのに

ぎわいで、当地にとっては本当にうらやましい

限りでありました。道の駅誕生から20年。

1,000カ所を超え、ますます多様な発展進化を

続けています。国土交通省は、政府が掲げる地

方創生の拠点として機能強化を後押しすると言

っています。単なる休憩施設にとどまらず防災、

観光、高齢者が集まる地域の福祉拠点にも、そ

んな役割なども持ち始めていると言っておりま

す。人口減少の時代に入り、さきの質問にも関

連し、地方創生の具体策として検討してはどう

か伺います。 

  期待されるのは、交流人口の拡大増加こそが

地域を活性化させ生き残る切り札のような気が

します。地方創生の立ち上げにおくれることな

く、何事にも積極的な姿勢を早急にアピールし

ていくことが大事かと期待をしております。 

  以上で、道の駅構想について考えをお聞かせ

ください。 

  次に、先ごろ県有施設の建てかえや改修につ

いての試算が発表されました。これによると今

後30年の間に3,000億円が必要とのことで年間

の営繕工事費は従来の２倍に当たる100億円に

なると試算しています。これは建物だけで道路、

橋、トンネルなどは含まれていないとのことで、

同時に費用の増加が懸念され、県有財産総合管

理基本方針の策定をすると言われております。 

  財政再建を懸命な努力をしてやっと一息、さ

らに健全財政を目指しているところですが、当

市の場合はいかがなものか。また、財政的に喫

緊に重大な支障が出ないのか、現状はどうなっ

ているのかお伺いいたします。 

  最後に、新庄東高校が市有地で柔道や県道の

練習を使用している武道館についてはことしで

11年目になりますが、その活動や利用状況の一

端を紹介しますと、柔道男子団体では県大会で

優勝、そして国体へ。春の高校選手権、インタ
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ーハイに出場していますが、東北大会でも数回

にわたり高順位、好成績を上げております。個

人でも同様、優勝者を初め好成績をおさめ、活

躍しています。現在、男子柔道部員36名で、来

年度より女子も創部する予定で頑張っていると

聞いております。 

  また、東高の皆さんのみならず最上地区の中

学校柔道団体戦大会や小中校一般の練習場、最

上地区柔道連盟、そして最北地区高体連、東北

各地の高校からも練習、合宿大会が行われ、多

いときには100名を超える人数になり、新庄最

上の柔道剣道の拠点になりつつあります。今後、

ますます活躍が期待され、大勢の人たちの利用

が見込まれております。 

  このような活躍や利用状況になるにつれて施

設面のトイレですが、トイレについては野外に

簡易トイレ２つありますが、夏場の衛生面や冬

場は凍結、雨天降雪時の不便など。また今後の

利用者の増加に苦慮しているそうです。東高の

みならず小中高広く一般にまで利用されている

実績から、有望な若者たちが元気に頑張れる環

境をぜひ整えてあげたいものと思いますので、

考慮をお願いし、市の考えをお聞かせください。 

  以上で質問席にて、着席にて答弁をお待ちし

ますので、よろしくお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  初めての対面方式ということで、本当に御苦

労さまであります。何か、日ごろと感じが違う

ような気がしますけれども、よろしくお願いい

たします。 

  それでは、森議員の御質問にお答えさせてい

ただきたいと思います。 

  基本的には、企業誘致と人口減少対策につい

て市の取り組みはどうなのかということであり

ますが、人口減少対策に関しましては国の動き

といたしまして50年後に１億人程度の人口を維

持することを目指し、まち・ひと・しごと創生

法が成立し、日本の人口動向を分析し将来展望

を示す長期ビジョンと、５年間で国が取り組む

対策や目的を定めた総合戦略を策定することに

なっております。 

  地方自治体におきましても、地方版の総合戦

略の策定が努力義務として定められていること

から、本市におきましても今後の動向を注視し

適切に対応してまいりたいと考えております。 

  本市における人口減少の対応といたしまして、

定住促進策を強化拡充するため定住促進策強化

プロジェクトとして検討を行っております。 

  今年度は、特に子育て世代の負担軽減を図る

ためできることからということで、12月から子

育て医療制度の対象を中学生年代まで引き上げ

たところであります。今後とも、さらに福祉医

療教育の充実、雇用対策や住環境整備などの施

策とあわせて定住人口増加に向けて市民や地域、

団体、事業者などの皆様と協働しながら取り組

んでまいりたいと考えております。 

  次に、企業誘致の状況についてですが、平成

24年以降新庄中核工業における団地新規用地売

買契約が５件６区画、空き物件を取得しての企

業進出が１件と企業の進出が活発化しておりま

す。 

  そのほか工業団地を現地視察するなど進出を

検討する動きが数件ございます。定住人口増加

のためには働く場の確保が特に重要な施策と考

えており、新規立地と雇用拡大に向けた取り組

みを推進してまいります。 

  地場産業の育成についてですが、市内中小企

業者が県外への商談会に出展する費用の一部を

補助する商談会等出展支援事業費等補助金によ

り、地元企業の取引拡大を支援しております。

また、市内企業が一定規模以上の設備投資を行

い、それに伴って一定数以上の常用雇用者を１

年間雇用継続した場合にその人数に応じて市が
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奨励金を交付する企業立地等雇用促進奨励金制

度により、設備投資と雇用拡大に対する支援を

実施しており、これまで１社に４人分の奨励金

を交付しました。さらに、新庄中核工業団地へ

の進出企業に対し、本市以外の６町村でも奨励

金を交付するように規定を整備したところであ

ります。 

  市民への企業情報を発信する場として、10月

に第３回ものづくり博新庄商工見本市を開催し、

3,800人の来場者でにぎわいました。また、市

内企業14社と圏域市町村長で構成する立地企業

情報交換会を年２回開催するとともに、市内企

業の首都圏にある本社、親会社17社による首都

圏情報交換会を東京で開催しながら企業間連携

と最新の情報収集に努めております。 

  このほか、企業の業務改善活動の事例発表と

若手従業員の交流の場であるものづくり企業交

流会を毎年開催し、ことしは市内企業関係者38

人の参加がございました。販路拡大支援といた

しましては、県外商談会への共同出展に参加し

ており、昨年度は４社の共同で新潟市とさいた

ま市での商談会に出展いたしました。今年度、

４社が１月にさいたま市で開かれる商談会に出

展する予定であります。 

  また、人材育成事業といたしまして企業から

の要望の多かった若手職員キャリア開発研修、

女性リーダー研修、管理職養成研修などの社員

研修会を８回ほど行わせていただきました。 

  雇用拡大のためには地元企業への支援が大変

重要でありますので、今後とも企業側の意見や

要望を把握しながらその拡充を図ってまいりた

いと考えております。 

  先日新聞に報道されました企業のことであり

ますが、行政報告をさせていただきました。東

京に本社がある集成材製造企業の協和木材株式

会社が市内鳥越に県内初となる集成材工場の進

出を決定いたしました。同社は国産材を扱う製

材業者としては全国一、二位を争う大手企業で、

福島県塙町で工場を操業中です。今後の集成材

需要の拡大を視野に入れ、新工場の立地を検討

していたもので、新庄最上地域の豊富な森林資

源と交通の要衝としての本市の優位性が評価さ

れて今般の立地決定につながったものでありま

す。 

  約35ヘクタールの用地に大規模な集成材向上

を建設する計画で創業時期は平成28年春、約60

名の地元雇用が予定されております。地域の雇

用拡大と新庄最上地域の林業振興はもとより、

裾野の広い関係産業にも波及効果が期待されま

すので、県と連携しながらできる限りの支援を

行ってまいりたいと考えております。 

  次に、道の駅への御質問でありますが、議員

説明のとおり、東北中央道の尾花沢新庄道の前

線開通や泉田道路が起工式を迎えられましたこ

とはまことに喜ばしく、また地域の悲願である

全線開通に向け着実に前進していると改めて御

礼申し上げます。 

  さて、国土交通省が示す地方創生の拠点とな

る道の駅の類型機能イメージといたしましては、

地域外から活力を呼ぶゲートウェイ型と言われ

るものと地域の元気をつくる地域センター型に

類別されております。どちらを選択するにして

も、地域振興への明確なコンセプトを持つこと

が重要と考えられております。 

  設置に当たりましては、国土交通省東北整備

局との話し合いの中で、今後進めるためには関

係機関と協議の場を設け設置の場所を含めた課

題の整理と検討を進めてまいりたいと考えてお

ります。さらに、全体構想の策定には施設の設

置箇所、運営主体、運営方法と維持管理方法等

多くの課題が考えられることから、物産協会な

どの関係機関そして各農業協同組合、既に産直

を実施している団体などの意見も聞きながら柔

軟に対応してまいりたいと考えております。 

  また、道の駅は情報発信機能等の３つの機能

による相乗効果から、地域とともにつくる個性
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豊かなにぎわいの場を創出することが期待され

る施設と認識しております。以前は、通過する

道路利用者へのサービスが中心でしたが、近年

の道の駅は地域の個性に合わせてその役割が進

化しており、物産品の販売などの産業振興、災

害時の避難所、物資の輸送拠点などを想定した

防災拠点、地域福祉などの機能も盛り込まれて

おります。このような地域外からの活力を呼び

地域の元気をつくる道の駅の存在は、地域活性

化の拠点として有効に機能しているところもあ

るようであります。 

  今般、国道13号尾花沢新庄道路が全線開通し

今後のさらなる整備促進が図られる中で、道の

駅が当市で設置されることになれば交流人口の

増加や地域としての拠点づくりとしての効果が

期待できる一つの方策として、町なかへの観光

客の誘導といった点も見据えながら諸課題の整

理と検討してまいりたいと考えております。 

  次に、市有財産の改修費用に関する質問でご

ざいますが、全国的に経済成長期に建設された

多くの公共施設が近い将来更新時期を迎えるこ

とから、老朽化対策が大きな課題となっており

ます。このため、国からは今後の財政状況や人

口減少などによる利用上の変化を踏まえた公共

施設等の最適な配置を目的として平成28年度ま

での公共施設等の総合管理計画の策定が求めら

れており、さらに平成29年度までの公会計固定

資産台帳の整備が来年１月に要請されることと

なっております。 

  本市といたしましては、現在長期的な公共施

設等の維持管理更新費用について正確に把握す

るために、９月末に国から示された統一基準を

もとに調査算定していく方向で検討していると

ころであります。施設改修、更新等には相応の

費用が予想されることから、長期的経費の見込

みや充当可能な財源額等を明らかにし、財政計

画と連動させ長期的視点から計画的に改修更新

等行うことにより、財政負担の軽減と平準化を

図っていく必要があると考えております。 

  最後に、学校法人新庄学園新庄東高等学校に

柔道剣道練習場として貸与している旧ポリテク

センター新庄分所の多目的実習場のトイレ改修

についての御質問でありますが、現在普通財産

としての土地建物の賃貸借契約を締結しており

ますが、貸し付けに当たっては現状のままでの

貸借とし、維持管理や修繕費用は借主の負担と

しております。現在、トイレが利用できない理

由といたしては、近隣の便所等が維持管理上の

問題から浄化槽を廃止し、水道管や配水管を撤

去しているためであります。仮に、トイレを再

び使用するためには新たな給排水管の布設や浄

化槽設置経費を要するため、適当ではないと考

えております。 

  ただし、貸し付け当初に比べ活用範囲が広が

っているとの状況もお聞きしておりますので、

利便の向上という面から利用者と協議してまい

りたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

小嶋冨弥議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） それでは、再質問に入

りたいと思います。 

  最初に、企業誘致と人口減少についてでござ

いますけれども、まだはっきりしていない点が

多々あろうかと思いますが、県では整備対策に

助成などを行ってということをお聞きしており

ますが、市としてはどんな支援策が考えられる

かということをお聞きしたいと思います。 

  それから、もう１点は、以前は大変新庄市内

でも盛んな林業でございましたが一時は途絶え

ておりましたが、地場産木材の利用ということ

で活気が取り戻されると思いますが、この点に

ついてどうですか。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 私からは最初の市の支
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援という点からお答えさせていただきたいと思

います。 

  県といたしましては、お聞きいたしておりま

すと事業に対する事業費補助ですけれども、こ

れは国の補助金などを使いながら支援していく

ということでお聞きしております。 

  市の対応といたしましては補助金については

国の補助金を活用して県が対応するということ

にしておりますので、市独自の対応といたしま

していわゆる雇用奨励金、新庄市内の方を雇用

した場合に60名の雇用を考えていらっしゃると

いうことですから、新庄市内の方は何人になる

かわからないわけですけれども、大規模な事業

ですので、この場合は１億円を超す事業につき

ましては１人50万円の助成がなるわけなんです

けれども、そういった支援をしてまいりたいと

思っております。 

  また、地元ですので、さまざまな道路の問題、

雇用の問題、あっせん等も既に高校にも打診を

しているということを聞いておりますので、そ

ういった面から採用につきましては十分な協議

をしながら検討してまいりたいと考えていると

ころでございます。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 おはようございます。 

  地場産木材の活気ということでの御質問でご

ざいますが、新庄市においては林野面積全体で

１万2,300ヘクタール、うち国有林野が8,000ヘ

クタールほど。残り4,300ヘクタールが民有林

となっております。そのうち、人工林と称され

るものが1,700ヘクタールほどございまして、

ほとんどが杉材の植林となってございます。 

  協和木材の誘致ということで年間12万立方メ

ートルの木材が必要となっておりますので、地

域としては相当の木材があるということで白羽

の矢がこの地域に立ったと理解しているところ

でございますが、やはり材を出すにしても伐倒

から林道の開設、それを運搬搬出といったいろ

んな多面的な部分での雇用が生まれてくると思

います。また、木を切り倒せばそこに植林とい

う声も出てきますので林業としてのなりわい、

裾野は非常に広いと理解してございますので、

そういった意味では林業の活性化という部分で

は大きな起爆剤となるのではないかなと期待し

ているところでございます。以上です。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

小嶋冨弥議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） 60名の雇用ということ

を想定されておりますけれども、これは市内の

人を率先的にということを、むしろこちらから

要望的に市内の人を率先的に使っていただきた

いということをお願いしたいんですが、その辺

はどうですか。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 できるだけ、新庄市内

に立地した企業ですので、新庄市内の方を雇用

していただきたいということは企業に御要望し

たいと思いますが、なかなか最近企業進出があ

るものですから、雇用される人がなかなかいな

いという状況も、うれしいことなんですけれど

も、状況がございます。ですので、新庄市内だ

けで60人というのは現実的には難しいと思いま

すが、最上地域の中で全体で60人を雇用してい

ただければと思います。雇用奨励金につきまし

ても新庄以外でも出せるように今しております

ので、よろしく御理解いただきたいと思います。 

１８番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

小嶋冨弥議長 森 儀一君。 

１８番（森 儀一議員） わかりました。 

  中核工業団地でも、市長初め職員の皆さんの

努力で大変今活気づいてきたということでうれ

しい限りでございます。多忙な業務の中ではご

ざいますが、この時期盛んに人口減少の克服に

向けた政府の地方創生総合戦略の骨子案が示さ
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れ早急な地方の取り組みが要求されているとこ

ろでございますので、この機会にぜひおくれな

いようにして頑張っていただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

  次に、道の駅についてでございますが、よく

市長の答弁でわかりました。具体的に、13号線

と47号線の交わる地点にあれば、例えば北の正

面には鳥海山が一望できて新庄市内も見える位

置などはどうかなと気の早い話で、夢は大きく

理想的なことを述べさせていただきますけれど

も、これは素人の考えで、やはり専門的なこと

をお聞きしますと、交わる地点ではなかなか運

転する人が神経を使ってどこに秋田の方面かそ

れとも酒田のほうか、交わる地点で考えながら

来るからそんな休憩する余地はないからやはり

少し過ぎたところとか手前のほうとかいうこと

ともお聞きしているところでございますが、こ

れは大変多難であることはよくわかりますが、

将来にわたって新庄最上地域発展に不可欠のよ

うな気がしますので国や関係省庁への働きかけ

など検討してお願いしたいと思うところでござ

います。 

  次に、市有財産の営繕工事仕様についてでご

ざいますけれども、なかなか表面化しにくいよ

うに思いますが、インフラについて減価償却な

ども念頭に置いて将来の健全財政に対処されま

すようにお願いを申し上げたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

  次に、東高のトイレについてでございますけ

れども、これは市長も申しましたが、毎月１回

第４金曜日の夜７時から９時に、最上地区のス

ポーツ少年団を中心に小中高、一般と広い年代

で柔道の練習をして、大変そのときも100人以

上の人が集まって練習強化しているということ

をよくお聞きしております。これもひとえに、

市からお借りしてやれて成績もよくなってきて

いるということをお聞きしておりますので、何

とか子供たちにもひとつ有望な若者の育成とい

うことで大変だと思いますが、よろしくお願い

したいと、このように思うところでございます。 

  時間がまだ早いようですが、以上で今回は大

変大勢の人が一般質問しておりますので、私の

一般質問を終わりたいと思います。どうもあり

がとうございました。（拍手） 

小嶋冨弥議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時３８分 休憩 

     午前１０時４８分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

伊藤 操議員の質問 

 

 

小嶋冨弥議長 次に、伊藤 操君。 

   （２番伊藤 操議員登壇）（拍手） 

２ 番（伊藤 操議員） おはようございます。 

  本会議２番目に質問させていただきます。開

成の会の伊藤でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

  寒い季節をお迎えしています。ここ新庄の地

では毎年の市民の最重要課題の雪問題が発生す

る時期を迎えています。少子高齢社会の中にお

きまして、除雪の人手が減り要援護世帯が増加

している昨今、冬期間の市民の安心できる生活

を築くべく市民と行政が連携してこの課題を乗

り越えていかなければならない、そのように考

えております。 

  それでは、通告に従いまして質問させていた

だきますが、都合により質問の順番を変えさせ

ていただきまして、２番目の昨年より２年続き

で開催された地域リーダー講座の今後の取り組

みについてを先に伺います。 

  テーマは昨年同様の健康づくり、参加者の枠
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を拡大して開催され、内容も前回よりもわかり

やすく充実したものであったと参加者の一人と

しての感想を述べるところです。 

  特に、モデル地区の取り組みの効果は非常に

大きく地域住民の安心安全が図られ、まさに理

想的と言っても過言ではないと思いました。こ

のような地区が市内全域に拡大していくこと、

そのような政策が求められると思います。どの

ようにしてモデル地域のような取り組みを拡大

していこうとするのかをまずお伺いいたします。 

  講座が終了して次のステップに移るべく準備

を進めたい、そのように考えている参加者の中

からは、アンケートの結果が届いただけで具体

的な取り組みについての話し合いが聞かれてこ

ない、そういう招集がないのが残念である、そ

ういう声や、余り間隔を置き過ぎると地域づく

りに対しての自身のモチベーションが下がって

しまう、そういう参加者の声が余りにも多くあ

りました。 

  担当する課や引き継ぐ課で共通認識のもとで

慎重に進めていると思われています。しかし、

鉄は熱いうちに打てのことわざのとおり、参加

者の地域づくりへの意識が高いうちに行動に直

ちに移すのがベストではないでしょうか。高齢

化や地域の過疎化は待ってはくれません。スピ

ード感が必要と思われますが、それも含めてお

伺いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 失礼いたしました。一問一答式と

いうことでありがとうございます。 

  先に、地域リーダー講座の今後の取り組みに

ついてということでありますが、伊藤議員御参

加で内容は十分に御存じかと思いますが、地域

づくりを担うリーダーの育成を目的に平成25年

度より地域リーダー講座を実施し、２年にわた

り地域の健康づくりをテーマに参加者がみずか

ら地域課題の解決を考え、２年で延べ８回の講

座に280人が参加されました。 

  これの意図するところは、再三議員の皆さん

から国保会計等が非常に年々高くなるというこ

と、それを全体的に歯どめをどうやってかけて

いくかということが底辺にある。地域それぞれ

が自分の課題として捉えていただく、健康寿命

を延ばしていただくことによって国保会計にも

よりよい影響を与えていきたいということが基

本的な底辺の考え方であります。 

  おかげさまで、初年度の講座を受講したこと

などがきっかけで今年度モデル地区としての末

広町地区が健康推進事業に取り組んで、これは

区長や健康福祉推進員などの地域の役員の方々

が中心となり、４月から毎月１回健康教室を開

催しているもので、健康課でも地域住民の健康

づくりの意識向上を目的として健康づくりに関

する講話や体操などを行っており、地域が主体

となって地域の健康づくりを推進する先進事例

となっております。 

  この活動につきましては、今年度地域リーダ

ー講座の中で末広町の健康福祉推進員を講師と

して招き、取り組みまでの経緯や活動状況の紹

介をいただきました。受講者には身近な実践活

動事例として受けとめ興味を持っていただいた

ところでございます。 

  また、今年度の地域リーダー講座終了後にお

きましても健康福祉推進員がリーダーとなり健

康づくりの活動を始めた地区もあり、既に２回

実施しており、健康課でも健康体操や減塩食指

導を行い連携しているところであります。さら

に他の２地区でも新たな動きが見られており、

それぞれの地域の実情に合った方法での自主的

な活動に期待しているところであります。 

  講座終了時に行った参加者アンケートの９割

の方に、講座で学んだことを地域の健康づくり

活動に生かすことができるとの回答をいただき

ました。しかし、指摘のとおりそれをどういう
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ふうに進めるかというのは非常に戸惑いもある

ということも承知しているところであります。

参加者にこの経験をぜひそれぞれの地域で生か

していただきたいと考えているとともに、市と

いたしましてもよりよい地域づくりの取り組み

を関係課、特に職員の地域派遣制度なども積極

的にかかわりながら支援してまいりたいと考え

ております。 

  今後、健康づくりの取り組み事例の紹介や区

長や健康福祉推進員等の研修の場や広報への掲

載などを通じて、地域の健康づくりを推進する

上で参考としていただけるよう情報提供にも一

層努めてまいりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

小嶋冨弥議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） とても丁寧な答弁をい

ただきましてありがとうございます。 

  それでは、再度お伺いいたします。 

  先ほど、市長答弁の中でアンケート調査でで

きるという回答があったとお伺いいたしました。

しかし、モデル地域のあの取り組みようはまさ

に理想的なのですが、地域の実情にこれは合わ

ないというところもあると思います。その点で、

回答用紙の中のできるといったところに対して

どういう実情に合わせて指導していくのかをお

伺いいたします。 

荒澤宏二健康課長 議長、荒澤宏二。 

小嶋冨弥議長 健康課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二健康課長 伊藤市議も一緒になって健康

づくりによる地域づくり、そのリーダー講座に

参加していただき、本当にありがとうございま

した。 

  ４回にわたって開催して、その中でも私も４

回参加させてもらいましてワークショップ等一

緒にさせてもらったところでございます。伊藤

市議のお話しされたようになかなか地域に帰る

と難しいという状況を言葉にされている方もも

ちろんおりました。また、私たちの地域でもこ

れはできるんじゃないだろうかという思いでの

声を言葉に出していただいた方もおりました。

できるかできないか挑戦してみようかなという

方もおりまして、これからの地域づくり、特に

健康というんでしょうか、明るい地域づくりに

向けてお互い認識というのでしょうか、こうい

うこともやっていかなきゃならないんだなとい

う気持ちになれたということでは、非常に前向

きなリーダー講座だったかなと思っております。 

  その講座の最後のときに、ワークショップの

中であるいは挨拶の中でも出てきたかと思いま

すが、これからこの講座を受けていろいろな地

域づくりに向けて取り組んでみましょうと、も

しよくわからない点とかそういったことがあれ

ばぜひ総合政策課もしくは健康課、関係各課に

相談にどんどんおいでになってくださいという

ことでのお話もさせていただいたところでござ

います。 

  現在、市長答弁にもありましたように今年度

からまたモデル的に始めた地域も３つほどござ

いますし、私どもに相談に来ている方もござい

ます。ただ、中にはどういうふうにしていいか

わからない、うちの地域ではちょっとなという

ことを思っておられる方もおられると思います

ので、今回は末広町の取り組みについていろん

な事例報告、事例発表をさせていただいたわけ

です。 

  その中でもこれはうちの地域でもできるんじ

ゃないかという方もおりましたので、今年度の

モデル的な取り組みにつきまして、あるいはい

ろいろ私どものほうで知り得ているようなこう

いう取り組みをやっている地域もありますよと

いうこととか、あるいは私どもが進めています

出前講座のＰＲなども含めまして区長さん方の

研修のときあるいは市報とかこちらでいろいろ

な形でＰＲあるいは周知するようなことができ

る場面をつかまえまして、いろいろな取り組み
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について紹介して、これならできるんじゃない

だろうかとかあるいはこういうことはできない

だろうかということを思っていただけるような、

こういうことはどうだろうかというときには相

談に乗るような形で対応してまいりたいと思っ

ております。以上です。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

小嶋冨弥議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 丁寧な対応をしていた

だけるようでありがたいと思います。 

  モデル地域のように積極的に地域とかかわり

を密にできるような地区はいいのですが、どう

しても過疎化が進んでいたり要援護宅が多い、

そういう地域ではなかなか結びつきが大変だと

思います。 

  それで、市長答弁であったように、職員との

かかわり、地区担当制のことだと思うんですが、

そのことについてもお伺いしたいんですけれど

も、具体的にどのようにして地域との橋渡しを

するんでしょうか。漠然と聞いているとなるほ

どとは思うんですけれども、本当に地域によっ

てはどういうかかわりを持つのか、そのスター

ト時点からわからない、そういう声も聞こえま

す。それだけ行政に頼っているということで地

域の自立ということについては難しいというこ

ともあります。 

  それで、職員の地区担当者のことも含めても

う一度答弁をお願いいたします。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 おはようございます。 

  健康づくりを地域で行う。非常に地域づくり

の上で重要な基幹的な部分でありますので、さ

まざまな手を考えながらということが必要かな

と。このたびのリーダー講座につきましても取

っかかりとして２年目になりますので、最終的

な目標というものを掲げながら４回行ってきた

わけでありまして、したがいまして最終的に健

康のための地域の計画をつくってみましょうと

いう演習をもって終了して、これからやろうと

することについてはさまざまな形でもよろしい

ですので、相談に来ていただきたいということ

で閉めた形となっております。 

  その後のサポートという部分になってくるか

と思いますけれども、健康課長の答弁にもあっ

たことに加えまして、地域担当という制度、今

見直しもかけておりますが、その役割の一つと

して地域課題を共有して前に進もうというとこ

ろもありますので、折を見てさまざまな形でま

ずは町内の中で話をしてもらって、そこでまと

まったことがあるとすれば私どもにかあるいは

健康福祉推進員の方とともに地域担当職員にも

話をかけていただくという形を、地域担当制の

中でも地域課題の共有解決への道筋ということ

で役割を持っていますので、そのような形の方

向でお願いしたい。 

  一つ、決まった方程式のようなルールという

きちっとしたものはありませんが、地域担当の

役割からしてそういう使い道があるということ

で御承知おきいただきたいと思います。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

小嶋冨弥議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） よくわかりました。昨

年とことしの参加者の健康推進員や地域の区長

さんの地域リーダー講座の参加を見ますと、２

年続けてダブっている方もおられます。そして、

同じ町内から複数出ている状況でありまして２

年間全くこの情報すら知らない少し残念だなと

思われる地域もあります。その講座に参加でき

ないような地域にも施策が隅々に行き渡るよう

に望みますのでよろしくお願いします。 

  それでは、２番目の質問に移らせていただき

ます。 

  平成27年５月からの市体育館改修工事による

閉鎖中における利用者への対応はどのように行

うのかをお伺いいたします。 
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  おおむね１年間利用できなくなるということ

で、現在市体育館で健康増進のための軽運動や

競技力向上のための練習を行っている団体や個

人から、活動を制限されることへの不安や懸念

の声が聞こえ始めております。市におきまして

も健康寿命の延伸などに積極的に取り組む姿勢

が見られるようになり、体を動かすことへの機

運が徐々に高まりつつある中で、わずか１年間

とはいえその機運がトーンダウンするのではな

いかと心配になります。 

  そこで、閉鎖中において市民の活動がたとえ

制限されるようなことがあっても代替施設と連

携して利用時間や利用頻度、料金の補助などで

うまく調整できる場合もあると思いますが、そ

の対策をお伺いいたします。また、民間施設な

どとの連携は視野に入れてまいるのかもお伺い

いたします。 

  関連して、冬期間の利用についてもお伺いい

たします。冬期は積雪により屋外での競技がで

きなくなります。そのために体育館の利用頻度

は毎年上がるという状況です。現在は、利用団

体相互の調整で行われているようですが、閉鎖

中はさらに大きな影響があるものと推察されま

す。小中高校生は学校内対策で何とかできるか

もしれませんけれども、一般の利用者の場合は

どのような対策をとられるのかをお伺いいたし

ます。 

  そして、小中学校の体育館においてもお答え

いただきたいと思います。市民に開放されてい

ると伺っています。あくまでも、児童生徒優先

であり、夜間や休日の一般の利用は現在は行っ

ていると思いますが、要望がふえた場合はどの

ような対策をとるのか。閉鎖する市体育館の機

能を学校の体育館が補うことができるのかをお

伺いいたします。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

小嶋冨弥議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、市体育館改修工事に

よる閉鎖中の利用者への対応ということでお答

えしたいと思います。 

  市体育館は平成25年の利用実績として延べ

1,830団体、５万1,108人の方から御利用いただ

いております。市体育館や市武道館、市民球場

などの体育施設については利用団体が多いため、

年２回利用者の調整会議を実施し施設を御利用

いただいている現状でございます。市体育館が

使用できなくなることへの対応といたしまして

は、従来から調整会議を実施している施設につ

いてはその調整会議を経て御利用いただくこと

になり、調整会議を実施していない体育機能の

ある施設、山屋セミナーハウス、農村環境改善

センター、昭和活性化センターの３施設につい

ては来年度は利用調整会議を実施し御利用いた

だくように考えております。また、農村環境改

善センター、昭和活性化センターについては週

２日の休館日を月１日に変更し、使用日数をふ

やすことで進めております。 

  このたびの市体育館の耐震改修については、

利用者の安全安心を図るために実施するもので

あり、そのための他の施設の使用時間の変更や

使用料補助等は考えておりません。また、民間

の体育施設について市が利用調整することはで

きないと考えております。市体育館が使えなく

なることで御不便をおかけいたしますが、利用

者の主体性のもと自分たちが利用しやすい施設

を御利用いただければと考えております。 

  また、冬期間における屋内体育施設は、積雪

による屋外スポーツ競技の利用もあって利用希

望者が大変多い状況にあり、利用調整会議を行

いながら施設を御利用いただいております。市

体育施設や生涯学習施設、小中学校など屋内で

スポーツができる施設には限りがあり、それぞ

れの施設において調整を図りながら御利用いた

だかざるを得ないと考えております。 

  ３点目の、小中学校の学校開放として学校教

育上支障のない範囲で学校施設を地域の皆様に
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開放し、夜間休日の体育館についてはスポーツ

少年団や部活動のほか、地域の方々からも広く

御利用いただいております。 

  小中学校の体育館も市体育施設と同様に大変

利用者が多い状態にあり、各学校において調整

会議を行いながら御利用いただいている現状で

す。そのため、小中学校や高等学校のスポーツ

少年団や部活動での利用については市体育館の

利用頻度も高くなっておりますが、改修期間に

おいては自分の学校の体育館で譲り合いながら

活動してきていただくよう協力を求めていきた

いと考えております。 

  現在の市体育館の利用状況から見ても、利用

者の皆さんに満足いただける対応はできなく、

改修工事の１年間については御不便をおかけい

たしますが、御理解をいただきたいと思ってお

ります。以上です。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

小嶋冨弥議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 苦慮しているのが大変

よくわかります。その中で、二、三お伺いしま

す。 

  今、答弁の中で小中学校の体育館の利用も満

杯の状況であるとありますが、時間枠とか使用

時間を決めるとか、時間枠を拡大するとか、例

えば利用時間を１時間刻みもしくは２時間刻み

にするとか、そういう対策はお考えなのでしょ

うか。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

小嶋冨弥議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 学校の体育館

の開放についての御質問でございますので、私

のほうから御答弁申し上げたいと思います。 

  先ほど教育長から答弁ありましたように、学

校につきましてはいわゆる日中は授業で使いま

す。主に夜間、土日の開放という形になります。

夜間につきましては、ほぼスポーツ少年団、そ

れから社会体育といいますか、ママさんバレー

とかバドとかバスケットとか、そういった社会

体育の開放を行ってございます。大体２時間枠

で開放しているという状況で、やはり準備の都

合上１時間という枠はかなり厳しいかなと感じ

ています。そんな形で学校開放につきましても

いろいろ調整しながら行っておりますので、そ

の調整の中で協力し合いながらやっていくとい

う形になろうかと思いますので、御理解のほど

お願いいたします。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

小嶋冨弥議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） わかりました。 

  それでは、体育館に今現在置いてあります卓

球台とかネットとかボールとかマットなど、そ

ういうものは体育館閉鎖中はほかの施設に貸し

出しをしたりという便宜は図っていただけるの

でしょうか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

小嶋冨弥議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 体育館にございます備品

等につきましては体育館が１年間使えなくなる

わけですので、置いておいてもしようがありま

せんので、先ほど申しました農村環境改善セン

ター、昭和活性化センター等において、ないも

のについては便宜を図りたいと考えております。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

小嶋冨弥議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 利用する方はありがた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いしま

す。 

  それと、体育館の閉鎖中なんですけれどもス

ポーツ推進員という方がおられるはずです。閉

鎖中にいろいろな部分で使えないということで

利用者の方からはいろいろな心配する声があり

まして、例えばですけれども、使えないかわり

にスポーツ推進員が派遣されて講習会を開くと
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か、いろんな催し物を開くとかそういう新たな

対応はお考えなのでしょうか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

小嶋冨弥議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 大変よい御提案をいただ

いたと思います。ありがとうございます。 

  スポーツ推進員がおりますが、なかなか活動

できていないという状況もありまして、先ほど

御質問でありました地域リーダー講座の御質問

がありましたが、健康の地域づくりについても

活用していただきたいということで健康課と一

緒に取り組んでいる部分もございます。また、

健康スポーツ推進員につきましては18人おりま

すが、どんどん御活用いただければ地域のスポ

ーツ、体力向上、また健康づくりに大いに役立

つと思っておりますので、どんどん声がけいた

だければこちらでも推進員と調整を図りながら

派遣したいと考えております。ありがとうござ

います。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

小嶋冨弥議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） どうぞよろしくお願い

いたします。 

  それでは、最後に健康福祉推進員についてお

伺いいたします。 

  先ほどの質問の地域リーダー講座には名簿上

で22名参加していました。150の地域で選出さ

れているということで、参加者は15％、この数

字をどう解釈したらいいのかわかりませんが、

本市における健康福祉推進員とは地域の健康福

祉活動推進のためのリーダー役として地域にお

いて地域の健康福祉事業の情報提供や講演会へ

の参加などの呼びかけを行い、また健康福祉に

かかわる相談について民生委員との連携を図る

活動を行う、そのように３月の定例会でお伺い

しております。 

  世帯分離や高齢夫婦世帯、高齢者の独居世帯

などの要援護宅が急増しておりまして、医療や

介護の分野からも健康寿命の延長の必要性がう

たわれております。 

  しかし、地域住民の健康推進する立場である

本市の健康福祉推進員の現状の活動内容では、

果たして地域の健康づくりが活発に行われるも

のか疑問に感じております。仮に、情報の提供

がスムーズに行われたとしても一方通行の取り

組みと感じて効果の検証ができないのではない

かと心配しております。地域で選出された推進

員の負担を考慮しての活動内容なのかと予測は

できるのですけれども、このような現状の流れ

はせっかくの制度が果たして生かされるものか、

もったいないような気がします。健康福祉員み

ずからが地域で健康づくりを実践できるような

新たな体制づくりと人材の育成を図るべきと思

いますが、市のお考えをお伺いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 健康福祉推進員の活動状況につい

ての御質問でありますが、町内においての健康

福祉活動推進のためのリーダー役として平成６

年度から各町内に設置をして、現在162の町内

から選出していただいております。 

  主な活動として、町内で開催する健康教室や

健康づくり講演会の参加を依頼するとともに地

域の方々への声がけをお願いしています。また、

個別の相談等が必要と判断した場合には地区担

当の民生委員、児童委員への情報提供をお願い

しています。 

  毎年、健康福祉推進員を対象に健康福祉に対

する知識の向上を目的に研修を行っており、こ

としは山形県接骨師会新庄支部の先生方による

健康寿命の延伸をテーマに体操の実技を取り入

れた内容を実施したところです。また、健康課

の出前講座は、11月末現在で既に11地区におい

て14回ほど開催し、延べ211人の方が参加して

おります。このように、少しずつでありますが、

活動の輪は広がっており、今後も健康福祉推進
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員の主体的な活動に期待しているところであり

ます。 

  健康福祉推進員はボランティアの位置づけで

あるため、町内の方々を対象に直接指導してい

ただく活動までは想定をしておりません。しか

しながら、少子高齢化が確実に進む中で健康や

福祉についての関心が高まってきており、さま

ざまな課題を克服するために健康福祉推進員と

共通認識を図ることが重要と考えています。健

康づくりは地域からの理念とともに、地域の健

康づくりのパートナーとして今後も一層の情報

提供を行い、出前講座などを積極的に活用いた

だくなど地域における活動の推進役として関係

する庁内各課と連携しながら、健康福祉推進員

が地域で活動しやすい環境づくりを進めてまい

りたいと考えております。 

  伊藤議員がおっしゃるとおり、では現実的に

はどうなのかといいますと、町内における組織

のあり方ということは非常に複雑化してきてお

りまして、先ほど御質問がありました、言って

いいのかどうか、町内によっては高齢者世帯の

みが多くなってきているところでの活動が非常

にしづらい、あるいは若い世代の方々はどうし

ても土日だけがあいてしまうということでの日

常活動が難しいとか、それぞれの町内における

活動の内容も複雑化している。そういうことで、

地域リーダー講座と合わせながら健康福祉推進

員にもう一度活躍の場を提供して広がりを求め

られないかということで、相互連携しながら進

めているのが現状であります。 

  そうは言いながらも、地域の健康寿命、ある

いは地域の健康の推進役という大きな役割をま

ず推進員の方々から実践していただくのが理想

的なわけでありまして、それらについて今後と

もしっかりと呼びかけ連携し、何が問題である

のかという情報収集もしながら今後も進めてま

いりたいと思います。どうぞ御理解のほどよろ

しくお願いいたします。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

小嶋冨弥議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 地域によりましていろ

んな特色がありますので、一概にこれこれこう

いう講座があるからこうしましょうとか、健康

福祉推進員がこのような活動だからといってき

ちんとできるということはなかなか難しいとい

うのはわかります。しかし、このように今要援

護世帯がふえている中で地域の結びつきが非常

に叫ばれている中で、健康福祉推進員の活動を

中心に地域づくりを始めないとますます大変な

状況に陥ると思います。 

  そこで長野県松本市の取り組みや新潟県見附

市の取り組みのように、健康福祉推進員が地域

でまさに実践して地域のなかなか外に出歩かな

い、特に高齢男性が多いのですが、その方への

呼びかけを徹底してみずからが運動の指導であ

ったり減塩対策やいろんな歯科衛生に関しても

情報を提供しながら健康づくりの中心になって

やっていく、そういう取り組みが先進事例で見

られるんですけれども、本市におきましては地

域の中で何するのかわからないという方もなか

なか多いような状況でありまして、中には大し

たことがないから、この健康福祉推進員、名前

だけでも貸してくださいみたいな、そういう状

況が百五十数名の中で、なかなか言いづらいん

ですけれども、多いような現状があるんです。

そのようにしても果たして健康が推進されるの

かという疑問があります。先進事例を見習って

新庄市においてももう少しスピード感を持って

対策をするべきと思います。 

  そこでですけれども、健康福祉推進員という

と福祉課なのか健康課なのかまずわからないと

いう部分が私にとっては多いんです。何をする

かというと、市長からの話にも情報提供がまさ

に仕事という答弁をいただきましたけれども、

私がお伺いしたいのは健康福祉推進員の人材育

成についてです。どういうふうに持っていくの
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か。 

  せっかくこういう役割を持った方がいらっし

ゃるのに、この方に対しての研修や何も講座を

数回やっていると、そういうことではなくて定

期的に勉強して地域に隅々に行き渡るような対

策が求められるのではないかと思います。その

点について、定期的な学習をして健康福祉推進

員が地域でどんどん活躍して、活動できないよ

うな地域においても協力できる体制ができない

のか、それをお伺いいたします。 

小野茂雄成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、小

野茂雄。 

小嶋冨弥議長 成人福祉課長兼福祉事務所長小野

茂雄君。 

小野茂雄成人福祉課長兼福祉事務所長 健康福祉

推進員の選任の担当は成人福祉課でやってござ

います。これの背景につきましては、一つに将

来での健康づくりということがございますけれ

ども、民生委員と協調した福祉推進という役割

をお願いしているところであります。民生委員、

児童委員につきましては、多いところですと５

町内を担当しているという方もいらっしゃいま

す。なかなか全ての町内まで民生委員、児童委

員が行き届かないという事情もございますので、

例えばですけれども、ひとり暮らしの方の情報

ですとか、そういうものが健康福祉推進員の中

から出てきていただければなというところでの

協調をお願いしたいというところです。 

  ただ、実際には町内の選任についてなかなか

具体的にこういう役割ですよというところが伝

わっていなかったのかなという反省もございま

す。そのため、大体地区の総会におきましては

３月下旬でありますとか４月の上旬、そういっ

たところが多いかと思いますので、その前にこ

の健康福祉推進員の役割についてまずは周知し

ていきたいなと思っております。また、民生委

員、児童委員の名簿についてもホームページ等

で公表している部分につきましてはお知らせ担

当地区、どの部分を担っているのかをお伝えし

ていきたいと考えております。 

  また、先ほど市長答弁にもございましたよう

にやはりなかなか即効性があるかなというとこ

ろは当然ありますけれども、やはり出前講座等

中心にしてなるべく地域の中に入っていきたい

なと考えております。 

  あと、先ほど松本市とか新潟の事例を御紹介

いただきました。なかなか、健康福祉推進員だ

けでそういった役割を持っていくというのは難

しいかと思います。高齢者サロンということで

出歩かない方をなるべくお茶飲みサロン的なと

ころで家の中に閉じこもらないという活動を推

進してまいりましたけれども、今後におきまし

ても社会福祉協議会でも今後活動を広げていき

たいというところもございますので、そういっ

たところについても積極的に市の中でかかわっ

ていきたいと考えております。そういった役割

分担をしながら、健康福祉推進員を自主的な活

動ができるような形でフォローしていきたいと

考えております。以上です。 

２ 番（伊藤 操議員） 議長、伊藤 操。 

小嶋冨弥議長 伊藤 操君。 

２ 番（伊藤 操議員） 2025年問題というのが

ありまして、高齢者の数がピークになり最も医

療費や介護費用が高くなるという、それまでも

う10年しかないんです。健康問題というのは先

ほども答弁がありましたけれども、即効で効果

が出るというものではなくてやはり10年来20年

来の取り組みが必要と思います。 

  新庄市におきましても今から始めなければ

2025年問題までには改善の兆しが見えなくなる

ような心配もございますので、ぜひとも積極的

に取り組んでほしいと思います。 

  以上で質問を終えます。ありがとうございま

した。（拍手） 

小嶋冨弥議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 
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     午前１１時２８分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

山口吉靜議員の質問 

 

 

小嶋冨弥議長 次に、山口吉靜君。 

   （１７番山口吉靜議員登壇）（拍手） 

１７番（山口吉靜議員） 皆さん、御苦労さまで

ございます。絆の会山口吉靜でございます。 

  それでは、早速でございますが、通告に従い

まして次の４点について一般質問をさせていた

だきます。 

  １点目はふるさと納税制度についてでありま

す。ふるさと納税制度は財政が苦しい自治体を

助けようと2008年に始まりました。自分が住む

市町村に支払う税金が安くなる利点もあり、特

産品などを金額に応じて多くの自治体が寄附の

お礼の品に地元の特産品などを送ってくれるた

め、お取り寄せ感の節税として注目を浴びてい

ます。 

  山形県には2012年に158件654万9,000円が集

まりまして、県が行う事業や震災復興へ活用さ

れています。人気の特産品などをもらえること

や株主優遇と比べても寄附金の還元率の高さか

ら人気を集めるふるさと納税、自治体は魅力的

なお礼品、特産品を供することで寄附を多く集

められ、生産者は自治体に農産物を買い取って

もらえるというそれぞれの自治体が寄附金をど

のように活用されるのか、わかりやすく説明し、

賛同者を募る方法は、また私ども絆の会で７月

16日から18日の行政視察で平戸市に視察に行っ

てまいりましたが、ふるさと納税特典カタログ

を作成し、市の要所要所に置いてあり商品を選

ぶことができるようになっています。市自慢の

ふるさと産品や旅行商品などお好きな特典を選

ぶことになっております。参考までにふるさと

納税のこれがカタログなんです。平戸市のあれ

なんですけれども。 

  ふるさと納税の人気に火がついたのは、各自

治体がＰＲのために寄附した人に特産品などを

プレゼントするようになったことによります。

総務省は昨年９月、各自治体に特産品などの送

付については適切に常識を持って対応すること

と通知しました。我が新庄市としても他市にお

くれずもっと活用して、ふるさと納税を受ける

べきと考えますが、市としてさらなる対策につ

いて御所見をお伺いいたします。 

  次に、２点目は一般質問で東成瀬村学力日本

一、小学校と中学校が１校ずつで村では子供は

村の宝、相応の力をつけて送り出したいと、中

学校向け英語塾を村営で開設しております。今

回、大蔵村で村営学習塾が８月26日に開塾式、

いわゆる入学式がありました。大蔵中１年から

３年生46人がしっかり勉強することになります。

我が新庄市も子供は市の宝であります。このこ

とについて前向きに検討をお願いし、対応につ

いてお伺いいたします。 

  ３点目は、空き家問題についてであります。

お年寄りがふえたり人口が減ったりして空き家

はふえ続けております。また、人が住まない家

は台風や地震のときに危ないし、悪い人が出入

りして治安が悪くなると。管理不全の空き家対

策については危険な空き家を解体してほしい、

現に本合海でも空き家の雪を払っていて滑って

転んで３カ月入院された方もおられます。 

  土地や家には固定資産税がかかります。住宅

用の土地には固定資産税が安くなっていますが、

家を取り壊して何もない土地、いわゆる更地に

すると優遇措置がなくなり固定資産税が最大で

６倍になってしまいますが、負担増を嫌って家

を放置している人も多いと考えます。解体費用
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なども市で全体の３分の１を補助する方法など

いかがでしょうか。前向きにお伺いいたします。 

  次に、４点目は市内商業地域の電線地中化に

ついてでありますが、商店街街路灯ＬＥＤ化事

業については前にも質問しましたが、明るく節

電、コスト削減、蛍光灯の約４倍の長寿命、発

熱が少なく有害物質を含まず赤外線がほとんど

出ない、虫が寄ってこないなど多くのメリット

があります。この機会に商業地域の電線地中化、

裏配線、軒下配線、無電柱化、安全で快適な通

行空間の確保、市景観の向上、無電柱化を進め

れば特に新庄まつりで山車・神輿渡御行列また

高さも10メートル、青森ねぶた祭り以上のけん

らん豪華な20台の屋台が鮮烈な色彩を放つ行列、

豪華と迫力は圧巻でありますので、山尾市長が

申されておる100万人誘客は可能であります。

補助金を受けて電線地中化について実現できな

いかお伺いいたします。 

  以上で、質問席での私の質問を終わります。

御清聴まことにありがとうございました。御答

弁よろしくお願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、山口市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  ふるさと納税に御質問がありますが、新庄市

まちづくり応援寄附金、いわゆるふるさと納税

に対する市としての今後の取り組み方について

という御質問ですが、ふるさと納税制度は大変

失礼ですが、財政の苦しい自治体を助けようと

いうことではなくて、税負担を軽減することで

寄附しやすくしふるさとを離れた方のふるさと

を応援したい、ふるさとに貢献したいというふ

るさとを大切に思う気持ちを実現するために創

設されました。また、出身地でなくても第二の

ふるさとと考え応援したいと思う方も活用でき

る制度となっております。 

  市の現状といたしましては、今年度当初から

ふるさと納税についてのパンフレットや寄附申

込書の改訂、選択できるお礼品の数の拡充を行

いＰＲを図っております。そのかいもあり、今

年度は11月末現在で1,200件、金額1,600万円以

上となり、既に昨年度の実績を超え、昨年同期

と比べ件数で２倍、金額で約３倍の伸びとなっ

ております。昨今のふるさと納税制度に対する

注目度の高まりもありますが、新庄市を応援し

てくださる方々がふえていると感じております。

また、県内自治体でも大きな事業改善を図り、

戦略的にこの制度に取り組んでいるところも出

てまいりました。 

  ふるさと納税が注目を浴びている理由の一つ

として、寄附のお礼品として地域ごとの魅力あ

る特産品がもらえることがあり、現在新庄市が

提供している特産品では新庄産米はえぬき、つ

や姫、山形牛各種、旬の農産物セットが人気を

集めているところです。申込書に添えられたメ

ッセージ等を見ますと、昨年送ってもらったお

米、野菜がおいしかったというコメントも数多

くあり、新庄の特産品のファンになっていただ

いた方がふえていると実感しております。 

  特産品を通して新庄の魅力を知ってもらい、

ファンになっていただく、いずれは実際に新庄

に訪れていただけるものと考えております。交

流人口の拡大という面からもふるさと納税制度

は本市を知ってもらう絶好の機会であると捉え

ておりますので、今後も新庄というまちに対す

る関心を高めていただけるようお礼品のリニュ

ーアル、充実を初めパンフレットの改定やポー

タルネットなどインターネット上の無料広告枠

の活用などＰＲ方法の充実を図ってまいります。 

  また、全国的に見ましてもふるさと納税に係

る手続の簡略化、迅速化を進めることで寄附件

数・寄附金額の増進を図っている自治体もあり

ます。新庄市におきましても寄附をしてくださ

る方の利便性の向上と年々増してくる事務量の
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削減のために、来年度当初からのインターネッ

ト申請サービス及びクレジットカード決済サー

ビスの導入など受け付け事務を含めたさらなる

改善を進めてまいります。 

  市営学習塾については教育長より答弁させま

すので、よろしくお願いいたします。 

  次に、空き家問題についてでありますが、危

険な空き家の解体について市で解体費用の３分

の１の補助はできないかについてでありますが、

市では平成25年４月１日に施行しました新庄市

空き家等の適正管理の促進に関する条例に基づ

く平成25年度中に空き家情報を整理し、平成26

年４月１日現在で326戸について空き家と認定

し、近隣から苦情が寄せられるものについては

指導を行い、また管理者に対し今後の予定を確

認する意向調査を行ってまいりました。その結

果、今年度に入ってから６件の空き家について

改善がなされその後更地や駐車場に活用された

事例を確認しております。 

  家屋の解体時の補助についてでありますが、

基本的には所有者等の責任において行われるべ

きものであり、解体費用についても他の市民の

方々との公平性を鑑みて所有者の負担が原則と

考えております。ただ、さまざまな理由で解体

に踏み切れない方がおりますことも承知してお

ります。自力での解体が困難な方について、市

では方法の一つとして山形県住宅供給公社で進

めているまちの再生事業の活用を関係課と検討

しております。 

  この事業は市に空き家とその宅地を寄贈して

いただくことでその解体費用を市、公社、国側

で負担するというもので、所有者が土地と家屋

の所有権を市に譲渡するという条件つきではあ

りますが、今後の空き家問題を考える上での選

択肢の一つになるものと考えております。 

  次に、市内商業地の電線地中化についてであ

りますが、無電柱化を実施することは市街地の

道路を含めた安全で快適な通行空間の確保、良

好な景観、住環境の形成、災害の防止、情報通

信ネットワークの信頼性の向上、歴史的町並み

の保全、観光振興地域文化の復興、地域活性化

などに資することが期待されているものであり

ます。その反面、地中化をすることにより電線

類の傷みを目視で発見しにくく破損断線箇所の

特定が難しく復旧に時間を必要とし、冠水、豪

雪などの災害時は配線復旧作業ができないなど

の問題があります。 

  無電柱化を行う手法といたしましては地中化

と地中化以外の無電柱化があり、地中化以外の

方式としては軒下配線方式、裏配線方式などが

考えられます。無電柱化を含め公共事業は地域

経済活性化の一助とし期待されるものではあり

ますが、補助事業として全国10ブロックごとの

地方ブロック無電柱化協議会において協議する

必要があり、県単位の地方部会の意見を反映す

ることとなっております。これらの協議におい

て道路管理者、電線管理者、地方公共団体によ

る十分な協議が必要と考えております。 

  いずれの方式、事業といたしましても地方公

共団体道路管理者、電線管理者、地下埋設物管

理者、それぞれの負担が必要となってきます。

このように関係機関との合意形成の可否や費用

対効果の検討が不可欠であり、今後につきまし

ては国土交通省にて推薦しております次期無電

柱化推進計画の動向を見ながら、祭りの期間の

みならず道路を含めた安全で快適な通行空間の

確保に向かって関係機関と協力しながら努めて

まいりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

小嶋冨弥議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 学習塾についてお答えいたしま

す。 

  先日、東成瀬村の学力日本一の秘訣を探るた

めに視察研修に行ってまいりました。学習塾も

話題に出たんですけれども、学習塾と学力日本
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一の関係というのは余りないというお話でした。 

  東成瀬村では長年授業改善に取り組んで年々

進化しているということと、子供たちの自発的

な家庭学習を推進している、学校の中でさまざ

まな取り組みをここ何年もかけてしてきた結果

が学力日本一になったということで、ただ、さ

らに学力を子供につけたいという保護者が、村

内には学習塾がないものですから何とか学習塾

を通いやすい村内につくってもらえないかとい

う要望がここ何年か、近年ありまして、それに

応えた形で村営の学習塾を開設したということ

でございました。大蔵村も事情は同様のようで

あります。 

  新庄市においても、子供は市の宝であり、教

育委員会では児童生徒一人一人に確かな学力を

育むことは重要な課題の一つと捉えております。

教育委員会では、確かな学力とは知識や技能は

もちろんのこと、これに加えて学ぶ意欲や自分

で課題を見つけ、主体的に判断して行動し、よ

りよく問題解決する資質や能力等まで含めたも

のと考えております。 

  各小中学校では、児童生徒が主体的な学習と

なる授業改善に取り組んでおります。例えば、

教科の特性を踏まえ児童生徒の知的好奇心を揺

さぶるような課題設定や考えを考慮したり、書

く活動を取り入れたりしながら自分の考えを深

めていく活動を工夫したり、より難しい問題に

も挑戦しようとするような授業に取り組んでい

る学校が多くあります。来年４月開校予定の萩

野学園はもちろん、市内５つの中学校区では小

中一貫教育に取り組んでおり、９年間を見通し

たカリキュラムによる確かな学力の向上及び小

中学校教員の協働性に基づいた授業力の向上を

図っております。 

  さらに、基本的な生活習慣が安定している児

童生徒は学力も高いという相関関係も出てきま

すので、家庭と連携しながら家庭学習の習慣化

やテレビの視聴時間、ゲームや携帯の使用時間

の短縮についても取り組んでもらうよう各学校

に依頼しているところです。 

  新庄市には民間の学習塾が複数ある現状を踏

まえ、教育委員会としては塾を設置せずに毎日

の授業を大切にしながら市の宝である子供たち

の学力向上を進めてまいりたいと思っておりま

す。以上でございます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

小嶋冨弥議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） まことに御答弁ありが

とうございました。再質問をさせていただきま

す。 

  ふるさと納税については、例えば天童市は昨

年度は県内35市町村のうち最下位だったわけで

すけれども、今年度は９月末時点でトップを走

っております。ことし４月に導入したお返し制

度が功を奏したようであります。昨年１年間で

５人で66万円しかなかった金額が、今年度は11

月13日現在の申し込み段階で２万5,760人に急

増し３億円を突破したとあります。県市町村課

によると、９月末時点での寄附金額は１位が天

童市、２位が最上町、３位が三川町となってお

ります。どうか、新庄市も年末に向けて申し込

みがふえる傾向があるとのことなので、市長の

考えもあるでしょうけれども、天童市を参考に

してというか、対応を考えてほしいと思います

が、新庄市の所見を改めてお伺いしたいと思い

ます。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 ふるさと納税につきまし

ては、今紹介いただきました方向性で私どもも

各市町村情報を伺っております。今後、新年度

に向けて今からまたやれるところを整理しなが

ら順次反転攻勢というか、私どもでも競争に負

けないようにやっていきたい。ただし、やはり

財源確保を目標にするのではありませんので、

あくまでも制度の趣旨を理解しながら進めてま
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いりたいと思っております。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

小嶋冨弥議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうも御答弁ありがと

うございました。よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  次に、空き家問題についてですけれども、地

方でも都市部でも空き家が急増しておって国土

交通省が開催しておる個人住宅の賃貸流通の促

進に関する検討会の資料が公表された調査結果

では、空き家所有者の７割が放置している。空

き家となった理由は別の住宅にかえた後、当面

は売却や賃貸なく放置していたり、親から相続

したまま、または別荘を購入したが使っていな

い状態であったり、空き家を放置すれば防犯と

か防災のさまざまな問題もありますので、早期

に対応すべきと考えますが、その点について新

庄市としての御所見をお伺いします。 

小嶋達夫環境課長 議長、小嶋達夫。 

小嶋冨弥議長 環境課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫環境課長 危険空き家に対する除去とい

うことでただいまお話がありましたけれども、

新庄市で制定しておりました空き家条例につき

ましても同様に危険な空き家の安全管理という

ことを目指しております。まずは所有者に対す

る指導、それから勧告命令という手続を踏みな

がら適正管理を促すという方向で進めたいと考

えておりますので、御理解いただきたいと思い

ます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

小嶋冨弥議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。よろしくお願いします。 

  次に、市内商業地域の電線地中化についてで

すが、無電柱化におくれをとっている日本、生

活道路の無電柱化が特におくれているわけです

ね。無電柱化の目的としては安全で快適な通行

空間の確保、市景観の向上、市防災の防止、情

報通信ネットワークの信頼性の向上、観光の振

興、地域の活性化など電線地中化のメリットは

安全で円滑な通行空間の確保、市景観の向上、

市防災対策などありますが、その辺を総合して

考えて、さらに市の所見についてお伺いいたし

ます。 

松坂聡士都市整備課長 議長、松坂聡士。 

小嶋冨弥議長 都市整備課長松坂聡士君。 

松坂聡士都市整備課長 電線地中化につきまして

は、いろいろ実施するに当たって非常に難問が

山積しております。特に、無電柱化につきまし

ては都市部のバイパス事業それから拡幅事業ま

たは土地区画整理事業、市街地再開発事業とい

う事業に合わせて無電柱化を実施しているもの

が実情でございます。このため、その事業と一

緒に行うわけでございまして、いわゆる電線管

理者の理解が非常に重要であると考えています。 

  そのために、現在のところ県内では８市町村

が26年から30年までの間に予定してございます。

ただし、この実施予定箇所につきましては全て

市街地開発事業とか事業に絡めたものでござい

ます。その辺が非常に難しいところでございま

す。なお、国土交通省において現在推進してお

ります無電柱化推進計画、この動向を見ながら

祭り期間のみならず全体として関係機関と協議

しながら情報収集に努めていきたいと考えてお

ります。以上でございます。 

１７番（山口吉靜議員） 議長、山口吉靜。 

小嶋冨弥議長 山口吉靜君。 

１７番（山口吉靜議員） どうもありがとうござ

いました。 

  とにかく、無電柱化に成功すれば新庄市に全

国から視察にお見えになると思いますし、また

ＬＥＤ照明で明るくして無電柱化にすればさら

に視察に来られて新庄市の活性化にもなると思

いますので、その辺よく御検討いただきたいと

思います。 

  また、学習塾についてはやはり塾で勉強すれ
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ば成績は上がりますので、その辺もいろいろ御

検討いただきたいと思います。 

  以上で、私の再質問を終わります。どうもあ

りがとうございました。（拍手） 

小嶋冨弥議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時２６分 休憩 

     午後１時３６分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤卓也議員の質問 

 

 

小嶋冨弥議長 次に、佐藤卓也君。 

   （８番佐藤卓也議員登壇）（拍手） 

８ 番（佐藤卓也議員） ４番目に質問させてい

ただきます。市民・公明クラブ佐藤卓也でござ

います。市民の皆様の視点に立ち質問させてい

ただきますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

  また、冬将軍の訪れによりまち全体が白くな

りました。それを解かすかのような熱い議論を

交わしていきたいと思いますので、執行部の皆

様ぜひともよろしくお願いいたします。 

  また、市民の皆様によりわかりやすくするた

め一問一答方式にさせていただきます。これも

よろしくお願いいたします。 

  新庄まつりは来年260周年という節目を迎え

ます。平成21年３月には国重要無形文化財に指

定され、さらに全国18府県32県を山鉾山車行事

に国連教育科学文化機関、略してユネスコです

が、ユネスコの無形文化遺産登録に向けて検討

すべきものとされ、これから全国的にそして世

界的に注目されることとなります。海外旅行者

を含めた新庄市を訪れるたくさんの方々に満足

していただけるよう今までの課題を整理し、問

題を解決するためにも新庄まつり百年の大計３

期計画の早期実現に向け取り組む姿勢があるの

ではないでしょうか。今後、新庄まつり百年の

大計の基本施策をどのように実行しさまざまな

課題を解決していかれるのかお伺いいたします。 

  また、祭りの中心である若連の意見が反映さ

れにくい運営体制が現在行われております。そ

の早急な見直しが必要と考えられますが、どの

ように改善されていくのかお伺いいたします。

よろしく御答弁お願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 新庄まつりの将来についてという

ことで御質問をいただきました。全国的な人口

減少や国内市場の縮小により、外国人観光客の

誘致の必要性が高まってきておりまして、新庄

まつりにつきましてもユネスコ無形文化遺産の

登録が期待されており、登録されますと海外へ

の知名度も高くなることから、現在取り組んで

おります外国人誘客推進事業により国際旅行博

や商談会に参加し、外国人観光客や旅行エージ

ェントへの情報発信を強化するとともに、外国

人観光客に対するおもてなしや受け入れ体制の

整備を一層推進していかなければならないと考

えております。 

  また、運営体制につきましては、現在新庄ま

つり委員会が主催者として企画運営を行ってお

りますが、祭り関係団体の代表者のみで構成さ

れた組織であるため、祭り実践者である山車若

連や囃子若連などの意見や提案が反映されにく

いという体制となってきたと言われております。

このため、現行の運営体制を見直し、祭り関係

団体の実務担当者が主体的に企画運営事業を担

うことのできる新たな組織の確立と、新庄まつ

り百年の大計第３期計画に盛り込まれた各種施

策の進行管理を推進するため来年度に新庄まつ
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り実行委員会の設立に向け準備を進めていると

ころであります。 

  また、喫緊の課題といたしまして、関係団体

ともに運営体制の改編と運営方法の見直しを行

いながら、また市負担金の増額についても検討

しているところであります。 

  特には来年260周年という節目を迎えるとい

うことで、現在事務局レベル若連レベルの中で

どのようなお祭りを計画し260年祭をお祝いす

るか、また多くの人を迎え入れるか、特には月

火水という平日開催であるということも含め、

その辺について鋭意関係団体の皆さんと話し合

いを続け、来年の26年に向けて進めているとこ

ろであります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  ここで確認させていただきたいのですが、新

庄まつりは誰のための祭りなのかもう一度考え

る必要があると思いますけれども、新庄まつり、

誰のための祭りなのでしょうか。市長、よろし

くお願いします。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 新庄まつりはと承知の

とおり260年ほど前から飢饉に打ちひしがれた

農民、町民を奮い立たせるというところから来

ておりますので、新庄市民全体の祭りであると

考えております。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） わかりました。もう一

つ確認させていただきます。日本一の新庄まつ

りと言っていますが、何が日本一なんでしょう。

そこら辺をもう一度確認したいと思います。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 新庄まつりはやはり山

車のつくり手、囃子弾き手、神社等が一体とな

ってやっているということで、やはり市民全体

の祭りに参加するという意味からも祭りの豪華

さからも含めて日本一ということで考えている

ところでございます。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） 済みません、今の答弁

だといまいちわからないんですけれども、なぜ

私がこういう質問をしますかといいますと、市

民の皆さんが何が日本一かわかっていないので

はないでしょうか。これをもう１回確認してい

ただいて、何が日本一なのか、新庄まつりのど

こが日本一なのか、もう一度確認する必要があ

るんじゃないでしょうか。260周年を迎えてそ

この確認をもう一度させていただきます。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 先ほど申しましたよう

に、市民挙げて祭りをしているということでそ

の祭りの山車等の豪華さからあるいは熱気から

して日本一ではないかと考えています。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） わかりました。そうい

うことなんでしょうね。そこをもう１回確認さ

せていただきます。 

  市民全体でつくり上げる山車、それが新庄ま

つりだと思います。それを今度は未来に向けて

子供たちにもっと発信していかなければいけな

いでしょうし、その運営体制もしっかりしてい

かなければならない、そういうものだと思って

います。ですから、そういう確認をもう一度さ

せていただきました。 

  そこで一番最後のほうなんですけれども、運

営体制のことについてもう少し触れたいと思い

ますが、運営体制が悪いと思っているのは、今
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第３期ですよね。第１期、２期、この第３期と

いうのは百年の大計ができて取り組みはまだま

だ進んでいないんですよね。それで260周年を

迎えるということは非常に、逆に遅いんじゃな

いですか。来期じゃなくてもう今年度中にどん

どん進める必要があるんじゃないでしょうか。

そのおくれが結局30年たっても進まないことに

はならないんでしょうか。そこら辺の進め方も

もう少し強力にしてはいかがなものでしょうか。

よろしくお願いいたします。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 新庄まつりは、現在御

承知のとおり新庄まつり委員会が主催している

わけでございまして、この委員会はやはりこと

しの祭りをどう運営するかということにどうし

ても主眼が置かれがちでございまして、やはり

百年の大計の中の今までずっと言われておりま

す重要な問題といたしましては、祭りの開催日

を金土日にする、あるいは本祭りを夜型にする、

後継者をどうするといった問題が大きな問題が

あるわけですけれども、これらを何ていいます

か、ずっと下からの持ち上げで討論しながら積

み上げていくという体制が、今の組織ではちょ

っと欠けているのかなと考えているところでご

ざいます。 

  現在もまつり３団体の方々の意見を取り入れ

てはいるわけですけれども、御指摘のとおり事

務局長とか役員の方々が出ている事務局会議と

いうのがございまして、若い方々から広く意見

を求めるという組織にはなっていないという反

省はございます。そこで実行委員会の中で部会

等を設置しながら常時広い意見を求めるという

ことで実行委員会組織が必要だと考えておりま

して、まずは実行委員会を組織して広く意見を

交わすという体制をつくることが一番大事なの

ではないかと考えているところです。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） それまでもやっている

わけですよね。それで今まで20年もやっておい

てできないというのはなかなか進まないからで

しょうし、もしこれが祭り実行委員会になった

として組織をつくっただけでは一応市側として

つくりましたと言っているだけでは逃げるよう

な意味合いもあるんじゃないですか。今までや

っているのは実行委員会をつくったから正式に

できるんですかねということは、実行委員会を

つくっただけじゃなくて実際にやらなければい

けないんですよね。そこら辺をただつくっただ

けで、若者の意見を取り入れました、はい、そ

うですねといって本当に変わるんですか。実行

委員会をつくっただけで。そこら辺の取り組み

の強化をお願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 新庄まつりに対する思いは全て多

くの皆さんがお持ちになるわけです。基本的に

私も新庄まつりの名誉会長ということであるわ

けですけれども、基本的には新庄市から補助金

という形で出しております。それは外郭団体と

いうことになります。無責任な言い方をするわ

けでありませんが、そこにあります３団体、山

車、囃子、神輿渡御、その３団体の協議のもと

に進められるということが実情であります。さ

らには最近のお花もらいの子供たちの減少ある

いはスタッフの減少、それから職場の非常に休

みづらい環境ということでなかなか以前のよう

な形で進まないという認識を持っていらっしゃ

います、３団体とも。 

  その中でどういうふうに進めようかというこ

とで３団体の協議。市としても補助的に意見を

いただけないかという立場でございます。その

補助的な意見の中でこれまで皆さんから言われ

てきたような意見、なかなか通りづらい、３団

体の代表者だけで決められているのではないか



- 53 - 

ということに対応して、ことしの夏終わってす

ぐから実行委員会形式で事務局レベル、それぞ

れの若連の副代表あるいは副会長といった方々

と市の事務局、商工会議所の事務局、観光協議

会の事務局が入りまして意見を拾いながら来年

に向けてやっているということも御理解いただ

きたいと思います。 

  全然進まなかったということ、有識者会議の

中で御提案いただいておりますが、具体的に何

を変えなければならないかとなると一つ一つク

リアするのが大変多いということも御理解賜り

たいと思います。 

  ですから、あくまでも新庄市が主催する祭り

ではないということであります。新庄市として

はこのお祭りを活用し、そして何とか地域経済

の発展につなげたいという商工課の意図はござ

います。しかし、あくまでも主体的には祭りを

やる主体方が実施主体だということの距離感を

きちっと置いておかないと、全て新庄市が丸投

げということでないということも御理解賜りた

いと思います。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） わかりました。市長の

言っていることも当然だと思います。しかしな

がら、市がある程度引っ張ってあげないと今ま

でできなかったものが今までできないのですの

で、その橋渡し、連携をうまくとっていくのが

市の役目でもあると思いますので、そういうこ

とでいえば頑張っていただくとしか私どもは言

いませんし、していただかなければいけない、

新しい運営体制、そこに立つ実行委員会となれ

ば総会も開かれることだと思いますし、市民全

員の意見を総括して新庄まつりを260周年、ユ

ネスコ登録に向かった検討すべきものでしょう

けれども、なったとき、なってからでは遅いの

でそこら辺の検討をぜひよろしくお願いしたい

と思います。 

  次の質問に移らせていただきます。 

  デスティネーションキャンペーンとは、地元

自治体とＪＲ６社、観光業者や協賛会社などが

協力して集中宣伝と情報発信を行う日本最大の

観光誘致キャンペーンのことで、ことし６月14

日から９月13日の３カ月間行われました。 

  デスティネーションキャンペーンはあくまで

もきっかけづくりです。これを契機に新庄最上

が観光地としてステップアップし、持続的に行

うことができる鍵となります。旅行会社や自治

体など関係者がさまざまな話し合いを行い、観

光素材や新たなおもてなしの発掘やネットワー

クの構築などの仕掛けづくりを行って、デステ

ィネーションキャンペーンが終わってからがこ

このスタートではないでしょうか。 

  そこで、地元自治体新庄市としてさまざまな

集客事業や受け入れた事業を行ってきましたが、

どのように検証されたのかお伺いいたします。 

  また、その反省点を生かし、各課関係者と通

年の誘客に向けて地域資源を活用した先を見据

えた取り組みをどのように行っていくのかお伺

いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 議員おっしゃるとおり、６月14日

から９月13日まで３カ月間山形ＤＣが行われま

した。 

  本県では10年ぶり６回目の開催となった山形

デスティネーションキャンペーンでありますが、

新庄最上地域の観光資源や魅力的な食文化をア

ピールする絶好の機会と捉え、関係団体ととも

に実行委員会を組織しておもてなし事業を展開

した結果、ＤＣ期間中の観光客数は最上地域全

体で７％増、県全体では20％増となりました。

ＤＣオープニング、クロージングでの多くの市

民が参加したＪＲ新庄駅での出迎えや沿線での

歓迎、市制65周年記念元気まつり、新庄総合

100円商店街とのタイアップによるにぎわいの
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創出やＤＣ期間中における町なかでの観光客が

楽しくおいしく町歩きできる空間の構築や植栽、

歓迎フラッグ、さらにはバル街の催しなどさま

ざまなおもてなしの雰囲気をつくり出してきま

した。ＤＣと同時開催となりました最上観光博

でも、最上の地域の強みであるブナと巨木の最

上回廊をテーマに世界的な登山家田部井淳子さ

んを招いたトレッキングツアーを開催し、メデ

ィアへの情報発信に努めたところであります。 

  また、継続的な誘客体制を確立するため、最

上地域観光協議会に観光誘客プロデューサーを

新たに配置し、旅行商品の企画開発、売り込み

を行い、最上巨木巡礼や今しか見られない高速

道路の工事見学などの４本の旅行商品が具体的

に実施され成果を上げております。 

  今回のＤＣで築くことができた多くの市民の

方々、団体の皆様との連携、つながりを来年度

のポストＤＣにおいても拡大強化し、市全体で

交流人口の拡大に向け継続的な取り組みになる

よう努めております。さらに、来年迎える新庄

まつり260年とポストＤＣの誘客の相乗効果で

の誘客を図るべく祭りと雪のふるさと新庄のア

ピールポイントを明確に打ち出し、通年を通し

た魅力創出、情報発信に取り組むために工学院

大学へ市内の歴史、文化のストーリー性の構築

に向けた調査をお願いしているところでありま

す。 

  また、新庄最上地域においてもブナと巨木の

最上回廊のブランド化を図る上で玄関口となる

新庄市が大きな役割を担っており、管内町村と

も連携しながら持続可能な観光誘客の基盤づく

りに努めてまいりたいと考えております。以上

であります。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  検証の点で反省点が幾つかあったと思うんで

すけれども、その反省点をお聞かせ、よろしく

お願いします。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 新庄最上地域の成果の

検討というか検証につきましては、最上観光協

議会を初めとする関係団体で先ごろ成果の検証

会の会議を持ったところでございます。 

  かなりの観光客の方々がおいでになったとい

うことで、例えば新庄駅の方々からはデスティ

ネーションキャンペーン実施期間中に30万人の

乗降客を見込んだそうですが、42万人の方々が

訪れたということで、大変計画以上といいます

か、思った以上の成果を出しているといったと

ころの報告などもございました。 

  ただ、一部とれいゆなどで新庄に来ましても、

新庄駅でおりましても大きな観光をするところ

がないので、そのまま帰ってしまったという意

見も聞かれましたし、宿泊客につきましては地

域ごとのばらつきがあって新庄最上地域では必

ずしも宿泊客がふえたという、思ったよりふえ

たということは認識していなかったという意見

もあったところでございます。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） わかりました。また、

新庄市内では地域資源の活用ということでの検

証はどのようになされたのかよろしくお願いし

ます。 

  また、将来を見据えた意見の交換というんで

すか、行政と民間の方が異業種を超えた取り組

みがなされたのかどうか、その２点お聞きいた

します。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 検証ですけれども、先

ほど申しました最上地域の観光協議会を主体と

してやったわけですけれども、やはり先ほど申

しましたＪＲの方の意見、最上物産協会の方々
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の意見を聞きますとやはりかなりのお客さんが

いらしたということのようですけれども、一応

県での検証方法としましては観光地の定点をピ

ックアップしましてそこの人数を検証している

わけです。うちのほうとしましても、毎月観光

地、例えば歴史センターとかそういったところ

を定点観測しておりますので、その辺の観光客

数から過去の昨年度と比べての人数で検証をし

ているところでございます。 

  異業種ということでございますけれども、観

光ボランティアガイドの方々とかあるいは観光

協議会の方々などと力を合わせながらおもてな

し事業、例えばここの方々と一緒になってお出

迎えあるいはお見送りといった手を振る事業と

かそういったことを期間中相当してまいりまし

たので、一定の成果があったものと考えており

ます。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） 今の課長の答弁ですと、

特に何もやっていないですよね。 

  デスティネーションキャンペーンも取り組ん

でおりますけれども、課長から資料をいただき

ましたけれども、オープニング、あとは終わる

ときくらいで特に何かやったかというのは今の

答弁では何もなかったような気はします、私か

ら見れば。 

  だとすれば、そこら辺の異業種のやっている、

どういう、新庄市自体で検証しなければわから

ないんじゃないですか。最上で検証するのは最

上でやっていただいて、新庄市でもう少しどう

いうふうにやりましたよ、その結果どうでした

よという検証がなされなければ次のステップに

行けないのではないでしょうか。 

  なぜならば、去年おととしと最上観光博もや

っていますよね。そのときも検証なさっている

はずなんですけれども、それは解消されていま

せんよね。それなのにまた来年ポストＤＣやっ

て同じことをやってまた同じ反省をするんです

か。これでは全然先に進まないですよね。地域

資源、確かに田部井さん来ました。来年また来

てもらえるんですか。そうじゃないですよね。

次に進まなければその地域資源は何になるんで

すか。そういうことをもっと考えなければ、地

域資源をもっと掘り起こさなければ新しいおも

てなしを見つけなければ先に進まないんじゃな

いですか。そこはどうなんですか。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 田部井さんを誘致して

のトレッキングツアーにつきましては、最上観

光協会でブナと巨木の最上回廊をキャッチフレ

ーズに頑張っているわけでございまして、自然

豊かな風景、巨木とか、そういったものを生か

して最上地域の観光に結びつけていこうという

ことで地域全体としては考えているわけでござ

います。 

  市としましては、やはりエコロジーガーデン

あるいはふるさと歴史センターあるいはことし

から就航しました本合海ルートの船下り、これ

らを組み合わせて観光をもう少しＰＲして取り

組んでいきたいと考えておりますし、先ほど市

長からありましたストーリー性の観点から工学

院大学等が調査を行っていることもありますの

で、それらを組み合わせて取り組んでいきたい

と思っております。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） 新庄市は旅行会社では

ございませんので、別にルートを組んでいただ

くと思うわけではありませんので、そこら辺を

勘違いしていただきたくはないんですけれども、

その仕組みを構築する、連携をとるのが市の役

割ですので、そこら辺をしっかりしていただき

たいと思います。ましてや、そういう情報を持

っているのは新庄市ではないでしょうか。その
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橋渡しをうまくしていただいてルートをつくっ

ていただく、そしてその新しいツアーなるもの

を全国各地にＰＲするのも行政の一つの役割で

すし、そこら辺をしっかり反省し、検証してい

かないと先に進めません。 

  また、今回も問題になりました２次交通の問

題もまだ解消し切れていませんし、そこら辺の

検証もしっかり、いつかはしますよねでなく、

先、もっと先を見つめて先手先手を打つのが行

政ではないでしょうか。問題が起きてからでは

遅いですし、さきの質問にも重なりますが、

260周年、ユネスコ来てからさあどうしましょ

う、こうしましょうでは遅いですから、そこら

辺をもう少し先を見つめていく必要があるんで

しょうけれども、そこら辺の答弁をよろしくお

願いします。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 行政の役割ということ

で御指摘がございましたけれども、先ほど申し

ました最上地域観光協議会の中でも、例えば新

庄市だけとか、最上町だけという市町村単位で

やっても効果が上がらないといいますか、それ

以上に、最上地域全体が一つの取り組みを一体

となってやらなければいけないという認識が非

常に強くなっておりますので、行政といたしま

してもそういった連携をとるように、一体的に

とれるように今後連携を強化していきたいと思

っております。 

  ツアーをつくるわけではないということでは

ありますけれども、観光プロデューサーの方を

配置しまして新しい視点からの最上地域のツア

ーも考えられております。これもやはり最上地

域全体としてのことを考えたツアーをいろいろ

考えておりますので、我々も一緒になって検討

していきたいと思います。 

  それから、２次交通の問題ですけれども、や

はりどこの地域でも２次交通の問題が非常に反

省点として出てきているようでございます。 

  今も新庄駅で例えば観光タクシー１時間半コ

ースとか２時間コースでのコースも設定してい

るわけですけれども、そういったタクシーある

いはレンタカー、観光協会では自転車、レンタ

サイクルなども整備しておりますが、確かに御

指摘のとおり２次交通の問題がありますので今

後検討していきたいと考えております。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） ぜひともよろしくお願

いいたします。 

  次の質問に移らせていただきます。 

  日本創成会議は、国立社会保障・人口問題研

究所が出した2040年の人口推計データをもとに

子供を産む中心世代の若年女性の人口を試算し、

全国の市町村の約半分の896市町村が消滅可能

性都市にあると発表しました。その消滅可能性

都市に新庄市も含まれており、若年女性が半減

した自治体は介護保険や医療保険などの社会保

障の維持が困難になり、雇用も確保しづらいと

いう大変な状況に陥ります。 

  消滅都市にならないよう、先を見据え対応し

なければなりません。人口減少に歯どめをかけ、

新庄市に子供を産んで育てていくために子育て

しやすい環境をしっかり充実させる必要があり

ます。現在、各自治体が子育て、子育て環境の

充実に独自のアイデアを出しさまざまな施策を

展開しております。これからは子育て推進課だ

けでなく各課が行っている子育て施策を連携し、

市全体で子育てしやすい環境整備をすることが

定住促進につながる大きな柱となるのではない

でしょうか。 

  そこで、市として今後どのようにさまざまな

子育て施策を連携していくのか。また、子供を

育てる環境整備の充実をハード面やソフト面を

含めどのように取り組んでいかれるのかお伺い

いたします。 
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  新庄市子ども・子育て新事業計画施策に関す

るニーズ調査の結果報告を見ても、まだまだ知

られていない方がいらっしゃいます。まず、知

らなければこのファミリーサポートセンターな

ど知らなければ利用することもできません。こ

れからは子育て支援事業をもっとたくさんの方

に知っていただく必要があり、利用していただ

くことで少しでも育児や子育ての不安の解消に

役立てていきたいと思っております。 

  そのためにも子育て支援センターやファミリ

ーサポートセンターを知っていただくための工

夫をどのように行っていかれるのか。そしてど

のように充実を図りたくさんの方に利用してい

ただくために、保育所や幼稚園、認可外保育所

各ＮＰＯ団体との連携を構築していかれるので

しょうか。また、フェイスブックやラインなど

ＳＮＳを活用し、時代に合った情報交換ツール

の利用なども考えられますが、今後どのように

取り組んでいかれるのか、お伺いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 確かに、日本創成会議の中で896

の自治体が消滅する可能性があると報告されて、

全国的な市町村においては非常に急激な高まり、

意識の強化が図られております。それを受けて

国としましてもひと・まち・しごと創生会議、

法律を成立させてまで地域の支援をしなければ

ならないと動きがなってきた。一つの危機感が

次なる時代の行動になるのかなと思っています。 

  本市の子育て支援施策につきましては、新庄

市次世代育成支援対策行動計画に基づいて取り

組んでおりますが、この計画は平成26年度まで

の期間となっております。そのため、平成27年

度以降は後期計画の成果を引き継ぐとともにさ

らに充実させるべく、新庄市子ども・子育て支

援事業計画を策定中でありますが、来年４月か

ら開始予定であります子ども・子育て支援新制

度の効果的な運用を図るとともにこの新しい計

画に基づいて本市の子育て支援策の充実を目指

してまいります。 

  子ども・子育て支援新制度は従来の子育て支

援施策がその制度、財源が縦割りだったことに

よるさまざまな弊害を排除し、横断的かつ総合

的な事業展開を図ることを目的として整備され

たもので、その内容といたしましては、教育・

保育施設に入所している子供の保護者に対して

の教育、保育費用の給付事業と自宅で保育を行

っている保護者など全ての子育て世帯に対する

支援のための地域支援事業の大きく２つの事業

に区分されております。 

  中でも地域支援事業につきましては、健康課

が担当している妊婦健康診査や乳児家庭全戸訪

問事業、いわゆるこんにちは赤ちゃん事業、子

育て推進課において実施している地域子育て支

援拠点事業、子育て支援センター事業や放課後

児童クラブ事業など既に本市で取り組みを行っ

ている事業も含まれており、妊娠出産時から子

供の成長過程に合わせた各種事業、各担当が連

携強化しながら現在も実施しているところであ

りますが、子ども・子育て支援新制度が整備さ

れた趣旨を踏まえて今後の担当課間の連携をさ

らに推し進めながら地域支援事業の積極的展開

を図るとともに、特定不妊治療費助成事業や子

育て支援医療費助成事業、第３子以降児童の保

育料免除事業、子育て世代の定住促進住宅の家

賃軽減事業、わらすこ広場運営管理事業、特別

支援児童に係る養護業務員の配置など、本市の

独自事業も継続し、各子育て支援策が有機的に

結ぶことによって魅力ある定住促進強化策とし

て一つの大きな柱となるよう今後の展開を図っ

てまいります。 

  しかしながら、この子ども・子育て支援新制

度を実施するための財源として予定されていた

消費税の税率改正が今回見送られたため、必要

となる財源については今後国の動向を注視して

まいります。 
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  また、子育て支援センター事業とファミリー

サポートセンター事業も地域支援事業の一事業

として法定化されておりますので、今後は現在

の子育て世代の方が数多く利用していると思わ

れるソーシャルネットワーキングサービス、い

わゆるＳＮＳを活用するなどして、事業の内容

や利用拡大に向けた周知をより一層図り、さら

にはコミュニケーションツールとしてのＳＮＳ

の特性を利用して子育てサークルなどの関係団

体同士の関係強化が図られるよう検討してまい

りたいと思っています。以上、答弁とさせてい

ただきます。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） わかりました。なかな

か私もきょう持ってきましたけれども、ニーズ

調査ですけれども、余り見たくない内容がたく

さん書いてありまして、非常に目をそむけたく

なるような調査結果でした。 

  質問にもあるように、ファミリーサポートセ

ンターは非常に使い勝手がいいんですけれども、

知られていないですよね。知られていなければ

使う方もいないのも当然であります。でも、知

らないのもそのまま放っておくわけにもいかな

いですし、周知をもう少ししていただいて使い

やすいようにしていただく施策、施策といいま

すか、ことを考えなければいけないんでしょう

けれども、そこら辺はどのように考えています

でしょうか。よろしくお願いします。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

小嶋冨弥議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 ファミ

リーサポートセンターの利用の拡充と拡大とい

うことであるかと思います。いわゆるファミリ

ーサポートセンター、今現在ＮＰＯでやってい

ただいているわけなんですけれども、新庄市の

ホームページの活用ですとか市報、そういった

ものを活用してこれからも周知を図っていくつ

もりではおるんですが、さらに今年度から最上

地域みんなで子育て応援団という任意の団体で

すけれども、これが活動し始めております。 

  これは郡内の全市町村、子育て支援センター、

あとは子育てに関するＮＰＯ法人ですとか子育

て支援の事業所、こういった方々が会員となっ

ております。この子育て応援団でホームページ

を開設しておりまして、そちらに妊娠から出産

子育て、いろいろなページをつくっていただい

ておりまして、そこに各市町村のリンクを張ら

せていただいているという格好で運用しており

ます。そういったものも一つの効果があるのか

なと考えてございます。 

  また、先ほど市長の答弁にもございましたが、

来年度から子育て支援施策として子育て支援セ

ンターが中心となるかと考えておりますけれど

も、そちらでフェイスブックもしくはラインア

ットですとか、そういったコミュニケーション

ツール、そういったものを利用した格好で即時

性を持たせた情報発信をしていきたいと考えて

おります。市のホームページですとなかなかか

た苦しくて見づらいということもございますの

で、そういった今の若いお母さん方が利用しや

すい、そういったツールも来年度からになりま

すがやっていこうと考えております。 

  また、広がりという面でありますけれども、

広域連携という形で例えばファミリーサポート

センター、各企業にあります子育て支援センタ

ー、そういったものをもちろん新庄市優先では

ございますけれども、ほかの郡内の方々からも

利用できるようなやり方、取り組みをやってい

ければと考えております。以上です。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） 前向きな答弁ありがと

うございます。やっていければなでなくてやっ
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ていかなければならないと思いますのでそこら

辺はしっかりと取り組んでいただいて、それが

いずれは新庄の定住促進につながるものと思い

ます。ぜひとも若い方々は今はＳＮＳを使って

いますので、使い勝手がよい、ホームページを

見なくてもスマホで見られるような形が定期健

診なりいろいろなものに使えますので、そうい

うことを新庄市が発信していければ新庄市って

住みやすいんだなということになっていきます

ので、ぜひともそのところの取り組み強化をよ

ろしくお願いいたします。 

  また、私が今その前段なんですけれども、各

課がいろいろな子育て施策を出してはおります。

かといってなかなか横の連携がまだ行っていな

い。横が行っていないからこそ新庄市がぽつん

となってしまう。それが定住促進にはつながっ

ていかないのかなと思っています。だとするな

らば、施策をつくる前の段階で話し合っていけ

ば新庄市が子育てしやすいなら、このように雪

が降っても新庄市に住みたいという施策が自然

にできるんじゃないでしょうか。そこら辺は総

合的にどう考えていますか。政策課長、何か御

意見ありますか。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 定住ということが出てお

りましたが、私たちが23年度から始めておりま

すまちづくり総合計画、その将来像を実現する

ための大きな２つのテーマということが暮らし

と定住ということでございます。23年度から始

まっておりますので、あわせてそこからその命

題を解消すべく始めておりますが、特に25年度、

26年度総合的に多くの分野で子育てにかかわる

部門を進めてきてございます。進め方の横の連

携につきましても、その進め方について創成会

議というお話がありましたが、そのような影響

もありまして、今までやってきた部分について

補完するところはないか、補強するところはな

いんだろうかということで全庁的に体制を整え

て考えて案を出してもらって、それをこれまで

行政評価という中でさまざまな事業間の調整を

施せる中でそのプロジェクトチームの出てきた

定住策について議論を重ねて、連携といえばそ

のような形で業務課の中で整合性をとりながら

逐次優先度を考えてこれを予算化して進めてき

ておると。 

  その第１番手が９月補正で子育て支援家庭の

医療費という分の拡充ということになっており

まして、今後ともそのような形で段階的に先を

見ながら進めてまいると。連携としては組織化

ではないんですけれども、基本的に持っている

というところでございます。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） わかりました。ぜひと

も新庄市が子育てしやすい環境であることを願

って一般質問を終わります。ありがとうござい

ました。（拍手） 

小嶋冨弥議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後２時２３分 休憩 

     午後２時３３分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

小関 淳議員の質問 

 

 

小嶋冨弥議長 次に、小関 淳君。 

   （１１番小関 淳議員登壇）（拍手） 

１１番（小関 淳議員） それでは、早速質問を

始めたいと思います。 

  御存じのように、当市の人口は減少を続け、

既に３万8,000人を切り、もう３万7,000人台に
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なっています。前回の一般質問でも言いました

ようにこの人口減少は全国的な現象ではあるも

のの、その速度を加速させるかそうでないかは

それぞれの自治体のさまざまな施策の充実度が

かかわっていると考えます。 

  転出を抑制し転入を促進するためには、この

まちに住みたいという明確な理由となるような

住み続けるための環境づくりが不可欠です。そ

れは、都市整備や環境美化などというストレー

トな施策の充実も含みますが、それよりも住民

が安心し、快適に暮らし続けることのできる多

面的な施策の充実が何より重要だと、そういう

意味もあります。 

  市は、そばまつりや味覚まつりなどのイベン

ト事業に職員の大切なエネルギーを向けていま

す。また、台湾から観光客を呼び込もうという

インバウンド事業にも力を入れています。さら

に、テニスコートの増設事業なども進行してい

ます。私には、市がこれらの事業を優先的に進

めなければいけない重要なものとして取り組ん

でいるように見えます。 

  しかし、何よりも重要なことは混沌とした世

界の中の日本、その地方都市である新庄市の未

来を見据えた子育て支援や雇用・起業支援、福

祉や教育、農業商工業など、ここで暮らし続け

ていくための基礎となる施策を一層充実させる

ことではないのでしょうか。そこに、頭脳集団

である市職員のエネルギーを、それを核として

都市部の感覚を持ったクリエイティブな人材や

柔軟な発想力を持つ民間力を結集し、それらの

英知を我がまちの生き残り施策に生かすべきで

はないのでしょうか。 

  政府は、抜本的な地方創生を掲げ、疲弊した

地方に予算を向けようとはしているものの、

1,000兆円を超える国の借金を考えれば行財政

縮小時代の流れは変わるはずはありません。こ

れからは、より事業の選択と集中が求められ、

事業によっては廃止という決断をしなければ、

このまちの将来はどうなるかは容易に想像がつ

きます。 

  そのようなことを踏まえ、これから３つの質

問をしていきたいと思います。 

  まず、地域おこし協力隊の役割についての質

問です。全国の多くの自治体では2009年から総

務省が進める都市部からの人材に地方に住んで

もらい、その地域にあるさまざまな課題の解決

の糸口として地域を活性化していこうという地

域おこし協力隊事業が進められています。 

  総務省のデータによりますと、全国に散らば

る地域おこし協力隊員の数は25年度までで約

1,000名、採用している市町村の数は314団体と

なっています。 

  しかし、地域おこし協力隊の中には、採用さ

れた自治体からの明確な事業内容、つまりミッ

ションを伝えられていないケースも多くあり、

具体的にどう行動すれば自分の使命が果たされ

るのかわからず苦慮しているという声もあるよ

うです。 

  そこで、新庄市の地域おこし協力隊事業につ

いての確認をします。隊員には具体的にどのよ

うな成果を期待しているのでしょうか。また、

最長３年間の任期終了後についてはどのように

考えているのか。そして、今後隊員を増員する

予定はあるのかを聞かせてください。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小関市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  地域おこし協力隊とは説明のとおり当市住民

が人口減少や高齢化などの振興著しい地方にお

いて農林漁業の応援などの地域協力活動に従事

してもらい、その定住、定着を図りながら地域

活性化に資することを目的とした制度でありま

す。 

  本市における地域おこし協力隊については、
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他の導入事例を参考にしながら本市全体の農業

を初めとする産業の活性化や地域づくりの推進

課をより図っていくため、今年度から都市対田

舎交流促進事業と６次産業化推進事業という２

つの事業について導入しました。 

  都市田舎交流事業促進事業は７月に、６次産

業化推進事業では10月にそれぞれ協力隊員を委

嘱し活動を行っているところであります。 

  この地域おこし協力隊の活動については報酬

等は200万円まで、活動費も200万円まで特別交

付税の交付対象となるので、その枠内で実施す

ることを基本にしております。財源の裏づけの

ある活動期間は最長３年間としており、地域へ

の地域おこし協力隊制度内容の周知を図りなが

ら、主として本市の地域資源の発掘などを行い、

これまでの都市での経験を生かしつつ資源を活

用したさまざまな地域づくり活動に取り組み、

活性化の推進を目指しております。 

  改めて、この制度は都市から協力隊を導入す

ることによって隊員のみならず周囲の関係者に

新たな視点を提供することで変化が生まれるこ

とを期待しているほか、都市田舎交流事業にお

いては本市の自然環境や農業などを生かした都

市地域の住民との交流を、６次産業化推進事業

においては、既存の農業関連事業に加えて新た

な地域資源の活用により産業創出のきっかけに

なることを期待しております。 

  また、異なる２つの事業にそれぞれ隊員を配

置しておりますが、隊員同士が協力連携しそれ

ぞれの事業で相乗効果を得ることも期待してお

ります。 

  現在委嘱しております隊員については委嘱後

間もないので、現段階ではまだ定住、定着に向

けた具体的な取り組みを実施していないため、

今後は本人の意向を尊重しながら将来の定住、

定着に向けて連携や支援を検討してまいります。 

  今後は現在進めている２事業における活動の

所期の成果を目指してまいりますが、新年度に

おいてはこれら事業中心に拡大を図りさらなる

地域活性化のための事業展開を考えております。

また、産業以外の分野においてもＵターン等の

支援において定住促進につながる地域おこし協

力隊の活用ができるか現在考えているところで

あります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） 大体私が聞きたいとこ

ろは答えていただきましたが、私のイメージで

すと地域協力隊というのは集落というか地区と

いうか、集落に入って地域住民とコミュニケー

ションを図りながら地域課題を住民とともに解

決していくという、要するにそのサポートマン

みたいなイメージがあるんですけれども、今後

そういうところに配置をする、要請があればで

しょうけれども、そういう予定があるのか。そ

して、今現在そういう要請などはあるのでしょ

うか。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 地域、町内からそのよう

な要請という部分は今のところ大きな声として

は聞き及んでおりません。制度自体の周知もま

だまだというところで、まだ言ってみれば未熟

な部分ということです。今、議員が言われた地

域の中で専門で地域に根差して活躍する地域お

こし協力隊と似たような制度で集落支援制度と

いうものもあります。そのような形で特化して

いるものはそちらでということで、私どもの地

域おこし協力隊はそのようなものも含めてお互

いに地域のためにあるいはその本人のためにと

いうことになっている制度ですので、逆に柔軟

性のある制度であると。したがって、今後そち

らの検証なども加えながら定住促進ということ

のための一助として続けてまいりたいと思いま

す。 
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１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） そうですね。まだ、初

期の段階だということですね。ぜひ地域の地区

の要望があればそういうその前に、要望するだ

けの告知というかＰＲをしないことにはわから

ない制度かもしれないので、その辺もよろしく

お願いします。 

  今、市長から６次産業の分野と都市交流のと

ころに１名ずつ配置しているということだった

んですけれども、私のイメージでは町内で臨時

で働いている非正規職員の方とどこが違うのか

と、これは地域おこし協力隊なんだと、どこが

違うんでしょうか。ちょっと答えてください。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 先ほど市長から申し上げ

ましたとおり、協力隊員は都市部で生活してき

たその価値観でもって新たな息吹を、それもこ

ちらで求めているということでありますので、

そのような刺激あるいはノウハウ、感性といっ

たものを提供していただきながら、こちらもそ

れをきちっと受けることのできる対応が必要だ

ということになります。 

  したがいまして、今までやってきたあるいは

やっている事業に対して充当していくような、

補完するような役割ではなくて対等の立場でつ

くり上げていくということですから、その方々

の姿勢あるいは考え方、これも尊重しながら協

議した上で進めていくという形の中で御理解し

ていただければと思います。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） さすがでございます。 

  私がそうお願いしたいなと思っているところ

を先に言っていただいたようなところです。ぜ

ひ、地域おこし協力隊員の可能性というか、認

識していらっしゃるようなので、ぜひ可能性を

信じて一生懸命育てながらお互い影響され合い

ながらいい地域にしていただくようお願いしま

す。 

  そして、例えば都市交流、地域おこし協力隊

員が都市に出かけたい、どこそこのイベントに

出かけたいという経費等はどういうところから

出るんですか。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 旅費手当、それらの分に

つきましては今都市田舎交流とありましたけれ

ども、６次産業化推進についても同様に執行で

きるような予算化をしております。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） その辺も十分に相談に

乗りながらやっていただきたいと思います。 

  地域おこし協力隊のいろいろな雑誌とか本な

どを見てみますと、なかなか採用された側とそ

の本人とうまくいっていないような地域も多く

見られます。何のために採用されたのかよく明

確でないという地域おこし協力隊の意見もあっ

て、新庄市の場合はそういう悩みとか地域おこ

し協力隊の悩みとか、そういうものを聞けるよ

うなシステムとか、そういうものはあるんです

か。要するに、悩みですね、ありますか。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 今、２事業の中で進めて

おりますので、その担当課の中において一つは

密着しながら寄り添いながらという部分はあろ

うかと思います。もう一つは、お二人おります

ので２人がセットしてあるいは同じ地域ですか

ら最上地域の中であるいは県内の中で交流がで

きるようにというところを図る、これをできる

だけ機会を多くしたいなということを思ってい

ます。 

  悩みというか、そういうところで課題として
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認識しておりますので解決を図ると思っていま

す。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） いろいろ悩みも出てく

ると思いますので、ぜひ悩み相談に乗ってあげ

てください。庁内の方だけでなくて外にもそう

いう悩みを相談できる方がいればもっといいか

と思いますので、ぜひそのように思います。 

  いずれにしても可能性は非常に高いと感じま

すので、ぜひ進めて今後とも進めていただけれ

ばと思います。 

  次の質問に移らせていただきます。 

  職員研修についてでございます。冒頭に申し

上げましたとおり、これから予想されるさまざ

まな艱難を打破していくためには、その頭脳集

団である市職員の資質の向上を地域課題に敢然

と立ち向かう勇気が何より重要になってきます。 

  現在、市役所には今年度を含め66名の新しい

職員が加わっています。その数字は正職員290

名の中の実に約22％を占めています。彼らは各

課に配属され、市民福祉のために懸命に業務を

こなしています。しかし、先輩職員の日々職務

を遂行しながら、先輩職員が日々職務を遂行し

ながらのＯＪＴには相当の時間と努力が費やさ

れていると考えます。 

  民間企業では短時間で新入社員を即戦力とす

るために企業独自のさまざまな研修を実践し、

効果を上げているようです。ただし、職務をき

ちんとこなすだけの社員は要らないという企業

も多くあり、クリエイティブでさまざまな課題

に柔軟にかつ的確に対応できる社員を求めてい

るという流れもあるようです。 

  そこで、市では勇気があり魅力ある職員養成

のために現在どのような特色ある研修を進めて

いるのでしょうか。また、今後どのような職員

が必要と考えているのでしょうか。そのために

今後どのような独自の研修を考えているかを聞

かせてください。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 次に、職員研修についての御質問

でありますので、お答えさせていただきたいと

思います。 

  ここ数年、総職員数が減少傾向にある一方、

新規採用職員が御指摘のとおりふえております。

新規採用者には即戦力としての働きが求められ

る現状にあります。そのため、職員研修の中で

も特に新規採用職員研修には力を入れていると

ころであります。 

  市にとって魅力ある職員とはどのような職員

か。私はまずこの新庄をよく知っている、知ろ

うとする努力する職員、市民が自信と誇りを持

てる新庄を市民とともにつくっていく職員、こ

のような職員を育てたいと考えております。 

  採用初年度におきましては、講話や意見交換

会など私と職員が直接話をする機会を数多く設

定し、職員としての自覚と意識の確立を図るこ

とにしております。さらに、新庄の魅力を知る

という観点から市内の文化財、史跡の視察研修

や、11月には新規研修として市内立地企業の視

察研修などを実施するなど本市ならではの研修

も取り入れて行っているところでございます。 

  今後、どのような職員が必要であるかという

御質問でありますが、人材育成基本方針に市民

とつなぐ、未来とつなぐ、成長につなぐという

職員増を掲げ、地域を支えるという強い自負さ

らに新たな行政課題などへの柔軟かつ積極的に

対応する意欲と能力を有する職員が必要である

と考えており、研修の拡充に努めているところ

であります。 

  なお、職員自身も自己啓発などたゆまぬ努力

が必要なことは言うまでもありません。 

  また次に、どのような独自の研修を考えてい

るかという質問でありますが、職員の自主研修、

研究活動への助成、若手職員グループ｢Let's｣



- 64 - 

の取り組みなどを今後も継続し、職員の自己啓

発意欲の向上を図っていきたいと考えておりま

す。 

  このような研修は地域にある資源の発掘、そ

れらを活用した情報発信のあり方など職員の能

力向上に一役買っているものと考えており、ま

た新たな行政課題などへの対応に向け電通への

派遣職員、派遣研修や技師職員の専門研修機関

への派遣なども継続して行っていく考えであり

ます。可能な限り多種多様な研修機会を設け、

職員の自己啓発意欲を高め、ひいてはその力を

結集し、職員一丸となり定住促進策など重要課

題に立ち向かってまいりたいと考えられており

ます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） 予算も研修費もふえて

いるので、非常に前向きなんだろうなという感

じはいたします。 

  正規職員の話だと思います。非正規の方も

200名近くいらっしゃいますよね。非正規の方

の研修はどういうふうになさっていますか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

小嶋冨弥議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 非正規職員、御指摘のとおり、

年間で約200名ほどいます。その中で臨時雇用

職員につきましては、雇用期間が限られた職員

ですので、そういった研修を特に設けているわ

けではございません。また、もう一方の嘱託職

員につきましては個別の専門的な機関、仕事が

資格試験でございますとかその資格に基づいて

仕事をするようなところ、それについてはその

機関研修がございますでしょうから、そういっ

たところでやっておられるというところで、い

ずれにいたしましても御質問にございます市職

員全般の研修というよりはこのたび一般職職員

の研修自体について、その核となる職員研修に

ついて今拡充を図っているところでございます

し、嘱託臨時職員の研修についてはまた機会を

改めて検討させていただきたいと思います。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） 接遇、マナーというの

は非正規の臨時の職員の皆さんも理解している

と思います。その教育もなさっているわけです

よね。ぜひ充実させていただきたいと思います。 

  正規職員が290名で非正規職員が200名もいる

という職場なわけでございます。いろんなこと

が私は心配されますので、精神面もあわせて研

修をしていただければと思います。 

  政策法務関係の研修というのは、事務職全員

がそういう研修を受けているわけですか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

小嶋冨弥議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 政策法務の研修につきまして

は、御承知のとおりかなり専門的な研修になっ

てくる面がございます。山形市にある県市町村

職員研修所、そういったところの定員枠もそれ

ほど多くあるわけではございません。そういっ

たこともございまして、定期的に年に数名ずつ

研修所に派遣研修はしてございますが、全職員

に対して政策法務の研修を受けさせるというこ

とよりも、その専門的な研修所に送りまして研

修を受けさせているということでございます。

よろしくお願いします。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） 異動もありますので、

本当にいろんなお仕事をしなくちゃいけないこ

とはわかっていますが、ベースとして政策法務

の勉強などもしておいたほうがもしかするとス

ムーズになるのではないかと思うんですけれど

も、ぜひお願いいたします。 

  あとは、若い職員、前に話をしたかどうかあ

れですけれども、人前で話をしているときに若
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い職員の話を聞いた市民が私に電話をくれたん

ですけれども、俺たち勝ち組だよねということ

を口走ってしまったと、それで公務員という立

場に採用されたので、勝ち組だよねという職員

もいるということで、市民から電話をもらった

んですけれども、そういう精神面ですよね。な

ぜこの職についていて、どういう仕事が君たち

の仕事なのかということをしっかり教えていな

い可能性もないですか。そういうことを口走る

こと自体、私は疑問を感じるわけですよね。研

修というか、それについてちょっと。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

小嶋冨弥議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 若手職員の研修のあり方につ

いてでございますが、もちろん議員御指摘のよ

うにまずは公務員としての自覚、これは公僕で

あるということをまず自覚するべきことは最初

に教えるカリキュラムの一つであります。 

  新規採用職員については春と秋にそれぞれ研

修を行ってございますが、その際についても研

修のたびに申し上げますのは公務員としてのあ

り方、考え方、そういったことを中心に講義等

組ませていただいています。また、その新庄市

の職員として基本的に新庄を知っておくべきだ

ということから、先ほど申し上げましたとおり

新庄の史跡を視察したり市内の有名企業を視察

したりという研修を行いながらやっておるとこ

ろでございまして、その辺十分今後も気をつけ

て研修に励んでまいりたいと思っております。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） ぜひ、市民の公僕とし

て一生懸命働ける職員を育てていただきたいと

思います。 

  残り時間も少ないので、次に入ります。 

  定住促進策の充実についての質問でございま

す。前の佐藤議員も一生懸命エネルギッシュに

質問していましたが、私もおとなしく質問させ

ていただきたいと思います。 

  このことについても少し冒頭で触れましたが、

新庄市の人口は10月末現在３万7,768人で間も

なく第４次総合計画の基本指標にある平成32年

で人口３万7,000人という数字に迫ろうかとい

う勢いで減少が加速しています。雑誌で見たん

ですけれども、都道府県議会議長会の会長の言

葉というか、最初の挨拶の言葉の中に人口減少

でなくて人口急減という言葉を用いて人口減少

が急速に減っているんだということ、急速に進

んでいるんだということを強調して挨拶をして

いるわけでございます。 

  全国のそういう地方自治体では、人口減少抑

制対策を総合計画の大きな柱としてさまざまな

施策や事業を専門部署を設けるなどしながら積

極的に実践しているところも少なくありません。 

  このように定住促進に積極的な自治体とそう

でない自治体には人口減少の加速度に大きな差

が出始めているという事実もあります。 

  この状況を市ではどう認識しどのように人口

抑制を充実させようとしているのか確認させて

ください。 

  まず、現在どのような体制で取り組んでいる

のでしょうか。また、具体的に現在どのような

事業を進めながら定住促進を図ろうとしている

のでしょうか。さらに、既に本腰を入れている

他の自治体とどう差別化を図り、今後どのよう

な体制を組んで定住促進を進めていこうとして

いるのかを聞かせてください。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 それでは、定住促進対策について

御質問がありましたので、答弁させていただき

ます。 

  定住対策につきましては、雇用、医療、福祉、

教育、住環境整備など総合的に実施していく必

要があり、市民の生活に困っているところをど

のように解決していくかを優先に考えこれまで
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市政運営を行ってまいりました。それを実現す

るために市民の皆さんとの協働により作成した

のがまちづくり総合計画であります。 

  市の将来像である自然と共生、暮らしに活力、

心豊かに笑顔輝くまち新庄の実現のため、限ら

れた資源の中で選択と集中により事業を実施し

てまいりました。また、総合政策の立案調整の

ための総合政策課、子育て支援のための子育て

推進課の設置や各課各室の再編などによる組織

の見直しを図り、総合計画を推進するための体

制づくりを行ってきたところであります。 

  推進する事業といたしましては、まちづくり

総合計画で掲げた３つの重点プロジェクトに基

づく取り組みとなります。雇用交流の面では、

雇用促進奨励金などによる企業用地対策での雇

用機会の創出、新庄まつりを初めとした各種イ

ベントなどによる交流人口の拡大に取り組んで

まいりました。安全安心では、老後の暮らしの

安全安心につながる雪対策や健康づくりに力を

入れております。子育て、人づくりにおいては、

放課後児童クラブの整備や第３子以降の児童保

育料免除などにより子供を産み育てやすい環境

を整備するとともに、地域リーダー講座などに

より地域づくりの人材育成にも努めております。 

  人口減少への対応については、新庄市だけで

なく全国的に共通の課題であります。今年５月

に民間研究機関であります日本創成会議が発表

した将来の推計人口試算では全国約半数の自治

体が消滅の可能性があり、その中にも新庄市も

入っている、改めて定住対策についても考えさ

せられるものがありました。 

  このような動きもあり、庁内におきましても

定住促進策強化プロジェクトといたしましてこ

れまで進めてきた定住対策に加え、強化拡充で

きることがないか各課積極的に検討を行ってお

ります。その第１弾として９月補正において子

育て支援医療対象者の拡充を行い、子育て支援

の充実を図ったところです。 

  さらに、平成27年度予算におきましても新規

拡充策を盛り込んでいきたいと考えております。 

  また、他の自治体との差別化をどのように図

っていくかにありますが、まずは人口が増加し

ている自治体、あるいは出生率が高くなってい

る自治体と新庄市の違いがどこにあるのかを検

証、その上で新庄市が独自にできることは何か

を考えなければいけません。ただ、単なる人口

の奪い合いになるようなことは避けるべきと考

えております。そのような意味では出生率の向

上や転出の抑制を優先にした継続して行える効

果性の高い施策の展開が必要と考えております。 

  さらには、近隣の町村との連携も重要となっ

てきております。このまま人口減少が続けば単

独の自治体で行政機能の維持は困難になってく

ることが、定住自立圏構想による広域連携によ

る新庄最上地域一体となって地域の課題解決、

定住促進に向かおうと話を進めております。 

  新庄最上地域の将来を見据えて他に負けない

圏域づくりに向け、中心的役割を果たしていき

たいとの思いもあります。 

  人口減少対策に向けた国の動きでは、まち・

ひと・しごと創生法が成立し、人口の現状と今

後取り組むべき将来の方向性を示した長期ビジ

ョン、５年間で国が取り組む対策や目標を定め

た総合戦略を策定することとなっております。 

  地方自治体においても、地方版の総合戦略の

策定が努力義務として定められており、新庄市

におきましてもこれにおくれることなく総合戦

略を取りまとめ行動に移していきたいと考えて

おります。 

  また、まちづくり総合計画におきましては平

成28年度から後期５カ年となることから、総合

戦略とまちづくり総合計画がリンクする形で目

標指標や重点施策などの見直しを図り、それを

実行するための組織のあり方、プロジェクトチ

ームの設置などについてあわせて検討してまい

りたいと考えております。 
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  以上、答弁とさせていただきます。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） プロジェクトチームを

組んで定住促進の対策を立てているということ

ですね。広域、各町村と連携していくというこ

ともいいと思います。 

  長野県にこの間定住促進のことで視察に行っ

たんですけれども、移住者を非常に求めている

というか、ＰＲして呼び込んでいるんですね。

これから、そういう移住者を、新しい住む方を

呼び込もうという方向性はお持ちですか。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 国でこれから詳しく出そ

うとしている総合戦略、長期ビジョンの中にも

東京一極集中是正というものがあります。やは

り若い世代がいなければあすの進展というもの

は築くことができませんので、その一つとして

移住策は大きい価値がある政策なんだろうと。 

  そのために、定住促進の強化の数カ月間の流

れの中でも出てきておりますが、一つには空き

家の利活用の部分を早目に仕上げてアピールす

るとかあるいは婚活の推進方についてもう少し

実績を上げるすべを探っていくとか。もう一つ

は定住自立圏構想の中の８市町村の枠組みの中

で移住というものを掲げてワーキンググループ

として活動している面もありますので、同じ新

庄最上地域の中で移住というものを共有して前

に進もうと、どんな策ができるのかという検討

も始めたところでございます。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） 移住という移住者を呼

び込むという考えもなくはないと、そういうこ

とですね。積極的に、はい、わかりました。 

  そうですね。呼び込んだだけではしようがな

いので、やはりさまざまな施策の充実がもちろ

ん基本というかベースになると思いますので、

やはり私は専門部署、先ほども私の質問の中に

入っていたと思うんですが、専門部署を設ける

必要がもうそろそろあるんじゃないかなと思う

んですが、その辺に関してはどうですか。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 私たち新庄市は既にまち

づくり総合計画の開始とともに暮らしと定住の

安定向上のために策を練って予算化をして執行

している。それに平成25年度、26年度、特にそ

こを拍車をかけているということで認識してお

ります。 

  その中で、長くかかる地道な策、事業ではあ

りますので忘れているところ、漏れているとこ

ろ、補完すべきところはないのかという視点か

ら今年度もう一度見直しをかけた、これがプロ

ジェクトということで補充補完をしてまいろう

ということで新設するものもあるでしょうし、

あるいは拡充するものもあるかもしれません。

その１弾目が子育て世代への医療費拡充という

面でもありますので、そういう視点から見て今

後ともその辺の方向づけを強化してまいりたい

というのが基本姿勢であります。 

  専門部署を設けるというのは県内13市を見て

も１カ所ございますが、冠をつけている部署な

んですけれども、やはり機能的にまちづくり総

合計画をきちっと進行管理ができて、その中で、

先ほど議員、冒頭におっしゃいましたけれども、

事務事業のありようというものを統廃合あるい

は廃止あるいは改良という形でしっかりと見て

いけるような部署、それがまちづくり総合計画

を進めていく上での管理に当たっていくと思い

ますので、その機能を持った部署が一緒にこの

策を進めていかなければ機能しないだろうと思

います。 

  したがいまして、専門部署というものがある

とすれば今ここを進めている部署をもう一度強
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化するとかという形で進めてまいるのが適当な

んだろうと思います。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） 定住促進を進めるとい

うのは片手間ではできませんよね。あっちの仕

事もこっちの仕事もこうやってやる仕事ではな

いと思うので、ぜひそういう組織のことも考え

てやっていただければと思います。 

  視察に行ってきた担当者から聞いたんですけ

れども、長野県では県で、県が中心となって移

住交流を進めているんだそうです。目標が年間

1,000人だそうです、都市部から。県下77市町

村あるんですけれども、そのうち62の市町村、

残りの15市町村は余り積極的でなくて消極的な

感じで加わっていない。差が歴然としてきてい

るという話も伺いました。ぜひ本気でやってい

ただければと思います。 

  あと、佐久市、人口10万人ぐらいですよね。

県都、県庁のある長野市、人口30万人。そうい

う都市でももう定住促進に積極的に取り組んで

いるんですよね。人口が減るんだということで。

ぜひ、そのことも頭に置いていただいて何とか

専門部署を設けて本気でやっていただきたいな

と。今本気じゃないとは言いませんけれども、

ぜひお願いしたいと思います。 

  一言何か決意みたいなものを。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 決意は先ほど申し上げて

いると思いますが、もう既に本気モードに入っ

ているわけですので、職員一丸となることがも

っと必要かなと思います。 

  この間、職員の意識高揚のためにも総務課で

研修、自立圏に向けたということも含めた定住

促進に向けた人口減少問題のありようというも

のもやっております。総合力で、時間はかかる

んでしょうが進めてまいるものだと思います。

よろしくお願いします。 

１１番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

小嶋冨弥議長 小関 淳君。 

１１番（小関 淳議員） よろしくお願いします。 

  最後ですけれども、10月下旬、さっき視察に

行った長野県の話なんですけれども、定住促進

を中心に２市１町の視察をしてまいりました。

どの自治体も県とタイアップして真剣にやって

います。その中で私は説明をしてくれたある職

員、ある自治体のある職員の言葉が本当に胸に

刺さったというか、それは「もう大変ですよ、

今は自治体間の戦国時代ですよ」とぼそっと言

ったその言葉が強く心に残っています。ぜひ、

新庄市でも本気でやっていただきたいと思いま

す。終わります。 

 

 

散      会 

 

 

小嶋冨弥議長 以上で本日の日程を終了しました

ので、散会といたします。 

  あす９日午前10時より本会議を開きますので、

御参集願います。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後３時２２分 散会 
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開      議 

 

 

小嶋冨弥議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は５名であります。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

 

 

石川正志議員の質問 

 

 

小嶋冨弥議長 それでは、最初に石川正志君。 

   （３番石川正志議員登壇）（拍手） 

３ 番（石川正志議員） おはようございます。

議場改修によりまして議席番号が２番若くなり

ましたということで、議席番号３番を拝命して

おります絆の会の石川正志でございます。よろ

しくお願いいたします。 

  平成26年産米、特に山形県の主力品種であり

ますはえぬきの大幅な価格の下落は、新庄市の

米生産農家にとって大きな影を落としておりま

す。10アール当たりの収支は、このままでいき

ますと赤字となる見方が強く、このままでいけ

ば農家の経営が成り立たなくなります。そのこ

とから、耕作放棄地の増加、さらに農村の崩壊

につながりかねません。したがって、主食用米

にかわる作物へ円滑に移行し、農家の収入を安

定させていくことが急務であると思われます。

このたびは、土地利用型農業の大豆と飼料用米

の栽培普及をどうしていくのかということを議

論したいというふうに思います。 

  大豆の生産に関しては、新庄、最上の気象的

ハンディキャップ、すなわち播種時期に圃場が

乾かない、あるいは収穫時期に晴天が持続しな

いなどの要因で、収量、品質とも不安定である

ことから、農家がこれまで栽培を敬遠してきた

傾向にあります。 

  最近、県の奨励品種として登録された「里の

ほほえみ」は、倒伏しにくく、また、さやが割

れにくいといった品質特性があり、新庄におい

ても200キロ以上の単収と高品質の大豆生産が

可能になったというふうに私は認識しておりま

す。 

  平成25年度の全農平均価格、これは品質でい

けば特定加工になりますが、をもとに単収240

キロを想定した場合、水田活用直接交付金と畑

作物直接交付金を合わせた収入は10万9,000円

となり、経費を控除して３万8,000円が農家の

内部留保できる金額となります。 

  大豆栽培に関しては、初期生育の確保と多収

を図る上で圃場の排水対策が重要であると考え

られます。土壌条件によって、暗渠施工など比

較的大がかりな排水対策事業が必要な圃場を除

き、農業者らが機械をリースして明渠施工や耕

盤破砕などを行った場合、面積当たり一定の条

件を設けながら市単独での支援はできないのか

お伺いいたします。 

  田畑輪換、これは一定の周期で田んぼと畑作

物を交互に作付する方法でありますが、うまく

組み合わせると農薬や化学肥料の使用を抑える

ことで、環境負荷を軽減し生産コストを削減で

きる効果が得られることから、これら申し上げ

ましたような簡易な土壌排水対策に対してどう

いったお考えがあるのかということを、前向き
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な答弁をお願い申し上げます。 

  また、大豆の高品質化を図る上で適期刈り取

りが必須条件であります。10月中旬以降、天候

が安定しない中、ソバの収穫と競合するため、

既存の刈り取り体制の効率化を初め、さらなる

刈り取り体制の強化が必要と考えます。あわせ

て、現行の乾燥調整を担っている施設では、今

後の生産量の増加に対応できないと考えられま

すが、市はどのように認識されているのかお伺

いいたします。 

  生産コスト削減の観点から、大豆やソバなど

は１ヘクタール以上の団地を形成することによ

って大幅に作業の効率化を図ることができると

考えられます。かつて、団地化には加算金に加

算した経緯があると伺いましたが、このように

団地化を誘導するための施策はないのかお尋ね

いたします。 

  次に、飼料用米について尋ねます。 

  圃場条件や土壌条件により畑に転換できない

場合は、加工米や飼料用米を作付するしかあり

ませんが、飼料用米の受け入れ体制はいまだ不

十分であると認識しております。家畜に与える

輸入飼料は円高と重なり高騰が続いており、畜

産業の経営を圧迫している中で、この際、思い

切った行政の支援で畜産に活力を見出すことが

できれば、地元で生産された飼料米を地元で消

費できることにつながり、相乗効果で農業振興

を図ることができると考えますが、市長の見解

をお尋ねいたします。 

  最後に、市の農業支援の方向性についてお尋

ねいたします。 

  戦略的園芸産地拡大支援補助金に関しては、

新庄市も独自にかさ上げすることで、事業主体

の負担を50％にしております。その結果、ニラ

は全国有数の産地となり、ネギやアスパラもそ

れに続いており、大きな成果が出ています。一

方で、今回論じている土地利用型の生産基盤の

強化は、例えば大豆、ソバの乾燥調整施設や飼

料用米のほかに対応した米倉庫などの整備は、

いまだ手つかずの状態であります。今後、農協

を初め各事業者の施設への投資が予想されます

が、国の補助を最大限活用しても50％が事業者

負担となり、このような施設整備には莫大な経

費がかかるため、事業者の借入金に係る利子等

を補充し、事業者負担の軽減を図れないものか

お尋ねいたします。 

  以上、答弁のほどをよろしくお願いいたしま

す。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  それでは、石川市議の御質問にお答えさせて

いただきます。 

  ことしは大変な米価下落というふうなことで、

農家の疲弊状況、またさまざまな叫びが聞こえ

る中での御質問だというふうに思っております。 

  平成26年産の主食用米の作付面積は約６割で、

転作作物に占める飼料用作物、ソバ、加工用米、

備蓄米の面積が多く土地利用型作物の担い手へ

の集積が進みつつありますが、主食用米の需要

が年々減少する中で、他の作物への転換を促進

することで水田の維持、活用を図っていく必要

があります。特に、土地利用型作物であるソバ、

大豆については排水不良や土壌酸度の不適性等

により単収の低下が懸念され、排水対策や土壌

改良、適期収穫の対応が求められております。 

  本市の大豆作付面積は、平成26年は43ヘクタ

ール、全水田転作面積の２％であり、飼料作物

は23％、ソバは19％となっており、これは当地

域における天候不順など収量、品質ともに不安

定であることから、大豆栽培が敬遠されてきた

ものと思われます。 

  このような中、平成22年、品種登録された大

豆「里のほほえみ」は大粒、良質で、収量性が

高く、耐ウイルス抵抗性も強いと評価され、ま
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たたんぱく含有率が高いことから、特に豆腐加

工の適性が高いと、平成24年に山形県の奨励品

種に位置づけられました。長茎であるが耐倒伏

性にもすぐれ、また県内の需要の確保もでき、

年々栽培面積をふやしつつあります。これによ

り、当地域の過去５年間の平均単収108キログ

ラムに対して倍以上の収穫が見込まれれば、交

付金の額も含め現行の主食用米より有益な単収

金額が確保されることも可能となります。この

地域で特に問題となる圃場の排水対策と刈り取

り期の対応について、まだ土壌改良や栽培管理

の研修、収穫、乾燥、調整体系の構築など、一

層の品質向上と生産の安定を図るための支援に

ついては、国や県の支援策の情報を集めながら、

さらに市も検討してまいりたいと考えておりま

す。 

  乾燥調整施設整備をどのように考えているか

といった御質問ですが、効率的な利用形態を推

進するため、また土地利用型作物の振興策と機

械施設導入計画について、農業協同組合など関

係機関と一体となった協議をしてまいります。 

  団地化については、法人化や生産組織化、集

落営農により効率的な経営を図るための団地化、

集約化、ブロックローテーションに取り組める

よう、関係機関と一体となって進めてまいりた

いと考えております。 

  次に、土地利用型農業の方向性についてとい

うことでございますが、主食用米の需要減が見

込まれる中、本市においては飼料用米を転作作

物に位置づけ、地元需要者とのマッチングを図

るなど流通体制の構築を進めるとともに、多収

性専用品種の導入と産地交付金の追加配分の活

用により生産拡大を図る必要があります。 

  その一方で、畜産の飼養頭数については年々

減少の一途をたどっており、今年度の頭数は平

成24年度に比べて8.7％減となっております。

こうした状況の中、これまでハード面に対して

の強い農業づくり交付金事業が国庫事業として

整備されておりましたが、平成27年度は関係者

の連携結集により地域ぐるみで収益性を向上さ

せる畜産クラスターの実証に係る支援、高収益

型畜産体制構築事業や飼養管理施設の整備を支

援する畜産収益力強化対策事業を行うとしてお

ります。 

  現在、本市において実施している畜産振興に

係る支援策としましては、畜産経営体等の規模

拡大や生産性の向上、効率化のための機械設備

の導入や施設整備に係る経費に対する補助制度、

肉用繁殖牛の貸し付けや優良子牛の保留に対す

る奨励制度など家畜の増頭に加え、銘柄の確立

も図っており、こうした市の単独事業とあわせ

国の新規事業を活用し、関係機関との連携を密

にしながら取り組んでまいります。 

  次に、農業への市の支援の方向性についてと

いうことでありますが、特には飼料用米の貯蔵

倉庫等の施設整備については、議員のおっしゃ

るとおり大きなコストを要するため、国庫補助

を活用すれば50％の事業負担が伴います。今後、

農協等から施設整備計画を聞き取りするととも

に、イニシャルコストに対する支援の可能性に

ついて探ってまいりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

３ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小嶋冨弥議長 石川正志君。 

３ 番（石川正志議員） 前向きな答弁をいただ

いたと私は捉えておりますけれども、実際、議

場中継されている中で、農家の多くの方がイン

ターネット等で今のやりとりをごらんになって

いると。やるのかやらないのかといった話です

ね。これまでも新庄市の農業にかかわる補助と

いうことに関しましては、今、市長の答弁もご

ざいましたとおり、国や県あるいは関係機関の

調整の中で進めていくんだということで一貫し

てございますが、実質先ほどの一括の中でも申

し上げましたけれども、２年ほど前に園芸に関

しては売上増が見込めて、農家の収入がかなり
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期待できるという部分に関しては、市が県単の

事業に関しまして事業費の12分の１をかさ上げ

することによって県も出すといったことで、繰

り返しになりますが、農業事業者の初期投資が

50％に押されると。 

  そのような経過で、やはりニラはもともと産

地化になってございましたが、近年ネギは残念

なことに平成26年産、９月以降、産地の競合も

あったんですが、暴落に至るまで拡大している

と。ですから、確かに国や県の動向を見ながら

新庄市は何ができるのかと考えるのは自由なん

ですが、市独自で何ができるのかといったこと

もこれから議論していかないとだめなのかなと

いうふうに思います。 

  例えば、これまでの予算委員会及び決算委員

会等において発言させていただいたことは、畜

産においてもそういった特例があるというふう

に伺ってございますので、これまで県単の補助

に関して園芸の部分と同じような部分があると

いうことでございますので、市の単独の、畜産

にかかわる部分で結構ですので、それはどのよ

うに捉えておられるのか。 

  つまり、新庄市も事業費の12分の１を出すこ

とによって県もついてくると。そうすると、最

初の事業費は50％に抑えられると。これはどの

ような認識でおられるか、もう１回お伺いいた

します。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 おはようございます。 

  園芸関係につきましては、平成25年度から県

の単独補助事業と協調補助という形で皆さんに

より12分の１のかさ上げをいただいております。

おかげさまにて、ただいま例に挙がりましたニ

ラ、ネギ、アスパラ等の栽培面積も年々拡大し

ておりまして、ネギについてはことし価格が暴

落したということで残念と思っておりますけれ

ども、そういったいわゆる誘引策としては非常

に効果があったのではないかなというふうに評

価しているところでございます。 

  来年度の予算編成に当たり、各ＪＡ等から来

年度の園芸関係あるいは畜産関係の助成に対す

る所要要望額を今取りまとめておりますが、や

はりある程度の、園芸作物に対しては、十分と

は言いませんが、ある程度浸透してきたのかな

というふうな気がします。そのようなことから、

財政との協議の中で今後いわゆる畜産タイプの

市町村協調補助というものがやはり26年度から

メニューとして出ておりますので、この辺、要

望額と財政との協議の中で、できれば畜産につ

いても市から12分の１のかさ上げということで、

強い農業をつくっていくというふうな意味で、

畜産型でもそういった制度を活用していきたい

なというふうに考えているところでございます。 

３ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小嶋冨弥議長 石川正志君。 

３ 番（石川正志議員） ここは、今の答弁、私

も同様の認識でございます。財布にはやはり限

りがございまして、新庄市の場合、本当にこれ

から大変な時代が来ると。 

  きのうの一般質問等でも市有財産をどうやっ

て管理していくんだというふうな部分で、中長

期でかなり大きなお金がそちらに流れていくと。

一方で、義務的経費を代表するような民生費、

もうこれは膨らむ一方で、縮小できない。とい

うことは、財布の中身はもう決まっている中で、

ところが、でも今、私が申し上げたような農業

に対する支援、市独自の支援はどうしていくん

だというような議論は最優先で私はあると思う

んですよ。 

  ですから、例えば大きな施設あるいは経費、

つまり生産基盤の強化にかかわる部分で、私も

参考にさせてもらっているのが平成26年農水の

攻めの農業実践緊急対策事業というところを、

大きな流れでいくとこれは５カ年の農政の大転

換に伴う農水の予算でございますが、今すぐに
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これから５年先の新庄市の農業をどうするんだ

というところを、市のかさ上げをどうしていく

んだという議論を始めていかないと、いざ新庄

市が手を挙げたときにはこの事業はもしかして

なくなっている可能性もあるということでござ

いまして、一方でやはり財政の中身が決まって

いると。ということは、どこかを壊さないと、

あるいは事務事業を２つや１つなくして思い切

って新しい部分に投資していくというようなこ

とをやらないと、私はうまく限られた予算で新

庄市の農業を元気にすることができないのでは

ないかというふうに思っております。その辺の

課長の認識はいかがですか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 過去にも本会議あるいは決算

議会等で御指摘を受けているような事業、ござ

います。やはり新しい事業を起こした当時は、

やはり必要性があってそういうふうな事業に着

手したという経緯が当然あるわけでございます

が、その事業が10年、15年、20年と経過する中

で、やはり市民のニーズも変わってきますし、

限られた財政予算の中で適切に農業振興に持っ

ていくには、やはり限られた予算の中でスクラ

ップ・アンド・ビルドをしていかなきゃならな

い、こういうふうな意識は常に持っておりまし

て、例えば御指摘いただいている体験農園事業

につきましては、27年度の作付栽培体験事業を

27年度限りとしまして、ジャガイモ収穫体験と

か、それから大根収穫体験、コスモスまつり等

については26年度から終了しているというふう

なことで、全体の事業を見渡しながら、優先順

位をつけながら事務事業評価をする中で、限ら

れた予算の中で効果的な事業を展開できるよう

なそういう意識を持ってやっているつもりでご

ざいます。 

３ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小嶋冨弥議長 石川正志君。 

３ 番（石川正志議員） 当初予算編成に向けて、

これからさらに議論されていくのかなというふ

うに思っております。 

  あとは、今は畜産ということで申し上げまし

た。畜産農家の経営自体が、飼料等の、材料費

の高騰によって非常に危機的な状態を迎えてい

ると。あるいは、もう一つの受け皿として、さ

っき申し上げましたように、地元でとれた飼料

米を地元で使うと。受け手の畜産の経営がしっ

かりしていかないと、地元でとれた飼料を地元

で使っていただけないという事情なんですね。

その件に関しましては、先ほど申し上げました

のでいいです。 

  あと、今は、もう先ほど、最初の再質問のと

きに園芸の部分のことは既に目標地点までやや

到達しているのではないかということでござい

ますので、できれば私は園芸も畜産も土地利用

型も同時にやっていただきたいとは思うのです

が、その中で優先順位をつけるのであれば、こ

れまで手をつけてこなかった部分の土地利用型、

つまり汎用コンバインでありますとか刈り取り

収穫機械ですね。あるいは、大豆、ソバの調整

施設、これはかなり今、老朽化あるいは箇所が

少ない。大豆生産、これから大幅に増になれば

このままでは対応できないということでござい

ますので、これからは本当にこれから５年間、

思い切った、これまでやってこなかった土地利

用型の部分の支援、市のかさ上げ、これはどこ

をやっていくのかというようなことは、非常に

私は注目していきたいと思っておりますが、今

のところどのような認識でおられるのか、もう

一度確認したいと思いますが。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 土地利用型農業につきまして

は、現在、新庄市の水田面積が約4,009ヘクタ

ールございます。このうちの約3,000ヘクター

ルで主食米がつくられておりまして、残り
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1,009ヘクタールについては転作という形で進

められております。 

  この中で、労働集約型の農業ということでネ

ギ、ニラ、アスパラ等の作物については、野菜

の中でも特に26年度から産地交付金の中での誘

導奨励策としまして重点振興作物に位置づけて

いる７品目、これについては４万3,000円の交

付金という形で誘導しているところで、現在こ

の７品目では172ヘクタールほど広がってござ

います。野菜、トータルで260ヘクタールでご

ざいますので、ある程度の方向性、誘導はでき

てきているのかなというふうな気がします。 

  しかしながら、ただいま御指摘のあった土地

利用型農業につきましては、やはり今、主に消

化しているというものは、例えばソバが330ヘ

クタール、それから飼料作物、これについては

380ヘクタール、加工米についても300ヘクター

ルと。この中で、特に大豆とかソバとか、ある

いは自己保全管理という水田につきましては、

なかなか単収の上がらない、所得の伸びない作

物ではあるんですけれども、やはり４割の転作

を強いられた稲作農家にとっては、これを何と

か換金していかなきゃならないというふうなと

ころを考えているところでございます。 

  やはり自己完結型の家族経営では、稲作その

ものも限界がございますし、とはいっても４割

の転作がついて回ると。そうしていかないと、

米の需給バランスがとれないわけでございます

ので、この辺の土地利用型農業につきまして

は、やはり生産組織化、例えば法人化であった

り、集落営農であったり、そういった作業単位

を拡大することによって水稲の作業であった

り、転作になる大豆とかソバから所得を上げて

いくためには、そういったスケールメリットを

考えていかないとなかなか難しいんではないか

なと思います。 

  そのときに、やはり一つは単収を上げるため

には排水対策、それといわゆる適期適作業とい

うことでは機械あるいは乾燥調整施設、こうい

ったものの整備が不可欠となってまいります。 

  かつて、10年ほど前には大豆が新庄市におい

ては140ヘクタールほどあったんですが、やは

り加工用米とかソバとかに押されまして今の作

付面積まで落ちておりますけれども、冬場の農

業ということも考えれば加工施設であったり、

いろんな６次化も含めて、周年農業の形態を持

った集落営農とか法人化、こちらのほうの誘導

をしていかなきゃならない、このように思って

いますので、そのための行政等の支援策、これ

をＪＡあるいは生産者団体と話を協議していき

ながら、そのへんの有効な支援策を講じてまい

りたいと考えているところでございます。 

３ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小嶋冨弥議長 石川正志君。 

３ 番（石川正志議員） これまでのやりとりの

中で、市の農林行政の基本的なスタンスは事業

主体、例えば農協とあるいは農家の、生産組合

でもいいんですが、そこを主体として行政とし

てはバックアップに回るというようなことを私

も散々やりとりしてまいりましたが、きのうの

質疑にもございましたが、皆さんはエリート集

団でございまして、最高の知恵袋をお持ちだと

いうことで、今、非常に農業をめぐる環境の中

で民間、事業主体となるべき農業主体もＪＡも

非常に先行きが見えず、前向きな発想ができづ

らい状況にあると。 

  今、課長が申し上げたようなプランは私も非

常に賛同するところでございますので、その辺

でちょっとリーダーシップを若干発揮していた

だいて、提案は行政も積極的に申し上げるべき

ではないか、そういった事業のプランですね、

というふうに私は思っております。 

  あと、もう一つだけ確認したいことがあるん

です。一番最後の質問事項で、例えば米倉庫の

飼料用米等の保管にかかわる部分で、これから

かなり補修しなければならないと。恐らく事業
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費が１億円を超える部分の最後で、市長答弁の

中ではイニシャルコスト、すなわち初期経費に

おける市の補助の可能性をこれから考えていく

というような答弁を頂戴しました。質問の中で

私が申し上げているのは、事業費がかさむので、

例えば初期投資の中で１億円として、国の最大

限50％のハードルを超えた場合、残り5,000万

円が事業者の負担となると。そこを初期投資で

やるとすると、ある程度の上限は設定されるか

もしれませんが、例えば事業費の、じゃあ市の

中で事業者負担分の50％ですから5,000万円を

新庄市が１割負担するとなると、初期投資にか

かる分の市のかさ上げ分は500万円となります。

500万円を一気に出していくのかという議論な

んです。私がやりたいのは。 

  つまり、そういった事業にはスーパーＬ資金

といった非常に便利な資金がございまして、償

還期間の当年度５年間はそこでカバーしていた

だけると。問題となる部分は、償還期間が15年

とすれば残りの10年間をどうしていくんだと。

簡単にいくと、利子を何十万円かずつ出したほ

うが、市の財政的な支出の平準化が図れるので

はないかといった発想で私は質問したのですが、

その辺のところの見解はいかがでしょうか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 仮に総事業費１億円というふ

うに置いたとき、その半分が補助金ということ

で、国庫補助を受ける場合は２分の１になりま

すので5,000万円の自己負担と。自己負担5,000

万円に対してスーパーＬの無利子貸し付けが対

象となれば、残り後半５年間の利子補給という

ふうな、利息が発生するわけでございますが、

後期５カ年の利子を計算していきますと、元金

均等でいけば2,500万円残るわけでございます

ので、利息的には160万円ほどになるのかなと

いうふうな計算になります。 

  それが、果たして利子補給という形がいいの

か、いわゆる当初でもって自己負担の例えば補

助残分の１割を負担するのがいいのかとなれ

ば、補助残の１割となれば500万円になります

ので、500万円を初年度で交付するという形よ

りもＬ資金対応の残り、後半の2,500万円の例

えば市場金利、今は2.15％ですので、これで計

算していったほうが、行政としては対応すると

なればその二百数十万円で対応できますので、

そういうふうな計算は成り立つのかなと思いま

す。 

３ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小嶋冨弥議長 石川正志君。 

３ 番（石川正志議員） わかりました。 

  繰り返しになりますが、行政が新庄市の農業

をどうするんだと。一歩、民間事業者よりこれ

から進んでいって提案して、ビジネスモデルじ

ゃないですけれども、そこを民間主導から元気

が出てくるまでの間、行政がリーダーシップを

とることで新庄市の農業の将来性が開けると私

は思いますので、その辺の対応をよろしくお願

い申し上げまして、一般質問を終わります。あ

りがとうございました。 

小嶋冨弥議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時３５分 休憩 

     午前１０時４５分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

小野周一議員の質問 

 

 

小嶋冨弥議長 次に、小野周一君。 

   （１５番小野周一議員登壇）（拍手） 

１５番（小野周一議員） おはようございます。 

  12月定例会一般質問をします市民・公明クラ
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ブの小野です。よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  発言事項といたしまして４項目を通告してお

りますが、初めての対面式の質問でございます

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

  まず、最初の発言事項であります。 

  都市データパックの評価についてお聞きしま

す。 

  東洋経済新報社の発行する雑誌、東洋経済が

発表した都市データパック2014年版によると、

全国812の地区で本市は住みよいランキング総

合評価で県内で３位、東北で５位、全国では93

位と評価をされております。また、財政健全化

度ランキングでも県内で４位、東北で23位、全

国で472位と評価されていることは、私は今ま

での新庄市の行政と議会、そして市民との協働

によるまちづくり、そして長い間行われてきた

財政健全化に努めた結果であると私は思ってお

ります。 

  しかし、一方では自分の住むこの新庄市を何

もないというような否定的な市民がいることも

事実であります。 

  このような本市に対する高い評価を市民とと

もにいかに共有するため、広報等で周知させる

べきと私は思いますが、どう考えているのかお

聞きしたいと思います。 

  次に、２番目の発言事項であります。 

  ２期目の山尾市政についてお聞きします。２

期目の初めての定例会で、山尾市長は各議員の

質問に答弁をされておりますが、１期目の任期

中にやり残した公約を２期目の市政にどのよう

に重点的に取り組まれてきたのかお聞きしたい

と思います。 

  １つ目は、公約である雪対策の流雪溝の整備

の進捗状況であります。雪対策は、言うまでも

なく新庄市にとって最も重要な課題であります。

議会といたしましても平成24年２月に政策提言

をし、整備計画の促進と水源の確保対策を要望

しております。 

  市長の１期目の当選年度である平成19年から

平成25年実績まで新たに約2,157メートルしか

整備されていない状況であります。また、水量

確保対策についてもいまだに解消されておりま

せん。みずからの公約、そして議会の政策提言

事項について重点的に取り組み、実施すべきで

はなかったのかと思いますが、その点について

お聞きします。 

  また、平成26年度は短期流雪溝整備計画の最

終年度でもあります。このまま整備計画の見直

しをせずに、長期整備の推進を図っていくのか

お聞きします。 

  次に、子育て支援対策の第３子誕生祝い金制

度の復活についてお聞きするものであります。 

  本市では、第３子にこだわることなく学童保

育機能の充実や、９月議会の補正で可決された

中学校３年生まで範囲を広げての子育て支援医

療給付事業の拡充を図っておりますが、公約で

あった第３子誕生祝い金制度の復活については、

この27年度予算に計上されているのか。 

  また、26年度中に第３子のお子さんがこの新

庄市に何人誕生されたのかお聞きします。 

  また、公約になりますけれども、市役所改革

における幹部登録試験の導入もまだ実施されて

いないと聞いております。いまだに年功序列の

人事でありますが、この幹部登録制試験の導入

を今後実施するのかお聞きしたいと思います。 

  来年は、我々を初め統一選挙の年でもありま

す。山尾市政２期目の任期も残り約９カ月とな

りました。現在、市政に全力で取り組んでいる

中、市長の３選についてお聞きするものですが、

来年は第４次振興計画の実績を評価、検証する

年でもあります。３選を目指すとすれば、市民

に市政運営の基本方針を具体的に掲げて訴える

のかお聞きします。 

  ３番目に通告しております、地方創生に向け

た本市の取り組みについてお聞きします。 
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  きのうも森議員、佐藤卓也議員からも地方創

生に関連する質問がありました。2011年の総務

省の過疎集落調査によると、全国で10年以内に

消滅するおそれのある集落は454だそうであり

ます。そして、いずれ2,300の集落が消滅する

と言われております。民間の研究機関である日

本創成会議の公表によりますと、二十から39歳

までの若い女性が2040年までに半数以上減少し、

自治体の維持が危ぶまれる全国で896の市町村。

県内では８割に当たる28の市町村も消滅可能性

都市と発表されております。本市も若年女性人

口変化率が、マイナスの51.1％と公表をされて

おります。政府は、人口減少の克服と地方創生

を目的として今後５年間の達成目標を定めた総

合戦略を策定し、各自治体に対しても2015年度

中に地域の実情に応じた地域振興策をまとめ、

地方版の総合戦略を策定するよう努力義務を課

したと報じられております。 

  自治体が独自の人口減少対策を策定すること

は大変難しいこととは思いますが、現在本市に

おいても少子化対策、人口定住を図る観点から、

最上地域の中心市として広域連携による定住自

立圏構想に取り組もうとしておりますが、本市

の実情に相応した取り組みについてお聞きをす

るものであります。 

  先ほど石川議員も農業関係の質問をなされま

したが、私も最後の発言事項である農業振興に

ついてお聞きします。 

  米の消費低迷や13年度産米の大量の繰越在庫

などで今年産米のＪＡ全農山形の概算金は、大

幅に下落しました。議会としても９月定例会で

米価下落への緊急対策を求める意見書を国に提

出し、市としても12月補正に米価下落対策とし

て農業金融対策事業費を計上しております。 

  しかし、今は個々の農家の営農努力だけでは

既に持続経営に限界が来ております。今年度の

米価は、40年前の米価と同じであると言われて

おります。県の主力品種であるはえぬきを生産

する農家は10アール当たり8,220円の赤字にな

ると県は試算をしております。県全体の主食用

米の算出額も、前年度額の746億円よりも152億

円減少すると示されました。 

  そこで、本市の減少額とこの地域経済に与え

る影響についてお聞きするものであります。 

  また、基幹作物である稲作経営が持続できる

支援対策と消費拡大に対する本市の取り組みに

ついてお聞きします。 

  稲作経営対策の見直しで、来年度から収入減

少影響緩和対策、いわゆるナラシ対策の対象者

が認定農業者、認定就農者、そして集落営農に

重点化されます。本市の認定農業者の年代別の

構成率を見ますと60代、70代が全体の約半数近

くを占めております。このようなことから、今

後の認定農業者の動向についてお聞きするとと

もに、集落営農の組織化の現況についてお聞き

します。 

  最後になりますけれども、ことしの３月定例

会で我が会派の平向議員もこの６次化産業につ

いて質問しましたが、改めて質問をするもので

あります。 

  農業の６次産業化は、政府の成長戦略の重要

施策として位置づけられております。県におい

てもオール山形の体制で平成28年度末までの４

カ年を計画期間としたやまがた６次産業化戦略

推進ビジョンを策定し、推進するとあります。

この６次化産業は、本市の今年度の主要事業で

もあります。この主要事業の今までの進捗状況

と本市の取り組みについてお聞きします。 

  これで、質問席での質問を終わらせていただ

きます。どうもありがとうございました。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小野市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  今回の本年の都市データパックの活用につい
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てという、御提案というふうにお聞きしており

ます。新庄市に何もないと否定する市民の皆さ

んが大変多くいるというお話も聞かせていただ

きました。そんな中で、市民が誇りとする新庄

まつりを筆頭として、自信と誇れる住みよいま

ちづくりを目指しているわけですけれども、ま

たデータパックにおきまして全国800を超える

市区町村の中で、質問のとおり、国の調査です

ので統計等を用いて利便度、富裕度、住宅水準

充実度などの５つの指標をもとに住みよさラン

キングとして格付され、本市の場合、全国で総

合93位、東北で76市中５位、県内では東根、天

童に次いで３位と高い評価を受けた。 

  人口１人当たりの小売業年間販売額を指標し

た利便度、世帯当たりの住宅延べ床面積、持ち

家世帯比率の用いた住居水準充実度と一人当た

りの病床数や出生数、待機児童数を指標とした

安心度が高順位になったことが要因と考えてお

ります。 

  また、財政力指数、経常収支比率、人口１人

当たりの地方債残高の14の指標から各市の財政

健全度もランクづけされており、昨年度と比較

して相対的に順位は好転しておると考えており

ます。このデータパック、多くの統計や調査結

果に基づいて全国の市を順位づけしており、そ

れぞれの市の強みや弱みを数値化しております

ので、今後は他市との比較や過去のデータを時

系列に見ることなどを通して、データを客観的

に分析、活用するとともに、市民の皆さんに対

して本市の状況を知っていただくとともに、市

報等の活用も図ってまいりたいと考えておりま

す。 

  また、各市内のまちづくり会議のときに、区

長さん方に都市データパックの順位等を資料と

してお渡ししますが、雪が抜けているじゃない

かというふうなことの御指摘をいただきました。

数字的な全国の優位性はありますが、市民にと

っての雪の課題ということは、常にあるという

ことも認識しているところであります。 

  次に、２期目の市政についてということで、

２期目の市政のときマニュフェストを出すのに、

１期目のやり残した公約について取り組んでき

たかと、また取り組んできたつもりであります。

大きな課題である雪対策につきましては、道路

の除排雪に力を入れる。一方、地域に簡易除雪

機を貸し出すなどのきめ細かな除雪対処を進め

てまいりました。 

  おっしゃるとおり、議会から提案された流雪

溝への状況でありますが、平成25年度現在では

計画91キロの中で48キロ部分というようなこと

で、52％ほどの完成率と。水につきましては、

水利権を国土交通省へ申請を行い、これも水利

権をさらに容量アップの確保をしているところ

であります。流雪溝ができた場合に、それに合

わせて水の補給ができる水源を確保している状

況であります。 

  そんな中で、さらにはこの除雪対策のほかに

は，雇用対策、定住促進のための基本的な対策

としての雇用対策として、市民の皆さんの熱い

思いと関係機関の働きにより、高規格道路の事

業化が着々と進行したことにより、交通の要衝

としての期待から中核工業団地への企業誘致が

実現しているというふうに考えております。 

  さらには、交流拡大として新庄まつり誘客

100万人構想を実現すべく、特に近県へのアピ

ールを強化し、アビエスへの観覧席の増設や各

地の祭りを招聘するなど交流拡大を進めてまい

りました。このように、新庄まつりを全国にア

ピールすることに市民が誇りを持ち、元気なま

ちづくりにつながることを目指しております。 

  また、第３子祝い金の実現に向けてというよ

うな御質問がございましたが、急激な社会情勢

の変化、少子高齢社会の中で今、新庄市が緊急

的に取り組まなければならない子育て支援と、

全体的な構想の中で進めなければならないとい

うことで、今、慎重に取り扱いを進めていると
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ころであります。 

  また、幹部登用試験の実施というような御指

摘がありましたが、まだしていないのではない

かということでありますが、外目から見た立場

と内部に入ってのそれぞれの幹部への対応、ま

たそれぞれの幹部との話し合い、意見聴取、交

流などを通しながら市民あるいは議会、行政の

きちっとした対応ができる職員を選抜しなけれ

ばいけないという思いでおりまして、特に試験

は行っておりませんが、幹部職員との討論会、

話し合いなどを通してチェックしているという

ようなことを理解賜りたいというふうに思いま

す。 

  以上、２期目に残された公約につきましては、

時代の変化を捉えながら取り組みを講じ、実現

を図ってきたと思います。残された期間、市民

の皆様とともに全力で市政運営に取り組んでま

いる所存です。３期目の以降という御質問で、

現在は２期目の任期を全うすることが第一と考

えているところであります。 

  次に、地方創生に向けての本市の取り組みに

ついてですが、少子高齢化の進展に的確に対応

し人口減少に歯どめをかけるとともに、東京圏

への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地

域で住みよい環境を確保し、将来にわたって活

力ある日本社会を維持していくために町、人、

仕事、創生に関する施策を総合的かつ計画的に

実施するための法律、まち・ひと・しごと創生

法が成立しました。この法律では、市町村は国、

県の町、人、仕事の総合戦略を勘案しつつ、市

町村区域の実情に応じた町、人、仕事に関する

施策についての基本的な計画を定めるよう努め

るとされております。 

  ９月に総理大臣を本部長とするまち・ひと・

しごと創生本部が設置され、この中で長期ビジ

ョン、総合戦略についての協議が行われたり、

近々ビジョン、計画を取りまとめる方向で進め

ております。県におきましても総合戦略を27年

度に策定する予定のようであります。また、こ

のたびの創生法にあわせ、関連法として地域再

生法も改正されております。今回の改正は、各

省庁が持つ各種の地域活性化関連施策を総合的

に運用し、やる気のある地域に対し集中的に政

策資源を投入、政策効果を最大限にするための

内容を盛り込んだ改正が行われております。 

  このようなことから、現段階では計画に盛り

込む内容について国から具体的な事項が示され

ておりますが、計画の有用性について検討し、

本市としても積極的に取り組んでいく方向で考

えております。 

  この中で、定住自立圏構想についての御質問

がございましたが、この地域896の消滅自治体

というような方向性が出てきておるわけであり

ます。これは対策を何もしなければということ

でありますが、新庄市において財政的な危機が

平成の15年ぐらいをピークにあったわけです。

将来のこの財政危機をどういうふうな形で乗り

切るかということで、職員一丸になって新庄市

のあるべき姿を検討し、さまざまな事業に取り

組んできております。 

  一つには、定住対策の根本となるのが雇用で

あるというふうなことで、企業立地推進室を奨

励し着実に成果を上げているというようなこと

を挙げられるかというふうに思います。その雇

用の中で、定住自立圏の前段としてそれぞれの

町村が工業団地のほうに採用された場合に、規

模によりますが50万円、30万円の協調をしなが

ら企業の誘致に資するといったことも画期的な

ことであるというふうに思っております。 

  また、きのうも答弁させましたが、地元企業

との連携あるいはものづくり博の実施、そうし

たことも含めてこの地域の、最上全体の企業が

参加しているという点でも非常に大きな成果だ

というふうに思っております。 

  それらの前向きな制度、政策、事業のほかに

現実的な課題等におきますのは、やはり高齢社
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会、限界集落等を抱える地域がございます。そ

うした地域と新庄市が連携をとりながら今後進

めていかなければ、新庄市だけがよくなる、郡

部が限界になってしまうという、そういう関係

ではあってはならないということで、共存共栄

というスタイルを基本的に考えています。この

ことについては、合併というふうな位置を一時

模索したわけですが、それぞれが基礎自治体と

してそれを全うするという考え方を尊重し、職

員にも常々、共存共栄の関係をと。 

  その一つの表現力として、定住自立圏構想、

これは来年の９月まで新庄市という地域ポジシ

ョンがそれを名乗り出る権利を持っているとい

うことで、権利を行使する、それについては

8,500万円という国の支援もある。契約によっ

ては、町村に2,500万円と。こうした貴重な財

源をそうした共存共栄の関係に使いながら、こ

の地域、力を合わせて生き抜くという誓いをし

ていきたいというようなことでの定住自立圏構

想を今進めているところであります。 

  このようなことから、現段階でさまざまな計

画を人、町、仕事の再生にしていきますが、一

つ一つやっていること、将来に、先ほど申し上

げましたが、財政危機に直面した職員、議会、

市民の皆さん、それぞれの英知を合わせながら

この地域を支えていくというふうな、一番大事

な時期であるというふうに考えておりますので、

それらを総合的に力を合わせて取り組んでまい

りたいというふうに思います。 

  次、農業振興についてでありますが、ＪＡ全

農山形によれば、山形県の主力品種はえぬきの

概算金、もう既に皆さん当然御存じのとおりで

ありますが、2,500円安い8,500円となり、つや

姫についても1,200円安い１万2,500円と大幅な

下落となったため、稲作農家の経営を圧迫する

深刻な状況と認識しております。 

  当市における米価下落に係る減少額につきま

しては、仮に出荷見込みを28万俵とし、平均下

落幅を2,000円で試算しますと、約５億6,000万

円の減少額となり、稲作農家のみならず地域経

済にとっても著しい損失を与えるものと危惧し

ております。この米価下落の対応といたしまし

ては、米価下落対策緊急資金の無利子化の対応

を初め米の直接支払交付金の早期支給、仮渡金

の追加払いの要請、米の需要拡大と輸出の促進

など国や県、農業団体等と一体となった取り組

みを進めているところであります。 

  経営所得安定対策の見直しにより、いわゆる

ゲタ、ナラシ対策の加入要件が平成27年度から

認定農業者、集落営農、認定新規就農者に限定

されたため、当市においても認定農業者への認

定要件の緩和を行うとともに、集落営農への組

織化の支援、認定新規就農者の計画策定の支援

を行っております。新たに認定農業者の申請を

行った農業者は10月以降40名を超えており、集

落営農については３つの集落の相談を受けてい

るところであります。 

  続きまして、農業の６次産業化につきまして

は、地域資源を活用した農林漁業者等による新

事業の創出等及び地域の農林水産物の利用促進

に関する法律、いわゆる６次産業化法に規定さ

れ、また山形県の推進ビジョンにおいても農業

と商工業者の連携により新たな商品が開発され、

生産拡大や雇用の創出に結びつく取り組みは産

業振興における非常な有効手段であるとされて

おり、本市においても市の主要施策に位置づけ

推進しているところであります。 

  本市の取り組みといたしましては、既存の農

産加工品に磨きをかけ、パッケージやデザイン

についても検討を重ね、大消費地の競争に乗れ

るような、消費者の目線で見て魅力のあるもの、

ニーズに応えるものとして開発していきたいと

考えております。また、こうしてできたものを

いかに売るか、売り先を見つけたり確実な流通

経路を確保するなど販路の開拓についても取り

組んでまいります。 
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  このためには、農商工、消費者、流通部門の

関係団体の連携が不可欠であり、その組織とし

て農業協同組合、商工会議所、観光協会、物産

協会、産直運営協議会、飲料業生活衛生同業組

合の長でもって構成する新庄市６次産業化推進

協議会を11月５日に設立し、関係機関の協調の

もと、本市産業の発展と所得向上のために６次

産業化を推進するということで意思統一を図っ

たところでございます。 

  その実施につきましては、各機関の実施者、

担当者から成る作業部会を開催し、食産業のネ

ットワークの形成、加工食品等のブラッシュア

ップと販売戦略の構築、パッケージ開発支援や

販路開拓支援など会議や市場調査を実施しなが

ら進めていくと決定したところであります。ま

ずは、新庄市の既存の農産品をリストアップし、

幾つかの商品について都会目線のプロデューサ

ーの指導を受けながら取り組みを進めてまいり

ます。 

  また、市としての推進体制につきましては、

地域おこし協力隊として東京都内で暮らしてい

た男性職員を１名雇用し、専任として業務に当

たらせ、売れる商品の検討や市場調査、販路開

拓に従事しており、当面はこのような体制で本

市の６次産業化を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１５番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

小嶋冨弥議長 小野周一君。 

１５番（小野周一議員） それでは、再質問をさ

せていただきます。 

  最初に、都市データパックのこのような第三

者による当市の高い評価を受けているわけでご

ざいますので、いかにこの評価を市民に示せる

かということが、今後この新庄市に住みたくな

るというまちづくりのためにも適用できると思

いますので、早目に周知の方法をとっていただ

きたいと思います。 

  今、市長の答弁にもあったんですけれども、

やはり市民は、我々も市民といろいろ会う機会

があるんですけれども、新庄市、何もないとそ

ういう否定的な声があるのも事実でありますの

で、こういうよい結果はやっぱり市報等で周知

をしていただきたいと思います。 

  次の市長の１期目の公約を、残された分を２

期目でどのように重点的に取り組まれたかとい

う私の質問ですけれども、私も市長の公約は、

ここにありますけれども、ちょっと具体的な答

弁がなかったわけなんですけれども、やはり雪

対策として、今我々も議会報告会なりで話をし

ますと、一番やっぱり問題なのは流雪溝はどう

なんだ、水はどうなんだというそういう質問で

あります。 

  そういう中で、市長も安心して暮らせるまち

と、雪対策の最初に流雪溝の整備を上げている

わけなんですけれども、今までの１期目からこ

の間までの流雪溝の整備のメーター数が、短い

か長いかは別にしても、やはり現下においてど

のように優先的に取り組まれてきたのか。また、

今後どのようにこの整備を見直して実施をされ

ていくのか、まずお聞きしたいと思います。 

松坂聡士都市整備課長 議長、松坂聡士。 

小嶋冨弥議長 都市整備課長松坂聡士君。 

松坂聡士都市整備課長 今の御質問、流雪溝整備、

それに伴った水というか取水というふうな、水

利用というふうな形だと思います。特に、第２

次新庄市総合雪対策基本計画、この計画につき

ましては全体が574ヘクタールほど定めており

まして、平成16年から平成39年までの長い期間

の計画というふうなことでございます。 

  その中で、やはり整備を進めていける上で一

番問題になったのが水源というふうな形で問題

になったわけでございます。現在、常葉町、万

場町地区の流雪溝の整備を進めているわけでご

ざいます。これにつきましても水源につきまし

ては、これは指首野川のほうから水源をとると
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いうふうな形で現在進めてございます。あと、

もう１点、前からちょっと懸案事項でありまし

た金沢地区関係に水を送る水路の確保というふ

うなことでございますけれども、これにつきま

しては以前、新田川の水を利用するというふう

な計画でしたけれども、それではなくて最上川

から取水した水を利用するというふうな形で、

県と共同で現在、27年度より事業採択を受けま

して進めるような計画でございます。いずれも

やはり大きな問題、水源の問題等につきまして

は、一つ一つ解決していくというふうな形で現

在、27年から30年までの計画で、今年度につき

まして地区のほうに内容をお知らせしたという

ふうな状況でございます。 

  あと、それから今後の流雪溝の整備計画、こ

れにつきましてはやはり今進めている事業その

ものの進捗状況をある程度把握した上で、やは

り見直し等も進めていかなければならないとい

うふうに考えているところでございます。これ

につきましては、やはり今後の状況等、財政事

情、あとそれから国からの補助金等の状況も踏

まえまして、適正な時期にやはり見直し等を図

っていきたいというふうに考えてございます。 

１５番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

小嶋冨弥議長 小野周一君。 

１５番（小野周一議員） 公約は、あくまでも選

挙民との約束であり、またこの雪対策について

は我々議会としても政策提言をしておりますの

で、来年度以降、優先順位を上げましてやって

ほしいなという思いでおります。 

  次の第３子の祝い金制度でありますけれども、

恐らくこれは財政難で厳しかったから途中で廃

止をされたという経過があると思うんですけれ

ども、しかしその経過を踏まえて公約に掲げて

おりますので、その点についてもやはり何らか

の形で市民のほうに、今はこういうわけででき

ないんだよということを周知してほしいと思い

ます。 

  次に、地方創生にかかわる件なんですけれど

も、これは今、国においても一番の重要的な施

策であります。これについて、国においても27

年度の予算要求に際しては特別枠で予算を要求

していると聞いております。やはりこれからは

地域間同士の競争はもちろんでございますけれ

ども、大事ではありますけれども、しかし何と

いってもその自治体の実情に合わせた地域振興

策を策定して、つくり上げていかなければなら

ないと私は思うんですけれども、その点のほど

をお願いしたいと思います。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 おはようございます。 

  今、おっしゃられたとおり地方創生というふ

うなことで、衆院解散前に関連２法案が成立い

たしました。それに基づいて、年内あるいは年

明けにそれぞれ長期ビジョン、総合戦略と言わ

れている長期的なものあるいは短期的なもので

地方版のものというふうなことでその詳細が示

されようかと思いますが、その骨子ということ

で今示されているものが届いているわけなんで

すけれども、それに基づく３つの視点の中の１

つが、今言われた地域の特性に応じた計画をと

いうふうなことでございますので、これまで進

めてまいりました前期のまちづくり総合計画の

見直しを図りつつ、少子化対策、長定住化強化、

これを含めて後半に向けた、後期のまちづくり

総合計画に向けたものを前倒しして少し吟味を

していきたい。その結果を総合戦略というよう

なことで、地方版の進行計画の中に盛り込んで、

第１段階の早い時期で計画のほうを策定し、提

示していきたいというふうに考えております。 

１５番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

小嶋冨弥議長 小野周一君。 

１５番（小野周一議員） 実は、国土交通省でも

2050年を時点に消滅するだろう都市に対して、

生活拠点コンパクト化構想をまとめております
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が、当市においても第４次の国土利用計画、そ

してまちづくり総合計画においてもコンパクト

シティのそういう計画があるんですけれども、

これらの点、国の構想に対してどのように関連

して展開をなされていくかお聞きしたいと思い

ます。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 中山間地域において今後

もさらに疲弊するであろうというような中で、

地域の再編ということで国土交通省のほうでコ

ンパクトシティの考え方をまた出して、それを

推進しようとしていると。 

  一方で、総務省のほうとのその地域の振興と

いうふうなことでのすり合わせが今後どうでき

ていくのかというところが、ひとつ今後この総

合戦略、長期ビジョンのひとつ整理しなきゃい

けないというふうに言われているところであろ

うというふうに思います。 

  その辺をにらみながらというようなことも必

要なんですが、新庄市におきましても、申し上

げましたとおりコンパクト交流文化都市という

ような構想のもとに進めていることがあります

ので、都市集積機能がこれだけ新庄市に集まっ

てきている新庄最上地域の中にあって、その考

え方を、都市集積を維持しながら定住を図って

いくというような考え方で進めるべきなんだろ

うというふうに思います。 

１５番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

小嶋冨弥議長 小野周一君。 

１５番（小野周一議員） ありがとうございまし

た。 

  次に、農業問題ですけれども、６次化産業に

ついてお聞きしたいと思います。 

  先ほど市長答弁では、いろいろな今までの推

移をお話しになられましたけれども、実は私、

この６次化産業、新庄市の今年度の主要事業の

一つでもあります。それが、６月に組みかえ補

正をなされ、そしてその事業が11月に６次化産

業の協議会を発足したという経過があると聞い

ております。そういう中で、６月の時点で組み

かえによる補正で300万円の予算をつけていな

がら、11月において一般財源でその半分の150

万円しかつけておりません。野球で言えば、あ

と12、１、２、３、４カ月しかありませんよね。

まるきりこれじゃあ、事業消化だ。予算の有効

的な使い方がなされるのか。 

  先ほども言いましたけれども、県においても

オール山形として28年度までそういう計画をし

ながら実施してくださいという要項があるわけ

ですね。本市としても、いかにも手ぬるいなと

いう思いがするんですけれども、その６月の補

正でなされ、そして11月に補正でされた予算額

の半分しか計上されなかったその事業の内容を

お聞きしたいと思います。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 ６次産業化推進事業につきま

しては、平成26年度当初、山形県の県単の食と

農という事業を活用し取り組もうというふうな

姿勢でおりました。年度初め早々、本庁のほう

にこの事業につきまして再度協議していったと

ころ、なかなか新庄市の考えとは若干なじまな

いというふうなことで、補助事業については断

念せざるを得ないというふうな判断をさせてい

ただきました。 

  本市としましては、入り口と出口の部分をつ

なぐプラットフォーム的な活動ということで、

いわゆるなかなか入り口の部分ではいろんな商

品開発についてはいろんな補助事業があるんで

すが、そうやって開発された商品をいわゆる大

消費地、首都圏に向けて販売戦略を立てていく、

こういった事業を中心に、いわゆる入り口と出

口をつなぐプラットフォームをやりたいという

ふうな内容でおったところでございますが、残

念ながら県単の事業になじまないというふうな、
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重ね重ねの説明になってしまいますが、そのよ

うな経過がございました。 

  来年度に向けて国庫事業の６次産業化ネット

ワーク交付金、これらを活用したいというふう

なことで、実は先月、また本庁のほうの６次産

業推進課のほうにお邪魔しまして、何とか来年

度、国庫事業に乗っていきたいというふうな経

緯を今しながら、予算がなくてもできるところ、

いわゆる例えばこれまでの既存商品の洗い出し

作業ですとかレシピの洗い出し、こういった金

のかからない部分は今年度やっていこうという

ようなことで、最低限の、最低限と申しますか、

本来、補助事業で予定しておった150万円の部

分での作業を現在しているところでございます。 

  また、11月から立ち上げました協議会の中で

現在作業部会を行ってございますが、11月には

３回に分けていわゆる実践セミナーということ

で３回、６次化を希望した方々を対象としまし

て、そういった研修会をしているところでござ

います。また、当面のテーマとしましては、雪

の下シリーズ、新庄最上の漬物と発酵食品シリ

ーズ、それから新庄最上の郷土料理シリーズ、

こういったテーマを置きながら地道な活動を始

めたところでございます。 

１５番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

小嶋冨弥議長 小野周一君。 

１５番（小野周一議員） 私も、６次化産業の中

身云々よりも、せっかくここに本市の主要事業

の中に取り入れているのであれば、それまでに

やっぱり３月の段階で県と話し合いをして取り

組むべきではないかという思いで質問をさせて

もらったわけでございます。やはり、11月の５

日ですよ、設立ね。あと何カ月しかないんです、

この講習会は。やはり、先ほども言いましたけ

れども、野球で言えば消化試合のようなものな

んですよね。 

  あと、次なんですけれども、この６次化産業

の中の一つに、農作業体験を取り入れた中学校、

高校の教育旅行の受け入れとして、最上郡でも

金山、最上町、舟形町、戸沢村の４町村が実施

して、昨年度1,100名の生徒を受け入れている

そうであります。このような事業を６次化産業

の関心を持ってもらうためにも、こういう取り

入れというか取り決めとかをする考えがないの

かをお聞きしたいと思います。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 農家民泊というふうな形で、

都市と農村の交流ということで修学旅行を活用

した都市との交流なんかも当然視野に入れなが

ら、十分商工観光課とタイアップしながら進め

てまいりたいと思います。 

１５番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

小嶋冨弥議長 小野周一君。 

１５番（小野周一議員） これで、私の質問を終

わらせていただきたいと思います。どうもあり

がとうございました。 

小嶋冨弥議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時３４分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

小嶋冨弥議長 それでは、休憩を解いて再開いた

します。 

 

 

佐藤義一議員の質問 

 

 

小嶋冨弥議長 次に、佐藤義一君。 

   （４番佐藤義一議員登壇）（拍手） 

４ 番（佐藤義一議員） 絆の会の佐藤義一であ

ります。 

  初雪がそのまま根雪になってしまいまして、

また厳しい季節を迎えることとなりました。た
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だ、その寒さを吹っ飛ばしてくれたモンテディ

オ山形の活躍には感激をさせられました。あの

ジュビロ戦で記録に残る山岸のスーパーヘッド

シュートで磐田を破り、また決勝では千葉を破

り４年ぶりにＪ１に復帰させた活躍には、山形

県人として素直におめでとうとありがとうを言

わせていただきたいと思います。 

  それでは、通告に基づきまして質問させてい

ただきます。 

  なお、通告分にあります空き家の解体に対す

る助成については、昨日山口議員が質問された

ことに対して市長から丁寧な御答弁がありまし

たので、それについては省略して、割愛させて

いただきます。 

  まず、道の駅設置についてお尋ねいたします。 

  きのうも先輩議員である森議員から道の駅の

設置について質問がありましたので、なるべく

重ならないように質問をさせていただきますが、

ダブりましたら御容赦をいただきます。 

  ことしの９月に新庄泉田道路のくわ入れ式が

行われ、いよいよ東北自動車道の整備促進、縦

軸の構築が感じられるようになりました。市民

歌にもございますが、「伸びる鉄路の わが新

庄」とありますように、鉄路による十字軸によ

り我が新庄も発展してきました。それをもって

新幹線の始発、終着駅となり成果を見ることが

できましたが、今後の物流、人の移動手段とし

ては陸路の重要性が増すものと思われる中で、

泉田道路の工事着工は地域に期待感を生みます。

また、このチャンスを生かし、新庄をさらに発

信するために道の駅を設置されるというお考え

はないものかと、設置を一考していただくこと

を提案いたし、質問させていただきます。 

  長距離ドライブや女性、高齢者のドライバー

が増加する中で、交通の円滑な流れを支えるた

め高速道路に限らず、一般道路にも安心して利

用できる休息のための施設が求められています。

これらの施設では、地域の文化、名所、特産物

などを活用して多様なサービス、発信が可能で

あります。さらに、これらの施設が設置される

ことで、地域の核も形成され、道を介した連携

機能が促進されるなどの効果も期待されるもの

と思います。 

  また、このようなことを背景として道路利用

者のための休憩機能、道路利用者や地域の人々

のための情報発信機能、そして道の駅をきっか

けとした町と町とが手を結び合う地域の連携機

能、このような機能を持つ道の駅とされてきま

したが、最近では災害時における避難場所、ま

た地域のイベント会場としての機能も持ち、ま

た最近では他の地域を呼び込むゲートウエイ型、

地域創生を目指す地域センター型というふうに

類型されています。このような多くの機能を持

つとされる道の駅の設置をぜひ一考いただきた

いと思います。 

  次に、交流人口の拡大に向けてでありますが、

昨年９月の定例会におきまして、御質問の御回

答に飯豊町等の先進地に学び、農家民宿等への

可能性を探りたい、決してハードルは高くない

とありましたが、そのことの進捗状況をお尋ね

したいと思います。 

  職員派遣を行いどのような研究をなされたの

か、またグリーンツーリズムの関連規制緩和に

より農林漁業体験型民宿は大きな改修等も必要

なく開設できることになっており、さらに調査

研究し、希望者等の把握をしたいとの御回答で

ありましたが、どの程度の参加希望者があった

のか。 

  また、来年は新庄まつり260周年の節目です

が、それらに対応できるのか、いつから実践で

きるのか。それらの進捗状況についてもお尋ね

をさせていただきます。 

  また、県内各地ではさまざまな集客イベント

を行っておりますが、当新庄市でも観光協会主

催のカド焼きまつり、商店街主催の100円商店

街、市が主催される味覚まつり、また私の周囲



- 89 - 

の人は大変楽しみにしておりますそばまつり等

の集客イベントがありますが、食に偏ったイベ

ントという感が否めません。昨今の健康志向を

重視し、各地ではマラソンを初めとしたスポー

ツイベントに大変人気が出てきておるようであ

りまして、そのような中で当市でもそのお考え

をもって検討しようという意思はないものかと

お尋ねいたします。 

  ことしの秋に行われました、たしか天童だと

思いましたけれども、ラ・フランスマラソンロ

ードレースには、県内外より3,500人もの参加

者があったと報じられております。また、自転

車ロードレースのイベントによる集客も可能か

と考えます。萩野と鳥越を結ぶスーパー農道、

今は県道になっているんでしょうか。また、東

山、梅ヶ崎、小泉道路を利用すれば大きな交通

規制も障害が少ないと考えますが、スポーツイ

ベントによる交流人口の拡大の方策についてお

尋ねいたします。 

  健康が一番だと言われる中で、食と運動を連

携した交流人口の拡大に努めたいものです。ま

た、このようなスポーツイベントの参加者は参

加費を払ってまで参加しているようであり、ま

た家族や友人が応援に駆けつけることも多く、

前日に新庄に来てコースの下見などをされるよ

うで、宿泊客の増加も期待されると思いますの

で、ぜひ御検討をいただきたいと思います。 

  ３点目の空き家条例のその後についてであり

ますが、以前の御回答に空き家の利活用も検討

されるとありましたが、利活用の申し込みはど

の程度あって、どの程度、現在、利活用されて

いるのか。住宅で何軒、店舗で何軒と、もしお

わかりでしたら教えていただきたいと思います。

お尋ねいたします。また、解体について経費上

の問題でなかなか費用が捻出できず、現状のま

まにするしかない人々もおられますが、そのよ

うな相談等はなかったのか、あわせてお願いい

たします。 

  以上、質問させていただきます。よろしく御

答弁をお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、最初に道の駅の設置に

ついてというようなことでありますが、きのう

も森議員から質問あったわけですけれども、内

容についてはドライバーの休憩機能あるいは情

報発信機能、地域連携機能と、おっしゃるとお

りそうした機能を持ち合わせたものが現在の道

の駅と。さらには、避難所であるとかさまざま

な情報提供の中で、国土交通省が示す地方創生

の拠点と道の駅の類型機能イメージとしては、

地域外から活力を呼ぶゲートウエイ型と言われ

るものと、地域の元気をつくる地域センター型

に類別されると。どちらを選択しても地域振興

への明確なコンセプトを持つことが重要である

と考えております。 

  ときに、どこに設置し、どのような活用をす

るかというふうな明確なコンセプトが必要であ

るかというふうに思います。市内外れ等に設置

しますと、町の中へ誘客をどう図るのかという

ような、町の中に設置した場合にどういうふう

な誘導策をするのか、両方大変大きなコンセプ

トをきちっとつける必要があるかなというふう

に思います。 

  設置に当たりましては、以前より山形国土交

通省のほうに申し入れをしているところですが、

先般、泉田道路起工式の折、東北地方整備局長

との懇談の中で再度要望し、今後設置の場所あ

るいはそれぞれを含めた先ほどの課題等の検討

を進め、再度提案したいということで考えを東

北地方整備局のほうに示したところであります。

それを待って、整備局のほうでも設置に対する

考え方の指導を行いたいというふうなことです。 

  その前提となる構想の策定の中には、施設の

設置箇所、先ほども申し上げましたように、ど
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こにというのが一番大きな問題であります。あ

と運営主体、以前の議員の皆さんにも申しまし

た。これは、運営主体は市ではやらないという

ことを以前に申し上げたところであります。た

だし、公設民営という考え方は十二分にあるだ

ろうというふうに内部では検討しているところ

であります。 

  そうした意味で運営主体、運営方法と維持管

理方法と多くの課題が与えられますが、市だけ

で当然解決できるものでありませんので、関係

各機関、例えば具体的には物産協会であるとか

農協であるとか、これまで既にやっている産直

の団体であるとかそういうところとも意見を聞

きながら最終的につくればいいのか、その維持

経費等を今調査させているところであります。 

  そんな意味で、道の駅、全国に1,000近くあ

るわけですけれども、全てが黒字というわけで

はありませんので、つくって最後に赤字で誰が

責任を持つかということも十二分に検討し、皆

さんからの判断も仰がなければならないという

ふうに考えているところであります。 

  次に、交流人口の拡大に向けてということで

ありますが、農林漁業体験民宿、いわゆる農家

民宿についてでありますが、本年７月に都市と

農村の交流等による農山村地域の活性化を目的

とした新庄市グリーンツーリズム推進協議会を

設立し、関係団体等と一体となって、グリーン

ツーリズムの推進のために必要な啓発、普及、

情報発信などの条件整備などの活動を本格的に

スタートいたしました。これなども以前、議員

の皆さんから「もう、グリーンツーリズムとい

う言葉が使われて大分になるよ」と指摘を受け

ていたわけですが、その中でも本格的にスター

トしなければいけないというふうなことで、お

くれた感があることは大変申しわけなく思って

おります。 

  その中で目指すところ、グリーンツーリズム

の目指すところで統一された考え方が、やっぱ

り農家民泊を推奨していく、これが一番大きな

最初のスタートではないかということで、初め

ての事業といいますか行動として、県内での農

家民宿の飯豊町で11月に開催されたセミナーに、

会員を含め参加してきたところであります。参

加者自体の感想としては、余りハードルは高く

ないとの感覚をつかんだようであります。 

  市内でのそうした民泊の協力者は現在10軒ほ

どあるわけですが、なりわいとするまでには至

っていない状況であります。視察などを進めて

おりましたところ、山屋地区が農家民宿に関心

を示しておりますので山屋地区を重点地域と位

置づけ、農家民宿を１軒でも多く取り組んでい

ただけるよう関係者との協議を進めておるとこ

ろであります。 

  現在、関心のある方々、３名ほどですが、具

体的に飯豊町の民泊を経験、これからですが、

経験するということが何よりも大切だろうとい

うことで、自分で体験し、そして今後の進め方

をするということの今は現状だというふうに御

理解賜ればというふうに思います。 

  もう１点の交流人口、マラソン等については

教育長より答弁させますので、よろしくお願い

いたします。 

  次に、空き家条例のその後についてというこ

とでありますが、空き家条例について再利活用

された空き家はあったのかということでありま

すが、年間二、三件程度の問い合わせがありま

すが、民家の実績については現段階ではないと

いうふうに把握しております。 

  店舗等につきましては、危険空き家対策の中

では特に問い合わせはございませんが、その場

合、相談があれば関係各課と各種補助金の活用

を進めたいと考えております。空き家というよ

りも再利活用できる、リフォームできるような

ところで具体的にいけば、支援させていただい

たのが駅前のたこ焼き屋さんなどは再利用とい

うようなことになるかというふうに思います。 
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  今後の利活用の方向性についてでありますが、

現在300戸を超える空き家のうち、リフォーム

をすれば活用できる空き家が３割程度と見込ん

でいます。90軒程度ぐらいを見込んでいます。

これら住居可能な空き家を利用、活用していく

ために、平成25年度より県宅地建物取引業協会

新庄最上の協力を得て、新庄市空き家利活用対

策モデル事業に今現在取り組んで進めていると

ころであります。このモデル事業を検証し、空

き家の活用が定住促進の重要な施策であるとの

認識から、来年度には空き家登録紹介制度の構

築に向けて現在進めているところであります。 

  空き家利用については、所有者の意向が大き

く働くことから、所有者から前向きに判断して

いただけるような独自性のある仕組みづくりも

あわせて考えてまいりたいと思っております。 

  次に、25年１月１日に空き家等の適正管理の

促進に関する条例を施行させていただいたわけ

ですが、なかなか進まない空き家の解体につい

て上限を定めて解体費用の一部助成を考えられ

ないかというようなこと、きのうも御質問あっ

たわけでありますが、平成25年度中に空き家情

報を収集、整理し、26年４月１日現在で326戸

について空き家と認定し、近隣から苦情が寄せ

られるものについては指導を行い、あわせて管

理者に対し今後について確認する意向調査を行

ってきました。今年度は６件になりますが、平

成24年度の空き家調査から３年間では合計77件

の解体がなされ、その後、更地や駐車場に活用

された事例がございます。 

  家屋の解体に対し、上限を定め費用の一部の

補助についてですが、基本的には所有者の、き

のうの答弁ですが、所有者の責任において行わ

れるべきものでありということで、所有者の負

担が原則と考えておりますが、きのう答弁しま

したとおり、なかなかできないという場合につ

きましては、山形県の住宅供給公社で進めてい

るまちの再生事業なども活用し、一定の条件下

のもとに解体費用をし、公社、国などが負担を

するというのも今後の空き家問題を考える上で

の選択肢の一つになるものと考えています。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

小嶋冨弥議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、私のほうからスポー

ツイベントによる交流人口拡大についての答弁

をさせていただきます。 

  本市で開催されているマラソン大会や自転車

競技大会は、いものこマラソン、クリテリウム

新庄大会がございます。いずれの大会において

も市内のみならず宮城県や秋田県、遠くは静岡

県など広く県内外から参加いただいております。 

  スポーツは、健康増進のみならず経済を含め

て地域活性化の大事な手法であると考えており

ますし、東根のさくらんぼマラソン大会や議員

の御質問にあった天童市のラ・フランスマラソ

ンなどは大きな成果を上げていると思っており

ます。また、日ごろより議員の皆様からも大規

模なマラソン大会などを開催できないかと御指

摘もいただいておりますし、スポーツの大会を

イベントとして捉え、新庄のよさを感じていた

だける新庄らしいスポーツ競技大会等を開催す

ることの必要性も感じており、今後の課題と思

っております。 

  そのような中で、来年度はスローピッチソフ

トボールの国際親善大会、東日本軟式野球大会、

県レクリエーション大会、平成29年度は南東北

インターハイでのバドミントン競技、平成30年

度には天皇杯全日本軟式野球大会など県大会や

全国大会、国際大会などの各種スポーツ競技大

会が本市でも開催される予定であり、そのよう

な機会を生かしスポーツの面からの交流人口拡

大による経済効果が得られるものと考えており

ます。以上でございます。 

４ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小嶋冨弥議長 佐藤義一君。 
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４ 番（佐藤義一議員） 市長、教育長、丁寧な

御答弁ありがとうございました。 

  それでは、余り時間をかけないで再質問をさ

せていただきます。 

  まず、最初に道の駅についてです。 

  隣の隣の町、尾花沢市の交流人口の中で、尾

花沢市に入ってくる人口は80万人でした。何年

か前までは。ねまるという道の駅ができてから

100万人から110万人、ちょっと交流ともダブり

ますけれども、道の駅を設置することによって

人の流れができる。尾花沢市には銀山温泉とい

う有名な旅館があります。そこの利用客がほと

んど多いんですけれども、道の駅ねまるができ

たおかげで20万人から30万人の尾花沢市に入る

人口がある。これは、非常に大きいことだと思

います。課長、どうでしょうか。そういう効果

をどういうふうに考えられますか。 

松坂聡士都市整備課長 議長、松坂聡士。 

小嶋冨弥議長 都市整備課長松坂聡士君。 

松坂聡士都市整備課長 今、議員のおっしゃると

おり、尾花沢花笠の里ねまる、この施設につい

てはやはり相当の交流人口が生じているという

ふうに思います。 

  まず、道の駅そのものにつきましては、最初

の段階ではドライバーの休憩施設というふうな

位置づけから始まりまして、現在進化しており

まして、その施設に今度は特産物を販売する

と。そこからまた進化しまして、今度は人を呼

ぶと。そして、さらに進化しまして、人を呼べ

ば仕事が生まれるというふうな形で、非常に鎖

状に輪が広がってくるというふうなものでござ

います。やはり道の駅一つにいたしましても、

その地域が発展するというふうな効果は非常に

あるかと思います。 

  ただし、ここで気をつけなければならないの

は、そこの道の駅だけで完結してはならないと

いうふうなことでございます。それをもととし

まして、そこから今度は新たな人の流れをつく

るというふうなことが非常に大事かというふう

に考えております。ですから、その流れをつく

るということでいろいろ考えながら進めたいと

いうふうに思っているところでございます。 

４ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小嶋冨弥議長 佐藤義一君。 

４ 番（佐藤義一議員） 課長の御答弁、すばら

しいですね。流れがちゃんと把握されておりま

して、私も全くそのとおりだと思います。 

  ですから、今回、道の駅と交流人口の拡大と

いうのは、つなげて質問するという意識が私の

中でもありましたので、いかにして新庄に人を

呼ぶか、交流させるかということです。道の駅

ねまるというのを私も調べましたところ、課長

のおっしゃるとおりで、最初は、国道からちょ

っと下へおりるんですね、入りづらいし上りづ

らいという批判があったんですけれども、ただ

二、三十万人の交流人口が発生しているという

のは大きな驚きを持って私は感じました。 

  それで、今、市長からも御答弁ありましたけ

れども、赤字になった場合の経営責任あるいは

やりたいけれどもクリアしなきゃならない、新

庄市だけでいいのかという話があるという御答

弁をいただきましたけれども、私も結構車に乗

ってあちこち歩くのが好きでして、岩出山町、

今で言う大崎市にあるあ・ら・伊達な道の駅、

あそこに年３回ぐらいドライブがてら行くんで

すけれども、まずネーミングがいいですね。

あ・ら・伊達な道の駅という。一番最初に行っ

たときに、ロイズのチョコレートを売っている

わけですよ。ロイズのチョコレートというのは、

北海道の余市でつくっていまして、自分のとこ

ろの専属店でなければ売らないというプライド

を持っているロイズのチョコレートなんです。

それで、何でここでロイズを売っているんだや

と聞きましたら、あの当時の岩出山町と余市町

が姉妹都市だった。それで、道の駅をつくると

きに余市と話をしてロイズを売らせてほしいと
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いうことで売っていますと。 

  非常に体系が似ているなと思うのは、今、市

長が答弁されましたように、新庄市だけでいい

のかという話なんです。最上郡に道の駅はない

んですよ。ただ一つあるのは、戸沢村の前の高

麗館、あれが道の駅とざわという名前でデビュ

ーしていますけれども、そういう形の中で模索

をしていいんだと思うんです。最上郡でやって

いこうと、最上郡の特産物でやっていこうと。 

  ことしの７月の29日でしたけれども、成田に

行く用事がありまして、東北自動車道から磐越

道を通って常磐道を抜けて成田空港の近くの小

さな高速があります。そこに本当に小さなサー

ビスエリアがあったんですよ。高速ですので。

私、初めて見たんです。大手コンビニと、両方

やっているんですよ。コンビニにも負担させる、

大手の。そこで出資させてやっている、そうい

うやり方があるんじゃないかと思いますので、

これは広域等の連携をしていってもいいんじゃ

ないかと思います。それで、そこの中には新庄

の道の駅に行ったら沖縄のものが売っていたと

か、そういうことも考えられると思うんですが、

いかがでしょうか。 

松坂聡士都市整備課長 議長、松坂聡士。 

小嶋冨弥議長 都市整備課長松坂聡士君。 

松坂聡士都市整備課長 先ほど議員のおっしゃい

ました宮城県のあ・ら・伊達な道の駅ですか、

そこで販売しているチョコレートというふうな

話で、非常にインパクトのある品物でして、要

は余市で開発されて、会社、それをブランド化

して販売店を道の駅で売っているというふうな

形になっています。こういうふうなオリジナル

商品の開発から販売というふうな、これも一つ

の産業振興、地域に元気をつくる地域センター

型というふうな形で位置づけられているもので

ございます。やはりそういうふうなことも一考、

考えた上で道の駅については将来的にイメージ

といいますか、それを持っていくというふうな

ことが必要ではないかと思います。 

  その中で、やはり先ほどおっしゃいました広

域に関するもの、これについてもやはり新庄市

だけではできない部分もございます。これにつ

いては、やはり連携しながら国土交通省が示す

道の駅による地方創生拠点の形成というふうな

形で、先駆的な道の駅の取り組みについてはモ

デル箇所を選定されまして、選定されますとや

はりいろんな支援策があります。それを有効に

使っていくというふうな方策も考えられます。

今後、関係各機関または関係者ともいろいろ話

をして、総合的に判断していきたいというふう

に考えております。特に、情報収集等について

は皆様方からいろんな情報を伺いながら計画段

階、それも含めましていろいろ情報収集等を図

っていきたいというふうに考えてございます。 

４ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小嶋冨弥議長 佐藤義一君。 

４ 番（佐藤義一議員） 本当に丁寧にありがと

うございます。 

  道の駅に関しましては終わりますけれども、

今回の12月の定例会の中で２人の議員が道の駅

のことを訴えたということは、非常に意味合い

が重いものだと思います。同じ会派ですので、

示し合わせたつもりはありません。偶然に道の

駅の話が２人から出てしまった。それは、やっ

ぱり市民がそういうふうなものが新庄に何でな

いんだと、きのうも誰か言いましたけれども、

新庄には何もないということではなくて、それ

はやっぱりスタンスとして示していくべきでは

ないかと思う。２人の市議が質問したという重

みを受け取っていただきたいと思います。 

  それで、次に交流人口の拡大について再質問

をさせていただきます。 

  教育長から先ほど、さまざまなイベントはや

っているんだと、いものこマラソンもやってい

ると。県外、東京、静岡からも来ているという

ことでしたので、前振りもなくて大変申しわけ
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ないんですけれども、いものこマラソン等につ

いての参加者数、それから先ほど私が申し上げ

ました参加費、料等は徴収されているのかお尋

ねします。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

小嶋冨弥議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 ちょっと本日、詳しい資

料を持ってこなかったんですが、今年度のいも

のこマラソンにつきましては600人を超えまし

て、たしか614人だったかと思います。参加費

については、300円だったか500円だか、ちょっ

と資料を持ってきていないので申しわけありま

せんが、そういった金額だったと思っておりま

す。以上です。 

４ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小嶋冨弥議長 佐藤義一君。 

４ 番（佐藤義一議員） 何で農家民泊等にこだ

わるのかといいますと、このスポーツイベント

をやっていくことによって彼らの新庄に来る目

的というのは、スポーツ大会に参加することな

んですね。それで、温泉に泊まるのが目的では

ないわけですよ。ですから、そういう選手方を

受け入れられるような、山屋のセミナーハウス

という話を聞きましたけれども、これは非常に

私はいいことだと思っているんです。そこでや

っていく。彼らは、いい温泉に入っていい料理

を食べていい酒を飲んで、ああ新庄っていいと

ころだと帰ろうとは思っていません。参加して、

景色のいいところを走って、眺めて、それで人

情に触れてやっていく。ですから、ぜひそうい

うスポーツイベントをやっていただきたい。 

  私、決してコースは難しいとは思いません。

私もあそこを何回か走りましたけれども、あの

道路であれば大がかりな交通規制は要らないと

思います。そういうふうなことでやっていただ

ければ。 

  先ほど、教育長からもありましたけれども、

スローピッチソフトボール大会、これは来年の

10月に新庄市で行われると。名前が何といいま

したっけ。メイジャ・マクレですか。これは、

ハワイの言葉で、皆さん御存じでしょうけれど

も、「偉大なる年寄り」という意味だそうです。

これに新庄市はどのようなかかわりをしていく

のかをちょっとお尋ねします。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

小嶋冨弥議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 スローピッチソフトボー

ル大会、国際親善大会ということであります。

これについては、信用金庫の井上理事長のほう

からお話がございまして、我々のほうでもバッ

クアップしていきたいというふうに思っている

ところでございます。 

  今年度は、熊本市で第16回の大会がございま

した。熊本市につきましては、８チームの参加

ということで報告をいただいておりますが、そ

の前年度の益子町というところでは台湾からの

チームが参加しているということで、国際親善

大会ということでございます。こちらのほうで

は、３月の予算のほうにも要求をさせていただ

いて、信用金庫と商工会議所とタイアップしな

がら進めていきたいというところでございま

す。 

  参加チームとしては、13、14、15チームぐら

いをめどにやるわけですが、最低200はすると

いうことでしたので、そういったことでも交流

人口の拡大を図っていきたいということでござ

います。よろしくお願いします。 

４ 番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

小嶋冨弥議長 佐藤義一君。 

４ 番（佐藤義一議員） さまざまなことをやっ

ていって、試行錯誤して新庄が市長のおっしゃ

る人行き交うまちになれるように頑張っていき

たいと思います。 

  以上で質問を終わります。どうもありがとう

ございました。 

小嶋冨弥議長 ただいまから10分間休憩いたしま
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す。 

 

     午後１時３６分 休憩 

     午後１時４４分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

髙橋富美子議員の質問 

 

 

小嶋冨弥議長 次に、髙橋富美子君。 

   （７番髙橋富美子議員登壇）（拍手） 

７ 番（髙橋富美子議員） 市民・公明クラブの

髙橋です。通告書に従いまして一括方式にて一

般質問をさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

  １点目に婚活支援についてお伺いいたします。 

  結婚についての価値観の多様化や若年層の経

済的な困窮などを背景に、未婚者の増加は全国

的な傾向にあります。未婚率は、今後緩やかな

がらもアップし続け、2030年には男性の約３人

に１人は結婚しない可能性もあるとの新聞報道

がありました。このままでは地域社会は成り立

ちません。本市においての婚活新事業の具体的

な取り組みと成果について、また市単独で婚活

事業を立ち上げることで、より充実した支援が

期待され人口減少に歯どめができると思います

が、市独自の婚活事業実施についての考えにつ

いてお伺いいたします。 

  ２点目に、認知症対策についてお伺いいたし

ます。 

  認知症高齢者は全国で300万人を超え、団塊

の世代が75歳以上となる2025年には約470万人

に達し、４人に１人が認知症を発症されると言

われており、大変身近で大きな社会問題である

と思います。認知症対策については、厚労省が

策定した2013年度から17年度までの５カ年計画

オレンジプランがあり、これに基づいて本市に

おいても早期診断と患者、家族への支援などに

取り組んでいると認識をしております。この

2025年に至るまで高齢化が加速度的に進む一方、

社会保障の見直しや介護の担い手不足も予想さ

れる中、高齢者が住みなれた地域で自分らしい

生活を続けられる新しいケアシステムの構築、

これはこれからの深刻な超高齢社会への対応に

欠かせない喫緊の課題です。 

  国の本年度予算には、認知症の患者、家族を

支援する施策や生活支援サービスの基盤整備な

ど、地域包括ケアシステムの構築を後押しする

予算が盛り込まれております。こうした予算を

活用し、医療、介護、予防、住まい、生活支援

などを切れ目なく提供できる体制として地域に

合ったシステムをいかに築くか、市役所を中心

に地域住民や関係諸団体等の取り組みにかかっ

ているとも言えます。 

  団塊の世代が一斉に75歳を迎える年であると

されております2025年、これをめどにそれぞれ

の市町村ごとに地域単位でつくり上げる地域包

括ケアシステムですが、本市における地域の関

係機関の連携体制、在宅医療提供体制の整備、

介護予防の充実、関係分野への人材確保などの

課題から、我が地域の包括ケアシステムの取り

組み状況はどのようになっているのか。また、

今後の計画などについてお伺いいたします。 

  ３点目に、読書による人づくり、まちづくり

についてお伺いいたします。 

  新庄市子ども読書活動推進計画の基本方針の

中に、読書活動を通じて第４次新庄市振興計画

の基本目標「ふれあい 学びあい 心をつなぐ

まち」のもと、心の教育の充実を図りながら、

一人一人の子供たちの感性を磨き、表現力を豊

かなものにし、生きる力を育むことを目的とし

ますとあります。本市の現状等を踏まえ、計画

推進に関する目標、基本方針と具体的活動を整

えるとされておりますが、これまでの進捗状況
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についてお伺いいたします。 

  最後に、市立図書館の利用時間、開閉時間、

また駐車場などの整備が充実することにより、

利用者の拡大とまちづくりの活性化につながる

と思いますが、本市の考えについてお伺いいた

します。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、髙橋市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  まず初めに、婚活支援についてというような

ことで、次第に未婚率の上昇が続きというよう

なことで大変私も危惧しているところでありま

す。 

  本市の結婚活動支援事業につきましては、こ

れまでの取り組みと成果及び今後の市独自の取

り組みの展望についての御質問ですが、これま

での取り組みといたしまして、市では平成22年

度に組織された最上広域婚活実行委員会に参加

し、最上地域に暮らす未婚者全体をターゲット

とした活動を行っております。実行委員会、最

上８市町村の職員だけでなく、民間の有識者、

地域活動者、地域おこし協力隊、結婚支援員な

どで構成され、幅広い見地から意見を出し合い、

最上地域に暮らす独身男女の出会いの機会を創

出、提供するという目的のもとで活動しており

ます。 

  これまでの４年間で婚活パーティーを含め16

回のイベントを開催し、54組のカップルが成立

しております。また、今年度におきましてもこ

れから３月にかけて３回のイベント開催を予定

しているところであります。 

  市独自の事業実施についてですが、最上８市

町村は単に隣接した地域というだけではなく、

社会的、文化的な面からもつながりが深く、暮

らす人々同士も密接につながっている地域だと

いうこともあり、単独ではなく地域全体で取り

組んだほうが効果的であると考えており、最上

広域婚活実行委員会にはオブザーバーとして最

上総合支庁の子ども家庭支援課にも参加してい

ただいております。県からの結婚、子育てに関

する情報や動きも踏まえつつ、今後も地域全体

の未婚者が結婚を前向きに捉えられるような意

識啓発や出会い、結婚につながるような機会の

提供に努めてまいりたいと考えております。 

  次に、認知症対策についての御質問でありま

すが、御指摘のとおり団塊の世代の皆さんがあ

と10年少したちますと75歳で、４人に１人が認

知症というようなことの御意見でありますが、

私もその一人になるのかというような思いで聞

いておりました。 

  認知症対策推進５カ年計画、いわゆるオレン

ジプランは、平成25年度から平成29年度までの

５年間の計画として認知症の高齢者を早期に発

見することで、少しでも早く適切な医療や介護

のケアを開始し、住みなれた地域でそのまま暮

らし続けていけるよう、必要な医療や介護サー

ビス等について国が政策課題を定めたものであ

ります。 

  御存じかと思いますが、計画の主な内容は早

期診断、早期対応に向けた人的、物的整理、地

域での生活を支える医療、介護サービスの構築

などが柱となっており、これまで認知症対策は

事後対応が中心でしたが、これを早期ケアへと

方向転換するのが狙いであります。 

  当市では、市職員、地域包括支援センター職

員を含め21名のキャラバン・メイトが登録され

ております。各種報道で取り上げられる認知症

への関心が高まり、今まで金融機関、老人クラ

ブ等各方面から認知症サポーター養成講座の開

催依頼があり、今年度は11月末現在で710名の

方が養成講座を受講いたしました。今後も本市

職員も含め多くの団体等を対象にさらなる養成

講座の開催を企画し、受講者をふやしていくよ
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う積極的に取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

  また、新庄市地域包括支援センターの主催す

る地域ケア会議にも定期的な開催を実施するこ

とで、地域課題の解決へ向けての共通認識の確

認や認知症で困っている家族の方々の支援の一

助となるよう活用を図っていきたいと思ってお

ります。 

  認知症対策は、地域包括ケアシステムを構築

する上で最も重要な要素ですので、平成27年度

からの介護保険事業計画策定に向けた計画委員

会の中でさらに議論を重ねてまいりたいと思っ

ております。 

  子どもの読書活動推進計画の基本方針並びに

読書による人づくり、まちづくりにつきまして

は教育長より答弁させますので、私からの壇上

からの答弁は以上とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

小嶋冨弥議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、私のほうから平成25

年12月に策定された新庄市子ども読書活動推進

計画の進捗状況についてお答えいたします。 

  これは、平成26年度から、今年度から平成32

年度までの７年間の計画となっており、基本目

標については議員のおっしゃるとおりでござい

ます。そのために、乳幼児から高校生までの発

達段階に応じた現状と課題を踏まえ、目標と具

体的な取り組みを設定しています。また、市立

図書館における子供の読書活動推進への目標と

具体的な取り組みも設定しています。このよう

に、家庭や学校、教育機関等が連携して読書活

動の推進に取り組んでおります。 

  また、読書活動推進の基本方針ですが、１つ

目の推進のための連携協力では、市内の14校の

小中学校の教員と地域コーディネーターを対象

とした研修会を実施しております。また、教育

委員会、保育所、保育園、幼稚園、小中学校、

市立図書館、ボランティアサークル代表をメン

バーとして新設した新庄市子ども読書活動推進

委員会で情報を共有し、それぞれの機関での実

践に生かしてまいりたいと考えております。 

  ２つ目の読書環境の整備では、小中学校の学

校図書館図書購入費を前年度比1.5倍に増額し、

蔵書整備に努めています。また、地域コーディ

ネーターを各校に配置し、授業などにすぐ活用

できる図書リストの作成や図書館環境の整備に

努め、子供たちが来館したくなる環境整備を努

めています。 

  ３つ目の意義についての広報と啓発では、各

小中学校において学校だよりや図書館だよりの

発行等により児童生徒及び保護者への広報、啓

発活動を進めています。さらに、乳幼児期から

家族で読書を楽しむ環境づくりの大切さを啓発

するために、社会教育課の新規事業として４カ

月健診時に全ての子供に本を無償提供するブッ

クスタート事業も行っています。 

  今年度４月に小学校６年生と中学校３年生を

対象に実施された全国学力・学習状況調査では、

読書が好きという児童生徒が全国よりも高い割

合となっております。それら児童生徒の読書に

対する高い興味関心のもとに日新小学校が平成

26年度子どもの読書活動優秀実践校として文部

科学大臣表彰を受賞したり、今年度のＹＢＣ読

書感想文コンクールでも日新小学校が学校賞、

新庄小学校が奨励賞を受賞したりするなど本市

の児童生徒の読書活動の取り組みがすばらしい

成績をおさめております。今後とも関係機関と

の連携を図りながら、計画的に子どもの読書活

動を推進してまいります。 

  続きまして、市立図書館の利用時間及び駐車

場等の整備についてお答えいたします。 

  市立図書館は、議員御承知のとおり、現在指

定管理者制度を活用し運営しております。御質

問の利用時間につきましては、午前10時から午

後６時までとなっておりますが、指定管理者の

努力により学校が夏休みとなる約１カ月間は午
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前９時から開館しております。しかし、これ以

上の拡充は、人員の配置が厳しくできない状況

であると伺っております。利用者からは、利用

時間を延ばしてほしいという声があることは承

知しておりますし、利用者の拡大も予想されま

すので、県内の各市や郡内の町村の現状を参考

にし、指定管理者と協議しながら進めてまいり

たいと思っております。 

  駐車場につきましては、敷地に余裕がなく広

げることはできない状況ですが、近隣の生涯学

習施設の駐車場を利用できるよう、調整を図っ

てまいりたいと思っております。よろしくお願

いいたします。 

７ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

小嶋冨弥議長 髙橋富美子君。 

７ 番（髙橋富美子議員） それでは、再質問を

させていただきます。 

  初めに、婚活支援についてですが、本市の出

生率と未婚率についてどのように推移されてい

るかをまずお伺いしたいと思います。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 出生の関係でございます

けれども、出生率につきましては手元にありま

す25年度、山形県の人口と世帯数というような

ことを見ますと、率につきましては人口1,000

人当たり８パーミルですか、ということで35市

町村の中では５位というようなことで、高いほ

うからになります。 

  出生数というようなことはちょっと浮き沈み

がありますが、少しずつ減ってきている中で近

年では増減というようなものを繰り返しながら

現在は297、直近の数字で押さえているところ

は年間297名と。 

  あと、もう１点、未婚の部分でしたけれども、

これは22年の国調というようなことになります

が、数的には割合から申し上げますと20代ある

いは30代でくくると、未婚率が20代、30代の総

数の中で43％が未婚率であると。もう一つ押さ

えているところは、生涯未婚率というふうなと

ころでありまして、50歳までに一度も結婚した

ことのない人たちの割合というようなことにな

りますが、これにつきましては新庄市の場合は

12.0％というようなことになってございます。

低いほうから６番目、35市町村中６番目という

ことでございまして、推移としてはちょっとそ

こまでは持ってございませんが、未婚率、これ

について男性のほうが女性よりもはるかに上回

っているというような特異さもございますので、

この辺を婚活のほうに反映させていっていると

いうようなことがございます。 

７ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

小嶋冨弥議長 髙橋富美子君。 

７ 番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。 

  本年７月に、会派で大分県の豊後高田市を視

察しました。そちらでは総合的なまちづくりに

ついて学んできたわけなんですけれども、人口

２万3,577人から人口３万人をという新たな目

標を掲げて定住促進、定住関係のサイトを立ち

上げるなど他市にはないさまざまな取り組みを

されておりました。その中でも、やっぱり婚活

についての事業がありました。ユニークなイベ

ントをさまざま計画して積極的に開催しており

ましたけれども、独身男女の出会いを応援とい

うことで今年度は月に一度のツキイチコンパ、

出会いの場を提供されておりました。また、毎

月第４金曜日に婚活サロンを開催しておりまし

て、縁結びお世話人さん、独身者の親御さんを

初めとして市民の方々が誰でも参加いただける

婚活や縁結びについて交流しているサロンです。 

  新庄市においてもさまざま、先ほど取り組み

を伺ったんですけれども、豊後高田市では市で

認定された縁結びのお世話人さんがお引き合わ

せして、カップルが結婚し市に定住した場合、

縁結びお世話人さんへ10万円の奨励金を差し上
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げております。以前、本市にもこのような制度

があったと伺ったんですけれども、このような

取り組み、また復活するようなこととか考えて

いらっしゃるのでしょうか。お伺いします。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 類似の施策ということで、

県内でも１市１町承知しているんですが、今の

ような御発言の提起、非常にありがたい方向性

ですので、その辺をやっている１市１町をちょ

っといつも追跡しているんですが、なかなか実

利が出てこない、あるいはその縁結びの方々が

実際に市の意向を持って実績としてなし得たの

かどうかの検証も難しいとかありまして、ちょ

っとその辺は前に進めない状況ではあるんです。 

  私どものほうでは、やはり人口減少下の中も

ありますので、８市町村、最上地域全体で同じ

社会構造下の中にありますから連携をしながら、

スケールメリットというふうなことで企画ある

いは他への連携の考え方、こういうものを導入

しておるところでして、単独でやっているとこ

ろもその中には１つ同じような事業をやってい

るところもあるんですけれども、なかなかその

方向性として結果が出てきていないというよう

なこともありますので、今言われたようなとこ

ろには少しちょっと今は向いていけないという

ような状況になっています。 

７ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

小嶋冨弥議長 髙橋富美子君。 

７ 番（髙橋富美子議員） なかなか難しい面は

あるとは思いますが、そういうこともやっぱり

必要なことであると思います。 

  富山県の南砺市の取り組みをこの間お聞きし

たんですけれども、市内在住の成人男女ボラン

ティアで行っている「婚活応援団なんとおせっ

会」、あと「婚活倶楽部なんと」とかとネーミ

ングもすごいんですけれども、出会いの場をい

ろいろ提供しているわけですが、婚活倶楽部な

んとというのは出会いの場を提供するだけで、

おせっ会は婚活に踏み込めない男女を強く後押

しする役割を担っているということでした。 

  ちょっと前までは、やっぱりおせっかいとい

うか世話好きなおじさん、おばさんというのが

どこにもいたような気がするんですけども、今

はなかなかそういう方もいらっしゃらない。こ

の南砺市では、３年間で38組がゴールイン。先

ほど伺った五十何組もカップルが誕生している

ということで、こちらも本当にすごいんだなと

思いましたけれども、やはりおせっかい、お世

話をする方、本当に必要なんじゃないかなとい

うふうに思います。市の中に１つ課をつくると

いうのは大変難しいことだと先ほどお伺いしま

したけれども、今構成されている中でそういう、

もう少し前に、おせっかいをもっともっとおせ

っかいしてくれる方が必要じゃないかなと考え

ます。 

  最近は、本当に人間関係の希薄化ということ

で、都市部だけではなく本当に郡部、本当に今

は都市部も郡部もないような状況だと思います。

それで、今は本当にネットの時代だなというこ

とで私もびっくりしたんですけれども、インタ

ーネットで知り合って、インターネットの中で

恋愛ゲームをするんだそうです。皆さん御存じ

でしょうか。それで、本当にこれは実際にあっ

た話だということなんですけれども、インター

ネットで恋愛関係というかあれして、本当にた

った５回会っただけでこの新庄市に嫁いできた

方がいらっしゃるということでした。もうそう

いう世の中なんですけれども、やはりネットは

ネットでいい面があるかとは思いますけれども、

私はやはり人間対人間、もうそばにいていろん

な方が本当に親身になって結婚ということを考

えて今、行くべきであると思います。その点で、

もう一度取り組みの中身ですか、具体的な、も

っとこういうのをやっていきたいという市のお

考えがありましたら、お話しいただければお願
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いします。 

荒川正一総合政策課長 議長、荒川正一。 

小嶋冨弥議長 総合政策課長荒川正一君。 

荒川正一総合政策課長 今、８市町村の中で実行

委員会を組みながら進めているんですが、その

成果と課題が浮き彫りになっておりまして、課

題としてはなかなか女性の参加を得られないと。

先ほど54組のカップルがということでこの４年

間の実績を申し上げましたけれども、その７割

が２月のイベント、いわゆるバレンタインの集

中するイベントの月に成立しているというよう

なことのようです。したがいまして、バレンタ

インの性格というか、そちらから見れば女性と

男性とのかかわり方の違いなのかなというよう

なことで、女性が参加しやすくするような方向

づけをここ数年しているんですが、なかなかや

っぱり大きくはね上がるような結果には出てこ

ない。 

  もう一つの課題は、男性が女性とのかかわり

方について臆病なのか、あるいはよくわからな

い。話し方、服装、そういうようなものがあり

まして、スキルアップをしようというようなこ

ともしております。男性は、延べて参加者は多

いんですが、悪く言えば多いだけというような

形になってしまう部分がありますので、私的な

ものを今流にしていかないと女性のほうもコミ

ュニケーションがとりづらいというようなこと

になってまいりますので、男性、女性のそれぞ

れの特質、課題を浮き彫りにした上で、じゃあ

どうするのかといった中でスキルアップ講座な

り、あるいはスタッフ自体がもうちょっと勉強、

研修したいというようなこともしておりますし、

隣接している他地域に出ていって、そこでイベ

ントをやってみたいとか、あるいは業種を変え

てやってみたいというふうなことの考え方も出

ております。 

  今、議員の言われたおせっ会隊というふうな

ことも含めて提起して考えていけるものなのか

なというふうなことで、さまざまな形でやって

いかないと、試しにもなるんでしょうが、県も

そのようなやり方でやっていますので、よくよ

く参考にさせてもらいながら実行委員会のほう

にも提起していきたいというふうに思います。 

７ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

小嶋冨弥議長 髙橋富美子君。 

７ 番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。 

  やはり本当に皆さんで目をかけながら、声を

かけながらやっていけば何とかイベントも大成

功するのではないかなと思いましたので、引き

続きよろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、認知症対策のほうに移らせていた

だきます。 

  先ほど高齢者の認知症の数を伺ったのですが、

前回からまたふえていまして、なお認知症サポ

ーターの役割について質問させていただきます。 

  先ほど、市長の答弁の中で認知症サポーター

が710名にふえておりました。６月現在、伊藤

市議が同じ質問をされたんですが、そのときは

537名でした。それから200名近くふえておりま

して、本当にこの認知症サポーターについての

取り組みというか、皆さん本当に必要性を感じ

ていらっしゃって、参加をされているんだなと

いうふうに思いました。 

  私も新庄市の認知症サポーターの講座に参加

することができなかったもんですから、東根市

の認知症サポーター養成講座をたまたま受講す

ることがありました。本当に今まで知り得なか

ったことがたくさんあって、大変勉強になりま

した。そのときに、終了してオレンジ色のリン

グですか、認知症サポーターの印ということで

オレンジ色のリングをもらいました。私も、今

はつけていませんけれども、それがまず目印と

いうかになるんですけれども、町の中を歩いて

いてそういう、皆さん、見かけたことはありま

すかね。私は、余りそういう方に出会ったこと
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がありません。私自身も徘徊された方とか、そ

れから本当に妄想ですか、いろいろ認知症の症

状の方に出会いました。その中で、やっぱりそ

ういう認知症サポーターの養成講座を受けてい

たもので、いろんな対処の仕方を学ぶことがで

きました。 

  前回、伊藤市議も言われたんですけれども、

その認知症サポーター養成講座を受講した後の

取り組みがしっかりとしていかなければ、何の

ために受講されたのか、一人一人は多分そうい

う場面に遭遇したときにいろいろ対処はできる

と思うんですけれども、全体としてのそういう

受講を終えた後の何かもう一つ手だてがあって

もいいんじゃないかなという思いが１点と、そ

れから今後サポーターをふやしていくという話

がありましたけれども、一体どれくらいの人数

というかふやす予定があるのかをお願いしたい

と思います。 

小野茂雄成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、小

野茂雄。 

小嶋冨弥議長 成人福祉課長兼福祉事務所長小野

茂雄君。 

小野茂雄成人福祉課長兼福祉事務所長 認知症サ

ポーターの件についてお答え申し上げます。 

  認知症サポーターにつきましては、サポータ

ーという名前からして認知症の方を支えていく

役割というふうなことで言葉尻からするとそう

いうふうに思われがちですけれども、認知症の

方の行動特性を知っていただいて、市民が適切

に接していただくというふうなところを勉強し

ていただく場というふうなことで、そういった

受講者の方をサポーターと呼んでいるところで

あります。 

  先ほどの市長答弁にもございましたように、

金融機関でありますとかにおいては、やっぱり

認知症の方が毎日いらっしゃるとかということ

もございまして、金融機関の申し込みが多かっ

たところでございます。また、老人クラブにつ

いても何カ所かあったところでございますけれ

ども、今年度につきましては新庄警察署の方々、

一応全員受講していただいたところです。徘徊

等におきまして、やはり警察の方が接すること

が多いものですから、その接し方について学ん

でいただいたというふうなことで、アンケート

の中でもかなり好評だったというふうに認知し

ております。 

  今後どうやってふやしていくかというふうな

ことですけれども、やはりいろいろなところに

呼びかけていくというふうなところが中心にな

ってくると思いますので、やはり、例えば、き

のうも話がありましたけれども、健康福祉推進

員とか地域の方々にとっても、やはり自分の家

族でありますとか周囲の方々に接していく機会

というのは今後ふえてくると思いますので、そ

ういった呼びかけを今後もしていきたいという

ふうに考えております。 

  一応、人数、これからどういうふうにふやし

て、目標を持ってみたいな形で聞かれましたけ

れども、それについては今のところ定めてござ

いませんけれども、積極的に受講を呼びかけて

いきたいというふうに思っております。 

  なお、今年度につきましては、市職員の窓口

業務を担当する職員の方を中心として講座を、

サポーター養成講座につきましてやっていきた

いなというふうに考えているところです。以上

です。 

７ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

小嶋冨弥議長 髙橋富美子君。 

７ 番（髙橋富美子議員） 今回のお知らせ版の

11月25日号というんでしょうか、それにもしっ

かり認知症についてのサポーターの件とかも入

っておりました。まだまだいろんなところで啓

発活動をお願いしたいと思います。 

  先ほど、私は東根市で受講したんですけれど

も、最後に社会福祉協議会の事務局長さんが絵

本の読み聞かせをしてくれたんです。それは、
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「大好きだよ キヨちゃん」ということで、お

ばあちゃんとお孫さんの物語というか絵本でし

た。そのお孫さんは、おばあちゃんがだんだん

変化していく姿にすごくいら立ちとか、何でず

っとずっと僕に迷惑をかけるんだみたいなこと

を言うんですが、おばあちゃんが認知症だった

ということをそこで知ってからおばあちゃんに

接する態度が変わり、思いやりとか優しさに変

わってきたというそういう絵本でした。 

  今、小中学校を会場に子供の認知症サポータ

ーの養成に取り組んでいる自治体があると聞い

ております。本市において、このような取り組

みは考えていらっしゃるのでしょうか。お尋ね

します。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

小嶋冨弥議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 学校現場におけます認

知症対策についてですが、特段サポーター制度

というのについては現在のところ行ってござい

ません。ただ、学校教育の中につきましては、

総合的な学習の時間の中で福祉を扱う分野がご

ざいまして、お年寄りの方と接する場面とか、

あと道徳の時間の中で昔から題材にされていま

す長幼の序というものに通じます思いやり、親

切などという徳目を通じまして、目上の方に対

する思いやり、それから困っている方について

手を差し伸べることについては、これまでも取

り組んでいるところでございます。 

  このような機会を踏まえまして、ぜひ福祉の

中でもこういう認知症ということについては、

子供たちについてもかかわってくることになり

ますので、教育の場面を通じながら適切な指導

を行ってまいりたいというふうに思います。 

７ 番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

小嶋冨弥議長 髙橋富美子君。 

７ 番（髙橋富美子議員） わかりました。しっ

かり、やっぱり今、本当に誰がなってもおかし

くないそういう認知症に対して、本当に思いや

りの精神で接していきたいなと感じました。 

  最後に、先ほど市立図書館の開閉時間という

ことで、本当に指定管理者制度があるというこ

とで、大変問題があるというお話をお聞きしま

した。 

  尾花沢の市立図書館は、月曜日から土曜日ま

で午前９時から７時、あと日曜祝日は９時から

午後５時。また、甑葉プラザも火曜日から金曜

日が午前10時から７時、土曜日が９時から夜７

時、日曜祝日は午前９時から５時というふうに

時間帯もさまざま工夫されているようです。市

民の皆様がやっぱり使い勝手のいいように、冬

場は遅くてもいいのかなと思いますけれども、

やっぱりさっきお話ありました夏、子供たちが

夏季休業に入るときは時間も９時からというこ

とでしていただいているんですけれども、やっ

ぱり夏の間は少し早目に、今は退職者も多いで

すし、９時からとかそういうところを再度検討

していただきたいなと思います。 

  これはお願いですので、以上をもって私の質

問を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

小嶋冨弥議長 ただいまから10分休憩いたします。 

 

     午後２時２２分 休憩 

     午後２時３２分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 

 

 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇）（拍手） 

１ 番（佐藤悦子議員） 日本共産党の佐藤です。

一般質問を申し上げます。 

  さきの質問された議員の皆さんが、新庄最上
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地域の人口減少をどう食いとめていくのかとい

うことを大きなテーマにしておられました。私

は、新庄最上地域の人口減少を食いとめられる

かどうかというのはエネルギー問題と食料自給

問題、これに責任を負える日本になれるかどう

か、農業が基幹産業として持続できる政治にな

れるかどうか、これが私は一番大きなことだと

思います。安倍内閣は、地方創生と言いながら

国民の胃袋と財布をアメリカに売り渡すＴＰＰ

を推進しています。そしてまた、このたびの米

価暴落には何の手も打ってくれません。これで

どうして地域創生ができるのか、私は怒りでい

っぱいです。 

  そこで、第一に米価下落対策について伺いた

いと思います。 

  このたびの米価は、米の銘柄によっては１俵

当たり前年比で3,000円も下がっています。10

アール当たり８俵を収穫とすると、1.5ヘクタ

ール耕作している農家は36万円の減収が見込ま

れます。そのまま10ヘクタールを耕作している

農家に当てはめれば、240万円の減収です。20

ヘクタール耕作した場合に当てはめれば、480

万円もの減収です。米価暴落は、大規模農家ほ

ど大きな打撃となっています。 

  その上、減反への補助金が半減しました。米

をつくっても飯が食えねえ、そういう時代です。

米価は来年もさらに下がるのではないかという

見通しもある中で、農家は再生産の意欲を失っ

ています。融資、これもそのままで本当にあり

がたいことでありますが、それだけでよいのか

と私は思います。 

  秋田県東成瀬村は、2000年から2014年につい

て村独自で米価対策に取り組んでいるとのこと

です。ＪＡの概算金の５年間の平均額と平成26

年度産米の概算金との差額の半額を補助してい

るそうです。今年度3,000円下落した米には、

村は60キロ当たり1,100円の補助をするそうで

す。仙北市では、10月18日１俵当たり200円、

市全体で3,737万円の農家への市独自の補助を

行ったそうです。当市でも緊急に独自補助を実

施する考えはないか、お聞きしたいと思います。 

  また、国民健康保険税の市独自の減免の拡充

が必要ではないかということも伺います。農家

に独自減免の制度をこの際お知らせして、軽減

を図ることはできないでしょうか。もし、該当

者がない場合は、減免の基準の緩和が必要では

ないか、お考えをお聞かせください。 

  次に、米の消費拡大に取り組むべきではない

かということを伺います。例えば、高齢者福祉

施設や学校、乳幼児施設の給食で米飯給食をふ

やすように奨励するなどをしてはどうかお聞か

せください。 

  また、米価下落の原因はどう見ておられるで

しょうか。自給率の低い日本で、主食である米

をつくる生産者に価格補償をしない状況を市長

としてどう見ているか、お考えを伺います。ア

メリカでさえ生産物の価格補償をして農家に二

重、三重の助成をしています。国民の主食に責

任を持たない政治は、おかしいのではないでし

ょうか。 

  大きな２つ目の質問です。 

  福祉施策の充実で、格差解消を目指すことに

ついて伺います。 

  年金が下がり物価が上がる中で、家計消費が

冷え込んでいます。そこで、福祉灯油の実現で

低所得者世帯を励ますべきではないかと思いま

すが、いかがでしょうか。 

  また、視覚障害者だけに絞って実施しており

ます市独自の移動支援事業ですが、これは大変

喜ばれております。その対象者を知的障害者や

身体障害者にも広げてほしいという要望がある

ということですが、どう考えているかお聞かせ

ください。 

  また、第３子保育料無料化の施策の拡充をど

う考えているかお尋ねします。市独自で、上の

子供が小学３年生になるまで第３子以降保育料
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が無料となっています。このたび該当すること

になった世帯は、ぎりぎりの生活で働かざるを

得ない、本当に助かると言っておられました。

少し離れて生まれても第３子保育料無料化が受

けられるように拡充すべきではないかと思いま

すが、いかがお考えでしょうか。 

  大きな３つ目の質問です。 

  介護保険の大改悪でサービスの切り捨てを許

さないことについて伺います。 

  安倍自公政権は、さきの通常国会で医療介護

総合法の可決を強行しました。この法律は、多

くの高齢者を介護サービスの対象から除外し、

入院患者の追い出しをさらに強化するなど公的

介護、医療保障を土台から掘り崩す大改悪法で

す。以下、この法律を総合法とします。 

  ７月に、厚生労働省は総合法の具体化に向け

てガイドライン案、告示案、政省令案等を明ら

かにしました。総合法は、要支援者の訪問介護、

通所介護を保険給付から外し、市町村が実施す

る地域支援事業に移すとしています。具体的に

は、地域支援事業の介護予防事業に要支援者の

訪問、通所介護の代替サービスを加え、新しい

介護予防、日常生活支援総合事業（新総合事

業）に改変します。新総合事業のサービスは、

既存介護事業所による専門的サービスとボラン

ティアなどによる多様なサービスが用意される

ことになります。既存の介護事業所の専門的サ

ービスを利用してきた方も、一定期間後にはボ

ランティアによる多様なサービスに転換してい

くようガイドライン案は指示しています。 

  今回の法改定に先行して予防モデル事業を行

った市町村がありますが、そこでは行政が要支

援者を説得して、強引に介護サービスを打ち切

るなどの事態が相次いでいるとのことです。サ

ービス切り捨てによる給付費の削減こそ、この

制度改定の本質になっています。要支援者を軽

度者として一くくりにして、今利用している介

護保険のサービスから外し、住民主体の自主的

支援に肩がわりさせようという改悪です。要支

援者の援助のためには、高齢期の心身と生活の

全体を把握するための知識と視点、高齢者本人

を主体としたサービスの技法と倫理観を持ち、

熟練した対人援助を行うことができるホームヘ

ルパーが私は欠かせないと思います。 

  そこで、要支援者サービスの新総合事業への

移行について市町村の条例で実施をおくらせ、

2017年３月末まで現行の仕組みを継続すること

が可能だと聞いておりますが、そういう立場で

いるべきだと思うんですが、市の考えをお聞き

します。 

  また、要介護認定、サービス受給は権利です。

自治体が妨害することは法令違反とのことです。

行政が圧力をかけて本人の同意もなしにサービ

スを打ち切ることはないと言えるかどうか確認

したいと思いますが、どうでしょうか。 

  また、特別養護老人ホームの入所は介護度３

以上に限定していくとのことですが、それでも

介護難民の深刻な実態は改善されません。そこ

で、特養ホームの抜本的な増設、入院患者の追

い出しの中止、居住系サービスの低所得者の利

用料の減免、虐待や孤立など処遇困難を救済す

る措置、福祉の再建などが必要ではないかと思

います。市の考え方を伺います。 

  また、利用料の２割への引き上げは、施設利

用者とその配偶者の生活破壊、負担を苦にした

退所がふえるなど、悲惨な事態になることが予

想されるのではないかと思います。どう見てい

るか伺います。 

  そして、介護保険料は2015年には全国平均で

8,200円になることが予想されています。年金

は、アベノミクスによる物価上昇の影響も含め

ると、実質年金額が安倍政権発足後、６％も減

りました。来年度は物価上昇以下に支給を抑え

るマクロ経済スライドを初めて発動します。今

後30年間も年金削減を続けることが検討されて

います。そうした中で、高齢者の負担は限界を
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超えているのではないでしょうか。保険料を抑

えながら必要な介護を充実することを持続可能

な制度とするには、国庫負担の割合を大幅に上

げさせる以外にないと考えます。市長の見解を

伺いたいと思います。よろしくお願います。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

小嶋冨弥議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  平成26年産米における概算金の大幅な下落や

米の直接支払交付金の半減により、米による収

入が生産費を大幅に下回ることになり、稲作農

家の経営が非常に厳しい状況にあると認識して

おります。 

  当市では、当面の資金繰りをサポートするた

め、早々に米価下落対策緊急資金の無利子化の

対応を行うとともに、米の直接支払交付金の早

期支給、仮渡金の追加払いの要請など国や県、

農業団体等と一体となった取り組みを進めてい

るところであります。今後も米価の安定に向け

た要望や要請、情報収集を進めながら、稲作農

家の経営安定を図っていく所存であります。 

  次に、国民健康保険税の減免についてであり

ますが、市税減免の制度やその趣旨につきまし

ては地方税法に規定されており、これを受けて

市税条例で改めてその内容を定めております。 

  御質問の国民健康保険税の減免につきまして

は、所得が皆無になったため生活が著しく困難

になった方や、これに準ずる方が対象となりま

す。この減免の制度とは別に、低所得の方には

当初の算定において所得に応じて均等割額と平

等割額について最大７割を軽減する仕組みとな

っております。このような減免の軽減について

は、市報や市のホームページへ掲載、課税され

る全世帯への説明書の送付など、さまざまな方

法で周知に努めてきたところであります。独自

減免制度の拡充については、厳しい国保財政を

勘案いたしますと現段階では困難であると考え

ております。 

  次に、米の消費拡大についてでありますが、

高齢者施設や学校、保育所等施設での給食は、

米を中心としながらパンや麺などを使うメニュ

ーも用意し、毎日の食事として楽しんでいただ

ける献立としておりますが、米飯給食の実施回

数をふやすことはほぼ頭打ちの状況にあると考

えております。米に限らず、新庄産の農産物の

消費拡大につきましては、今年３月に策定した

新庄市食育地産地消推進計画において大人から

子供まで食育と地産地消を一体的に進め、家庭

や給食において地元産農作物を積極的に消費し、

健康と元気を維持し、農業の振興に寄与してい

くことを計画しております。 

  米飯給食の推進に関しては、さまざまな食に

対する嗜好がある中、米を食べる習慣が子供か

ら親、家庭の中へと浸透し、米を食べる生活が

大人になっても根づいていくよう、保育所や学

校の食育、地産地消の取り組みを通じて働きか

けていきたいと考えますので、御理解のほどを

よろしくお願いいたします。 

  米価下落対策、価格補償等でありますが、平

成26年産米における概算金の大幅な下落の原因

については、主食用米の消費減少に歯どめがか

からないことや近年の豊作基調等による過剰在

庫により、需要と供給のバランスが崩れてしま

ったものと推測しております。米の価格補償に

ついては、国が推し進める新たな農業、農村政

策の４つの改革の中で、農業を足腰の強い産業

としていくための構造改革として、日本型直接

支払制度の創設と経営所得安定対策の見直しを

図ったところであり、当市においても多面的機

能支払交付金の拡充と認定農業者の拡大や集落

営農の組織化を進めているところであり、現行

の収入減少影響緩和対策、いわゆるナラシ対策

の拡充による経営の安定化を求めていく考えで

あります。 
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  福祉施策の充実で格差解消を目指すというよ

うなことでありますが、議員のおっしゃる福祉

灯油の実施につきましては、山形県ではことし

２月に灯油価格の高騰が続き、低所得の高齢者

世帯や障害者世帯、ひとり親世帯などの家計を

圧迫している世帯の軽減を図るため、緊急対策

として灯油購入費助成事業を実施しております。

当市においても594世帯からの申請があり、低

所得の高齢者世帯や障害者世帯などの家計負担

の軽減が図れたものと考えております。 

  最近の原油価格の動向といたしましては、６

月のピークと比較し、11月現在において約30％

下落しております。11月27日に開催されたＯＰ

ＥＣ総会では減産の決議はなされず、今後とも

原油価格は下落するものと思われ、新聞報道に

おいては円安傾向による石油価格高どまりも解

消していくものと見られております。 

  こうした状況の中、今冬に向けた福祉灯油の

実施につきまして今のところ当市としては考え

ておりませんが、県の判断において昨年度のよ

うな緊急対策が実施される場合は、本市として

実施を検討してまいりたいと考えております。 

  移動支援事業についてでありますが、当市に

おきましては障害者総合支援法第77条に規定し

ております市町村が定める地域生活支援事業の

一つとして行っており、屋外での移動が困難な

障害者および障害児への外出のための支援を行

っております。対象者としては、身体障害者手

帳の交付を受けた視覚障害者の方と要項で規定

しており、いわゆるガイドヘルパーの派遣を通

じ視覚障害者の支援を行っております。この対

象者の範囲につきましては、近年の核家族化な

どの社会情勢も反映し、視覚障害者以外におい

ても対象者の拡大を求める意見が出てきており、

全国的にも対象者を移動支援が必要な肢体障害

や知的精神障害者に広げる傾向にあります。 

  本市においても、先日開催しました障害者福

祉計画推進委員会の中で拡大の意見が出されて

いるところであります。これらの状況や積極的

に社会参加を促すという本事業の目的を果たす

ためにも、現在策定中である平成27年度からの

新庄市障害福祉計画において移動支援事業にお

ける対象者の拡大について議論していきたいと

考えております。 

  続きまして、第３子以降児童の保育料免除事

業の対象範囲の拡大についてお答えいたします。 

  既に御承知のとおり、この第３子以降児童の

保育料免除事業は、多子世帯における経済的負

担の軽減を図ることを目的として、平成25年度

から市単独の事業として実施しております。特

に、経済的な面で第３子以降の子供を持つこと

をちゅうちょしている子育て世帯に対し、少し

でもその不安を解消できる一助になれば大変喜

ばしいものと考えております。 

  この事業の対象範囲の拡大については、慎重

に検討を重ねてまいりたいと考えております。

理由といたしましては、この免除事業を開始し

て２年目であり、さらなる効果、向上を図る上

でも事業の検証も必要であること、また市内の

私立幼稚園に入園している児童の世帯への就園

奨励費補助事業の第３子以降の保育料が、全額

補助となる長子の年齢が９歳未満の児童となっ

ていることから、幼稚園入園児童の保護者と保

育所入所児童の保護者との費用負担の均衡性を

考慮する必要があることが挙げられます。さら

には、子ども・子育て支援新制度を実施するた

めの財源として予定されていた消費税の税率改

正が見送られたことによる影響等も考慮すべき

点であると考えております。以上の状況から、

さらにより効果的な保育料免除事業として推進

するためにも、時間をかけて慎重に検討を重ね

てまいりたいと思います。 

  最後に、介護保険法の改正についての御質問

ですが、平成26年６月に施行されました通称医

療介護総合確保推進法により、一部事業内容を

改変し、新しい総合事業として平成27年度から
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市町村に義務化されることとなりました。 

  御質問にもございましたが、事業の受け皿整

備等のため、一定の時間をかけて事業を開始す

ることができるよう平成29年３月まで実施猶予

されております。実施までの猶予期間を活用す

ることも視野に入れ、多様なサービスとサービ

ス提供主体の把握、市及び地域包括支援センタ

ーの実質単位の確保を進め、できるだけスムー

ズな移行を図っていきたいと考えております。 

  次に、要介護認定を受けた方はケアマネジャ

ーが作成するケアプランに基づき、その方の自

立を支援するために介護サービスが提供されま

す。一定期間、介護保険料の未納等が発生した

場合は給付が制限される場合がございますが、

サービスを受ける権利と保険料を納める義務の

関係でございますので、行政が一方的に給付を

打ち切るということはございません。 

  特別養護老人ホームの入所限定の件でござい

ますが、平成27年度から特別養護老人ホーム申

し込みについては基本的に要介護３以上となり

ます。要介護１、２であっても家族の介護放棄

などのやむを得ない事情の場合には、入所が可

能となります。現時点では、市内の特別養護老

人ホームに入所している方は９割以上が要介護

３以上であり、法改正による入所に係る規定が

定められても問題は発生しないと考えておりま

す。 

  また、特別養護老人ホーム入所については、

現在定員80名の特別養護老人ホームが開所に向

け整備が進められておりますので、待機者解消

が期待されているところです。入院医療が不要

となった重度要介護者については、施設におい

て早期の老人保健施設や特別養護老人ホーム等

への入所調整を行っているところです。 

  入所施設における低所得者層への補足給付に

ついては、基準変更等はあるものの継続される

こととなっております。なお、虐待等によるケ

ースにおいては地域包括支援センターや施設な

どとの介護保険を活用した緊急避難による入所

調整など連携を図り対処してまいります。 

  次に、利用料の２割負担については、65歳以

上の単身被保険者で合計所得160万円以上の方

を基本としておりますが、合計所得がそれ以上

であっても実質的な所得が280万円に満たない

ケースや２人以上世帯における負担能力が低い

ケースについては、年金収入とその他の合計所

得の合計が単身で280万円、２人以上世帯で346

万円未満の場合は１割負担となるよう改正され

ております。なお、高額介護等の負担限度設定

もありますので、原則２割負担でも実質２割を

超えない場合もございます。 

  最後に、介護保険料についての御質問ですが、

高齢化が急速に進み介護サービスを利用する方

が増加し続ければ、利用料の負担と給付費も増

加し続けます。介護予防に重きを置き、健康寿

命を延ばし、要介護認定者数を減らすことで保

険料の引き上げを最小限度に抑えたいと考えて

おります。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 情報収集に努めていく

という米価下落問題については、市長の丁寧な

お答えがあったように思います。私としては、

国が動かないのであれば、市の農業を守るため

に市独自に仙北市のように補助することもあり

得るのではないかと思うんですが、そういう考

えはなかったのかお願いします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 市独自の助成ということでの

検討はなかったかというふうなお話でございま

したが、確かに来年産の播種用種子、この種子

に対する助成をどうかなというふうな検討をさ

せていただきました。水田面積約3,000ヘクタ

ールに対して１キロ500円の種子を１反歩当た



- 108 - 

り４キロ必要でございますので、１反歩2,000

円の種子、この半分をＪＡと市でどうかという

ふうなお話をさせてもらいました。やはり、総

額にしますと２分の１で3,000万円ほどになる

んですが、なかなか10アール当たりにすると

1,000円とかそういうふうな額になりますので、

非常に実効性がないんじゃないかなというふう

な判断をさせてもらったところです。 

  米そのものが、いわゆる収量が冷害等で減収

したとか、あるいは非常に湿度が高くていもち

病が多発した、こういうふうな年には来年産の

水稲種子助成というものはありましたけれども、

今回については量とも質とも申し分ないぐらい

出ていることがゆえに米価下落というふうなこ

との結果になってございますので、それよりと

もやはり地域経済あるいは農家の経営、この辺

の来年の再生産をしていくためにもっといろん

な方法があるんじゃないかなというふうな検討

の中で、９月の本会議で質問をいただきました

農業農村の長寿命化対策、この対策でもって当

面の農家の雪解けを待っての直営事業とか、あ

るいは地域経済の第２の公共と言われるこの事

業について何とか補正をすることで再生産に、

地域経済の活力にも回るのではないかなという

ことで、今12月定例会において補正予算として

3,765万円の負担金の補正をお願いしたところ

でございます。 

  末端にしますと、この４倍になりますので１

億5,000万円ほどのお金が保全会のほうに回る

ことになりますが、その中で何とか経済地域を

回す、あるいはそこでの直営事業によって何と

か実入りをしていただくというふうな、そんな

ことでの検討をさせてもらっているところでご

ざいます。 

  当面の対策としまして、ただいま市長が申し

上げた３点のほかに、ナラシ対策の早期交付で

すとか、あるいは急ぎの防止、あるいは非主食

用米への転用、それから備蓄米としての市場隔

離、青死米発生による作況指数等生産数量との

乖離補正とかいろいろ策はございますので、こ

のようなことを国のほうに機会を捉えて要望し

ていきたいというふうなことでありますので、

御理解のほどをよろしくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 担当課として市独自に

できないかということを検討したというのは、

本当にありがたいことであります。その意味で、

おっしゃっている、やると言っている中身につ

いてはいいものだと、悪いものではないと思い

ます。さらに、でも農家としては本当に今、意

欲がなくなっているんです。そういう意味で、

米をつくっても来年また米価が下がるんでない

かということで、不安で不安でやめようかとい

うそういう声が広がっているんです。そういう

意味では、今の国の米価対策といいますか、こ

れが全くなっていないというか、そういう気が

します。 

  そういう意味で、私たち我が党国会議員団は

政府に対して申し入れをしました。１つは、先

ほど課長もおっしゃった過剰米の市場隔離を初

め、米に対する需給調整に直ちに乗り出すこと。

もう一つは、今年度の米の直接支払交付金の半

減対策、半減措置を撤回して、もとの１万

5,000円にして、農家の経営安定対策をとると

いうことをやるべきだと要望しました。そうい

うことは、要望する気持ちがあるかお聞きしま

す。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 先月、11月の東北市長会から

内閣総理大臣、農林水産大臣、各政党代表へた

だいまのお話のあったような内容の要請をなさ

っておりますので、我々末端自治体としても、

できる範囲は限られておりますけれども、やは

り県を通じてそういった要請、お願いを引き続
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きしていきたいなと思っております。 

  しかしながら、やはり過剰在庫、それから

年々米の消費量が年間８万トンずつ消費が減る

というふうなことで、需給バランスの崩壊が招

いた結果でないかなというふうに言われており

ます。次年度以降の対応としまして、転作の本

作化であったり、先ほど来、質問をいただきま

した飼料用米などの非主食用米への取り組み拡

大、これ、ＪＡ全農では20万トンから来年は60

万トンを目標に取り組むというふうな姿勢も示

されておりますし、米の輸出の拡大促進、また

来年産の生産数量目標がことしと比べて14万ト

ンほど減らした形で生産数量目標の配分割り当

てがなされました。山形県では3.9％の減でご

ざいます。これに加えて、自主的な取り組みを

していただきたいというふうな目標数字で、自

主的超過達成目標への取り組みということで、

さらに12万トンの自主的取り組みが割り当てら

れる模様でございます。 

  この取り組みにつきましては、産地交付金10

アール当たり5,000円を交付するから何とかそ

ちらのほうの取り組みをしていただけないかと

いうふうなお話もございますし、主食用米の長

期的計画的販売というようなことで、これを担

当しているのが公益社団法人米穀機構が担って

ございますので、また備蓄米の政府の取り組み

拡大、こういったものも総合的に進めていくこ

とでいわゆる過剰在庫から需給の適正バランス

に持っていかれるのではないかなというような

ことで、そういった総合的な取り組みが必要と

思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今、さまざま国が頑張

っているのではないかみたいな感じで聞かせら

れたような気がしますが、でも輸入の米が77万

トンあると聞いております。それが、結局過剰

に加工のいろんなものに回って過剰米に至って

いるんではないか、そういうことがあります。

また、備蓄米のことで言えば、古々々米と言わ

れるような非常に古い米がありながら、それを

飼料米に放出すれば、放出して新しい米をこと

し買ってくれれば、そういうのを買えば、本当

は生産者の米価は上がるだろうとも言われてい

るんです。そういった対策を一切打たないまま、

今の農家泣かせ、新庄の農業を潰していくよう

な、意欲を失わせるような米価で放置してきた

今の自民党の、自公政権のあり方というのが、

私は亡国の政治ではないかなというふうな気が

します。 

  先ほど大規模化なども米を輸出するような話

も、課長の話の中から６次化で出ているんだと

ありました。しかし、農水省の諮問機関農政審

という企画部会で話し合われたのを見ますと、

大規模化やコスト削減とか輸出をふやすことで

の所得倍増の方法はできないと、農家関係者が

実際にやってみて指摘しています。例えば、藤

井牧場の藤井さんという方が外国でアイスクリ

ームを販売してみたけれども、売り上げよりも

経費のほうが多くかかったと発言しています。

また、野菜や米の大規模組織をやっている近藤

さんという方は、実際に下がっている生産コス

トは一つもないと。所得も減っている、所得倍

増をどう具体化するのか、これが審議会の中で

言われている中身なんです。それですから、今

の農政のあり方では農業がどんなに大規模にな

っても、輸出しようとしてもうまくできない。

そうして努力した人たちが片っ端からやめざる

を得ないような方向に持っていかれる、そうい

う今は農政になっているような気がします。 

  また、ナラシ対策ということでさっきありま

したけれども、これは実際には認定農家とか集

合体というか生産組織になっている人たちに保

険を掛けさせて、国が補塡してやっていくとい

う話なんですが、掛けられる人は農家の６％と

言われています。そうすると、ほとんどの農家
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はそれに掛けられないわけですし、全く今の米

価暴落で、家族でやってきた農家が全部やめざ

るを得ないような農政に持っていかれる。自民

党政府は自給率を上げるんだというふうに目標

を掲げますが、実際の農政の中ではそれが成り

立たない、自給率が下がっていくだけの方策し

かやっていないんじゃないのかなという気がす

るんです。なぜか。それは、公約に反してＴＰ

Ｐ交渉をやる、そして農産物輸入の譲歩をして

いる、こういう農政だからでないかなと思うん

です。 

小嶋冨弥議長 佐藤議員に申し上げます。 

  論点を絞って市政に持っていってください。 

１ 番（佐藤悦子議員） はい。 

  そういう意味では、市長として国に対して新

庄市の農業を守る立場からＴＰＰ交渉はすぐに

やめるべきだということも言っていただきたい

と思うんですが、どうでしょうか。 

小嶋冨弥議長 それは通告に入っていないので、

それは趣旨が違うんじゃないですか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 米価下落をどうするの

か、新庄市の農業をどう守るのか、これを考え

たときに、今の自民党安倍政権の中でＴＰＰ交

渉に入っていく、これでは新庄の農業をどんな

に努力してもやっていけないということは明ら

かじゃないかということなんです。どうでしょ

うか。これは、新庄市の農業を守るために私は

聞いているんです。 

小嶋冨弥議長 ＴＰＰの問題は、通告にも入って

いませんよ。佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 新庄市の農業を守ると

いったときには、今の国の農業の施策、これが

どうなっているのか、本当に自給率を上げるも

のになっているのか、そういう目から見て物を

言っていかねばならないんじゃないかと私は思

います。そういう意味で、市長にそういう見解

を伺った次第です。答えをさせないというんで

あれば仕方がないので、次に行きたいと思いま

す。 

  先ほど、米の消費拡大についてなんですが、

もう限界だというお答えだったように思います。

でも、養護老人ホームの神室荘ではパンを提供

しております。入居者からは、パンよりも御飯

を食べたいという声があります。外国から輸入

する小麦よりも国産の米を食べさせるほうが栄

養もあり、食物繊維としても大腸がん予防にい

いと言われています。そのことについて消費拡

大という点でどう考えているか、またお願いし

ます。 

  あと、学校給食について。米飯給食をふやす

ことは将来にわたって米の消費拡大につながり

ます。限界だと言わないで、新潟県の私たちが

見てきた市では全食米飯でした。そういうふう

にして、米をおいしいと感じるようなレシピを

考えてやっていただきたい。米の消費拡大につ

いてどう考えているか、再度お願いします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 日本食のベースはやっぱり米

というふうな、これは基本だと思います。しか

しながら、やはり国民１人当たりの米の消費量

が現在、直近１年間で54.5キロが１人の消費量

でございます。市長答弁にございましたように、

食の多様化もある中で週５回の給食のうち４回

が学校給食では行われていると。やはり、小さ

いころからおいしい御飯を食べて、それで育っ

ていくと。つまり、大人になってもやはり米だ

ね、御飯だねというふうなそういう食文化を根

づかせていくことが大事ではないかなと思いま

す。 

  そのようなことで、ことし３月に策定されま

した食育地産地消計画、こちらのことで大人に

なっても自分の子供や家族にも御飯を食べてい

ただく習慣、これを根づかせていくというのが

やっぱり一番大事なことじゃないかなと思いま

すので、その辺のところで消費拡大については
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力を入れていきたいなと思っております。以上

です。 

小嶋冨弥議長 学校給食はいいの。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

小嶋冨弥議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 学校給食につきまして

は、今、農林課長の答弁にもありましたように、

週５日のところ４回提供しておりまして、その

ほかにもパンの場合につきましても米粉を使っ

たパンを子供たちに食べさせるなど、米につい

ては消費について学校給食の中でやれる範囲の

ところでやっております。 

  また、新庄の小中学校で食べている米飯につ

きましては、新庄産のはえぬき１等米を使用し

ておりまして、大変おいしい米を子供たちに提

供しておりますので、その子供たちの舌が豊か

になって、将来大人になったときもやっぱり米

飯から離れないということについては取り組ん

でいるんじゃないかなというふうに思っている

ところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 米については、ありが

とうございます。これで終わりたいと思います。 

  次に行きます。 

  福祉灯油のことについてなんですが、長井市

で福祉灯油を実施するとの提案がこのたびされ

ました。県としても２分の１の補助をする方向

だとのことです。当市でもやる方向で検討すべ

きだと思いますが、いかがでしょうか。 

小野茂雄成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、小

野茂雄。 

小嶋冨弥議長 成人福祉課長兼福祉事務所長小野

茂雄君。 

小野茂雄成人福祉課長兼福祉事務所長 市の姿勢

としては、市長答弁と同じでございます。県の

ほうで進めるというふうなことがありましたら、

うちのほうでも検討して、県の施策に乗ってい

くかどうかということを検討していきたいと思

います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ありがとうございます。 

  次に、第３子保育料無料化の問題についてで

す。 

  天童市では、18歳未満の児童が３人以上いる

世帯は、第３子以降は保育料が無料とされてい

るということでした。鶴岡市では、上が小学校

６年までに３人以上いる場合は第３子保育料が

無料だということでした。 

  当市としても働きながら子育てする支援とし

て、そういった方向に前向きに検討すべきでな

いかなと思うんですが、どうでしょうか。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

小嶋冨弥議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 第３子

保育料の免除のお話でございます。基本的には

市長が答弁したとおりでありますが、いわゆる

事業開始２年目であるということ、それから幼

稚園就園奨励費、そちらの長子の救済というふ

うな関係、あとあわせまして平成26年度からの

寒河江でも実際に始めている。これは、もう新

庄市と同様の制度で始めてございます。そのあ

たり、県への財政的な手当てができないのかと

いうふうなところも県のほうに要望しながら、

また事務事業評価ですとかそれから定住促進強

化策、そちらのプロジェクトに乗せながら検討

をしてまいりたいというふうに考えております。

以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ありがとうございます。

お願いします。 

  次に、介護保険のことについてですが、聞き



- 112 - 

漏らしがあるのかもしれませんので再度になる

かもしれません。お願いします。 

  利用料２割負担になる方は、年金収入280万

円以上の層の方です。例えば、夫が280万円の

年金で妻が収入ゼロでも該当するとのことです。

月平均23.3万円で２人世帯で暮らすわけです。

介護度５で２割負担となれば、施設サービスで

は老人保健施設で月16万円2,180円になります。

後期高齢者で医療費も通院限度額である月１万

2,000円の負担だとすると、配偶者の生活がこ

れで成り立つのか。その他の税負担や光熱水費、

食費などに不足することが明らかではないのか。

これについてどう考えるかお願いします。 

小野茂雄成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、小

野茂雄。 

小嶋冨弥議長 成人福祉課長兼福祉事務所長小野

茂雄君。 

小野茂雄成人福祉課長兼福祉事務所長 介護保険

制度の改正につきましては、細部にわたりまし

てまだ検討中のところがございます。所得が

160万円以上の方が２割負担、実質は年金収入

で言いますと280万円以上というふうな方でご

ざいますけれども、２人暮らしの場合につきま

して、先ほど市長答弁にもありましたように、

年金収入と２人以上世帯で346万円未満の方は

１割負担となるというふうなことで、ある程度

想定した場合で変更がなされているところであ

ります。 

  なお、来年の閣議決定のあたりまでこの細部

のところ、横のところとか変わってくるという

ふうに思われますので、その点については今後

の動向を見守りたいというふうに考えておりま

す。以上です。 

小嶋冨弥議長 よろしいですか。（「もうちょっと、

まだある」の声あり）だって、あと答え、求め

られないよ。（「ああ、そうですか」の声あり）

うん。（「制限時間、まだあるということだった

ので」の声あり）30秒でおさめてください。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 国会の審議でも日本共

産党の指摘がありまして、この２割負担の部分

について厚労省の示したデータが捏造だったと

いうことが露見して、厚労省が説明を撤回し反

省を明言する事態となりました。この層なら２

割負担は大丈夫という説明は姿を消したわけで

す。そういう意味で、撤回が必要ではないかと

思います。以上です。 

小嶋冨弥議長 以上で、今期定例会の一般質問を

終了いたします。 

 

 

散      会 

 

 

小嶋冨弥議長 お諮りします。 

  今期定例会の本会議を明日12月10日から12月

14日まで休会したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議を明日12月10日から12月14

日まで休会し、12月15日午前10時より本会議を

開会しますので、御参集をお願いしたいと思い

ます。 

  本日は以上で散会といたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後３時２３分 散会 
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平成２６年１２月定例会会議録（第４号） 

 

 

平成２６年１２月１５日 月曜日 午前１０時００分開議 

議 長 小 嶋 冨 弥     副議長 小 野 周 一 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   伊  藤     操  議員 

  ３番   石  川  正  志  議員     ４番   佐  藤  義  一  議員 

  ５番   奥  山  省  三  議員     ６番   沼  澤  恵  一  議員 

  ７番   髙  橋  富 美 子  議員     ８番   佐  藤  卓  也  議員 

  ９番   小  嶋  冨  弥  議員    １０番   清  水  清  秋  議員 

 １１番   小  関     淳  議員    １２番   遠  藤  敏  信  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   平  向  岩  雄  議員 

 １５番   小  野  周  一  議員    １６番   新  田  道  尋  議員 

 １７番   山  口  吉  靜  議員    １８番   森     儀  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 荒 川 正 一 

財 政 課 長 小 野   享  税 務 課 長 佐 藤 信 行 

市 民 課 長 月 野 節 子  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 小 野 茂 雄 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 板 垣 秀 男  環 境 課 長 小 嶋 達 夫 

健 康 課 長 荒 澤 宏 二  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 東海林   智  都 市 整 備 課 長 松 坂 聡 士 

上 下 水 道 課 長 髙 橋   弘  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 近 岡 晃 一 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  神 室 荘 長 武 田 清 治 

監 査 委 員 髙 山 孝 治  監 査 委 員 
事 務 局 長 佐 藤 正 寿 
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選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会 

事 務 局 長 小 松   孝 

農 業 委 員 会 
会 長 星 川   豊  農 業 委 員 会 

事 務 局 長 浅 沼 玲 子 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 高 木   勉  総 務 主 査 三 原   恵 

主 査 川 又 秀 昭  主 査 沼 澤 和 也 

 

議 事 日 程 （第４号） 

平成２６年１２月１５日 月曜日 午前１０時００分開議 

 

   （総務文教常任委員長報告） 

日程第 １ 議案第７５号新庄市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定につ

いて 

日程第 ２ 議案第７６号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定につ

いて 

日程第 ３ 議案第７７号新庄市市税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ４ 議案第７８号新庄市いじめ防止等対策推進条例の設定について 

日程第 ５ 議案第７９号新庄市民文化会館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ６ 議案第８０号雪の里情報館の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ７ 議案第８１号新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ８ 議案第８２号新庄市屋内ゲートボール場の管理を行わせる指定管理者の指定について 

日程第 ９ 議案第８３号新庄市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

日程第１０ 請願第９号少人数学級の推進及び義務教育費国庫負担制度の改善について 

 

   （産業厚生常任委員長報告） 

日程第１１ 議案第８４号新庄市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

日程第１２ 議案第８５号新庄市老人福祉施設設置条例を廃止する条例の設定について 

日程第１３ 議案第８６号財産の無償譲渡について 

日程第１４ 議案第８７号新庄市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１５ 議案第８８号新庄市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１６ 請願第７号米の需給安定対策に関する件について 

日程第１７ 請願第８号農協改革に関する件について 
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日程第１８ 議案第８９号平成２６年度新庄市一般会計補正予算（第５号） 

日程第１９ 議案第９０号平成２６年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２０ 議案第９１号平成２６年度新庄市交通災害共済事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２１ 議案第９２号平成２６年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２２ 議案第９３号平成２６年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２３ 議案第９４号平成２６年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第２４ 議案第９５号平成２６年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２５ 議案第９６号平成２６年度新庄市水道事業会計補正予算（第２号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第２６ 議案第９７号財産の処分について 

日程第２７ 議会案第７号少人数学級の推進及び義務教育費国庫負担制度の改善を求める意見書の提出

について 

日程第２８ 議会案第８号米の需給安定対策に関する意見書の提出について 

日程第２９ 議会案第９号農協改革に関する意見書の提出について 
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開      議 

 

 

小嶋冨弥議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第１議案第75号新庄市特別職

の職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例の設定についてから日程第10請願第９号少

人数学級の推進及び義務教育費国庫負担制度の

改善についてまでの10件を一括議題といたしま

す。 

  本件に関し総務文教常任委員長の報告を求め

ます。 

  総務文教常任委員長石川正志君。 

   （石川正志総務文教常任委員長登壇） 

石川正志総務文教常任委員長 おはようございま

す。 

  私から、総務文教常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案９件、

請願１件であります。審査のため、12月10日午

前10時より議員協議会室において委員８名全員

出席のもと、担当課の職員の出席を求め審査を

行いました。 

  前後しますが、初めに請願第９号少人数学級

の推進及び義務教育費国庫負担制度の改善につ

いては、紹介議員及び学校教育課職員の出席を

求め審査を行いました。 

  紹介議員より請願の趣旨説明があり、山形県

においては現在「教育山形さんさんプラン」を

実施しているが、実施前に比べると児童生徒の

学力向上、不登校児童の減少、欠席率の低下な

どの成果があり、一人一人の子供にきめ細やか

に対応を行うことができる少人数学級が望まし

いこと、また、義務教育費国庫負担制度の負担

割合が２分の１から３分の１に引き下げられた

ことについて、自治体の財政を圧迫しているこ

と、また非正規雇用者の増大などにより教育条

件の格差が生じていることから負担割合を２分

の１に復元することについて請願を採択願いた

い旨の説明がありました。 

  委員から、この請願の根拠についての質問が

あり、紹介議員からは、少人数学級にした結果、

先生方が子供たち一人一人に目が行き届くよう

になり、細やかに対応できるメリットが挙げら

れるなどのアンケート結果が出ているとの説明

がありました。 

  また、委員から、社会の変化によって現在の

教師の負担を考えると大人数学級では対応でき

ないといった現状の中で、少人数学級は必要な

ことではないかといった意見が出されました。 

  学校教育課からは、さんさんプラン導入後、

学力については４ポイントほど伸びている。不

登校についても、山形県は全国よりも低くなっ

ている状況にある。その要因は、少人数学級編

成になったことで教室の空間にゆとりが生まれ

る。その中で教師の心のゆとり、子供たちも教

師に触れ合ってもらえるという心のゆとりが生

じる。そして担任の業務についてもゆとりが出

るなどの説明がありました。 

  その他、質疑はなく、採決の結果、請願第９

号については全員異議なく、原案のとおり採択

すべきものと決しました。 

  続いて、議案第75号新庄市特別職の職員の給

与に関する条例等の一部を改正する条例の設定

について並びに議案第76号新庄市一般職の職員
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の給与に関する条例等の一部を改正する条例の

設定については、山形県人事委員会勧告に鑑み、

特別職と一般職の職員の給与の改正を行うもの

です。 

  総務課から補足説明を受けた後、審査を行い

ました。 

  審査に入り、委員から質疑はなく、採決の結

果、議案第75号、議案第76号については全員異

議なく原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  次に、議案第77号新庄市市税条例の一部を改

正する条例の制定については、税務課から補足

説明を受けた後、審査を行いました。 

  審査に入り、委員から質疑はなく、採決の結

果、議案第77号については全員異議なく原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第78号新庄市いじめ防止等対策推

進条例の設定については、学校教育課から補足

説明を受けた後、審査に入りました。 

  審査に入り、委員から、連絡協議会の委員は

必ず明記しなければならなかったのかという質

問があり、担当課からは、条例として市民にも

周知することになるため、具体的に明記したほ

うがいいということで項目を入れた。国のいじ

め防止対策推進法にも委員の中に警察を入れる

ことが望ましいと明記されていたため、市にお

いても準じて載せている。議会初日の質疑を受

けた守秘義務については、公務員については守

秘義務が生じ、警察も公務員なので守秘義務に

ついては遵守することになると説明がありまし

た。また、市のいじめ防止条例なので、総則の

前文に市としての取り組みを記載し、新庄市の

色を出すことにしたとの説明がありました。 

  その他、質疑等がありましたが、採決の結果、

議案第78号については全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第79号新庄市民文化会館の管理を

行わせる指定管理者の指定について、議案第80

号雪の里情報館の管理を行わせる指定管理者の

指定について、議案第81号新庄市山屋セミナー

ハウスの管理を行わせる指定管理者の指定につ

いて、議案第82号新庄市屋内ゲートボール場の

管理を行わせる指定管理者の指定についての議

案４件については、市の施設の管理を行わせる

指定管理者の指定を行うものです。 

  社会教育課から補足説明を受けた後、審査を

行いました。 

  議案第79号新庄市民文化会館の管理を行わせ

る指定管理者の指定について、委員から、更新

する場合は改めて公募するのかという質問があ

り、担当課から、新たに公募するということに

なるとの説明がありました。 

  また、選定委員会の人数と審査の方法を教え

てもらいたいとの質問があり、選定委員は市民

代表３名、市側から３名の計６名で審査をして

いる。また、審査については事前に申請書を配

付し、委員の方で情報収集していただいている

との説明がありました。 

  その他、質疑等がありましたが、採決の結果、

議案第79号については全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第80号雪の里情報館の管理を行

わせる指定管理者の指定について、委員から、

施設の中で事故が起きた場合の賠償はどうなる

のかという質問がありました。 

  担当課から、指定管理者の要綱に、市の責任

において事故が起こった場合は市の責任で行い、

指定管理者の責任において事故があった場合は

指定管理者が責任を負う。また、事故に備えて

市と指定管理者が保険に加入しているので、そ

れで対応することになるとの説明がありました。 

  その他、質疑等がありましたが、採決の結果、

議案第80号については全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  続いて、議案第81号新庄市山屋セミナーハウ

スの管理を行わせる指定管理者の指定について、
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委員から、この団体はどういった団体なのかと

いう質問があり、担当課から、以前の指定管理

者であった山屋地区連合会の中の山屋セミナー

ハウスの運営を行うグループが、今回、山屋有

志会として指定管理者に公募したとの説明があ

りました。 

  その他、質疑等がありましたが、採決の結果、

議案第81号については全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第82号新庄市屋内ゲートボール場

の管理を行わせる指定管理者の指定については、

審査に入り、委員から質疑はなく、採決の結果、

議案第82号については全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第83号新庄市体育施設設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、社会教育課から補足説明を受けた後、

審査に入りました。 

  使用料の改定の有無についての質問はありま

したが、その他、質疑はなく、採決の結果、議

案第83号は全員異議なく原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

  以上で総務文教常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。よろしくお願いいたします。 

小嶋冨弥議長 ただいまの総務文教常任委員長の

報告に対し、質疑に入ります。 

  初めに、議案第75号新庄市特別職の職員の給

与に関する条例等の一部を改正する条例の設定

について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第75号新庄市特別職の職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例の設定について

は、委員長報告のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第75号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第76号新庄市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例の設定に

ついて質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第76号新庄市一般職の職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例の設定について

は、委員長報告のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第76号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第77号新庄市市税条例の一部を改

正する条例の制定について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第77号新庄市市税条例の一部を改正する

条例の制定については、委員長報告のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第77号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第78号新庄市いじめ防止等対策推

進条例の設定について質疑に入ります。質疑あ

りませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいまの委員長の報

告の内容によりますと、連絡協の委員に警察が

入っていいのかどうかということで議論がされ

たようで、守秘義務は警察も遵守すべきという

答えをいただいたということで、全員一致で可

決ということでした。 

  これについてなんですが、警察も遵守すべき

ということは、もしも連絡協の中でこういうい

じめの事例があって、どこどこの誰々がという

話になると思うんですが、そういうときに警察

がその名前を聞いて、警察職員として職場に帰

ったときに報告する必要はないということなん

でしょうか。 

石川正志総務文教常任委員長 議長、石川正志。 

小嶋冨弥議長 総務文教常任委員長石川正志君。 

石川正志総務文教常任委員長 常識の範囲でお答

えします。 

  佐藤議員御指摘のような事案が発生した場合

に、仮に警察署の中でその話題が出た場合、そ

の課の中で情報提供しないと事を改善すること

はできませんが、警察署の外に漏らすことは法

で禁じられてございますので、その辺のところ

を御理解いただければ助かります。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいまのお答えの中

で、警察署の外には出さないという答えであり

ました。つまり、警察署の職員が連絡会で聞い

た個人情報について、警察署の中については話

をするということですね。 

石川正志総務文教常任委員長 議長、石川正志。 

小嶋冨弥議長 総務文教常任委員長石川正志君。 

石川正志総務文教常任委員長 繰り返しになりま

すが、公務員の守秘義務は国においても法で整

備され、県や市においても条例で規定されてお

りますので、そこを信じたいと私は考えており

ます。また、常任委員会ではそこまで突っ込ん

だ話し合いはされませんでしたので、これ以上

話すと私見を発表することになりますので、差

し控えたいと存じます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） つまり、連絡協の中で、

いじめたかもしれない子供個人の名前なども出

るかと思います。そうした子供の名前が警察署

の中に報告され、結局はレッテル張りの形にな

るんだと私は思います。いじめた子供かもしれ

ない。そのいじめなどの問題というのは、いじ

めを受ける側がいじめと感じた場合はいじめに

なるわけですから、いじめたかもしれない、い

じめたと言われる子供が警察署の中で名指しさ

れ、そしてレッテルを張られ、その子はいじめ

の経験をしたという形で警察に残ることになる、
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私はそういうふうに受け取っていますが、それ

でよろしいのですね。 

石川正志総務文教常任委員長 議長、石川正志。 

小嶋冨弥議長 総務文教常任委員長石川正志君。 

石川正志総務文教常任委員長 ただいまの質問に

関しましては、議会初日、総括質疑の中でも教

育委員会からの答弁がございました。常任委員

長としては先ほどの答弁以上のことは申し上げ

られませんが、ただいまの佐藤議員の御指摘は、

私、委員長として心にとどめておきたいという

ふうに思います。 

小嶋冨弥議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「あり」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 賛成ですか反対ですか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 反対討論です。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議案第78号新庄市いじ

め防止等対策推進条例に私は反対いたします。 

  先日、私の体験ですが、子供から悩みを打ち

明けられました。泣きながら言ったことを聞い

ておりますと、嫌な言葉を友達に投げつけられ、

心が大変傷ついてしまったということでありま

した。どんな言葉なのかと聞いてみると、あだ

名のような言葉だったり、「死んだ」とか「負

け」とかそういった言葉でした。その言葉に泣

いて苦しんでいる様子でした。そこで先生に相

談しました。それに対して先生は時間をとって

くださり、それぞれに事実を確かめ、これから

嫌な言葉はやっぱり言わないようにしようとい

うことを諭してくれました。その子は先生に話

してもらったおかげで笑顔になりました。学校

が楽しくなったと言ってくれました。 

  ここから私は次のことを感じました。１つは、

少人数学級であることから、先生が非常に忙し

い中でも何とか時間をとれたということです。

じっくり話を聞く時間をとることができたとい

うことが何よりも大切だなと感じました。そし

て、その場で先生から話をされる中で、お互い

の成長の場として、学校のあり方、先生の姿、

そこから成長できる場を得たと思います。 

  ２つ目は、家庭や担任との連携が大事だなと

いうことです。 

  ３つ目は、いじめをしたと言われる子供が警

察に伝えられることは、逆にその子供にレッテ

ルを張ることになるのではないかということを

感じました。レッテルを張る前に、先生たちか

ら丁寧な話を受けることで涙を流しながら謝っ

たりして関係修復、自分を反省する時間を得た

ということです。 

  ここで条例の問題と感じたのは、いじめをし

てはならないと子供に義務を押しつけていると

いうことです。子供は過ちを繰り返す存在です。

その中から、諭されたり、友達との関係の中で

いろいろな方から影響を受けて過ちを正してい

くかもしれないと思うんです。そういう意味で、

子供に義務づけしてしまって罰する対象にして

しまうことに私はこの条例はなってしまうよう

な気がします。 

  ２つ目は、先生方の多忙を解消するための行

政の責任が明らかでないということです。私は、

少人数学級を行政として進めていくことがまず

第一に担任の先生方のゆとりを生み、子供にい

ろいろな問題が起きたときに対処できるゆとり

を与えることができると思います。そういうこ

とで、先生方をふやしていく、行政として私は

一番大事な責任があるんだと思います。 

  ３つ目の問題は、県警察の職員を連絡協議会

に入れている問題です。先ほども私が質問の中

で言ったことに委員長が答えていましたが、警

察署の外には出さないとは言っていましたが、

つまり警察署の中では連絡協議会で出た子供の
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名前などを出すことになるんです。それは子供

にレッテルを張ってしまうことになる。私はそ

ういう意味で非常に問題な条例ではないかと思

うんです。 

  私たち日本共産党として考えていることです

が、市が条例を制定するときは、法律の弱点を

改善することが求められるんだと思います。い

じめは人権侵害であり、暴力であり、市は子供

の生命と人権を最優先で守ることを明確にする

必要があると思います。いじめを防止するため

の方針、対策を具体化する際に何より重視すべ

きは、子供の命と人権を守る立場から、子供が

いじめられずに安全に生きる権利を持っている

ことを明記し、それを保障するための基本方針

であることを明確にすることが重要です。子供

の健やかな成長を保障し、いじめのない学校づ

くりのため、市として教育条件の拡充に努める

こと、そのことが何よりも行政に求められてい

ることだと思います。 

  そのためには、１番は教職員を増員すること

です。 

  ２つ目は、多過ぎる報告や事務処理業務を教

職員参加のもとで整理して、教職員一人一人が

子供たちに向き合うことができて、その都度、

丁寧な対応を通じて問題を乗り越え、子供たち

が成長できるよう学校づくりを進めることが必

要だと思います。教職員をふやすことでは、国

へ35人学級の全学年への早期実施、養護教諭の

増配置、スクールカウンセラーに加えてスクー

ルソーシャルワーカーの学校配置、学校図書館

への正採用の司書の全校配置など、教職員増に

努めることが行政として必要です。市として必

要な財政措置を講じることを条例に明記するこ

とも大事なことだと思います。 

小嶋冨弥議長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  ただいま反対討論がありましたので、電子シ

ステムにより採決を行います。 

  議案第78号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君を反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

小嶋冨弥議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 投票を締め切ります。 

  賛成多数であります。よって、議案第78号は

委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第79号新庄市民文化会館の管理を

行わせる指定管理者の指定について質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第79号新庄市民文化会館の管理を行わせ

る指定管理者の指定については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第79号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第80号雪の里情報館の管理を行わ
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せる指定管理者の指定について質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第80号雪の里情報館の管理を行わせる指

定管理者の指定については、委員長報告のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第80号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第81号新庄市山屋セミナーハウス

の管理を行わせる指定管理者の指定について質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第81号新庄市山屋セミナーハウスの管理

を行わせる指定管理者の指定については、委員

長報告のとおり決することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第81号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第82号新庄市屋内ゲートボール場

の管理を行わせる指定管理者の指定について質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第82号新庄市屋内ゲートボール場の管理

を行わせる指定管理者の指定については、委員

長報告のとおり決することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第82号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第83号新庄市体育施設設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第83号新庄市体育施設設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例の制定について

は、委員長報告のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第83号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、請願第９号少人数学級の推進及び義務

教育費国庫負担制度の改善について質疑に入り

ます。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第９号少人数学級の推進及び義務教育費

国庫負担制度の改善については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第９号は委員長報告のとおり採択されまし

た。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第11議案第84号新庄市災害弔

慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてから日程第17請願第８号農協

改革に関する件についてまでの７件を一括議題

といたします。 

  本件に関し産業厚生常任委員長の報告を求め

ます。 

  産業厚生常任委員長奥山省三君。 

   （奥山省三産業厚生常任委員長登壇） 

奥山省三産業厚生常任委員長 おはようございま

す。 

  それでは、私のほうから産業厚生常任委員会

の審査の経過と結果について御報告申し上げま

す。 

  当委員会に付託されました案件は、議案５件、

請願２件であります。審査のため、12月11日午

前10時より議員協議会室において委員９名全員

出席のもと、担当課の職員の出席を求め審査を

行いました。 

  初めに、議案第84号新庄市災害弔慰金の支給

等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついては、環境課から補足説明を受けた後、審

査を行いました。 

  審査に入り、委員からの質疑はなく、採決の

結果、議案第84号については全員異議なく原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  続きまして、議案第85号新庄市老人福祉施設

設置条例を廃止する条例の設定について及び議

案第86号財産の無償譲渡については、同じ改正

理由であることから一括して成人福祉課の補足

説明を受けた後、審査を行いました。 

  いずれの議案も神室荘経営の民間移管に伴う

ものであり、審査に入り、委員から、建物以外

で敷地内にあるお墓などの管理はどういうふう

になるのかという質問があり、担当課からは、
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維持管理についての協定を締結する中で、新寿

会で管理してもらう旨の回答がありました。 

  その他、質疑等がありましたが、採決の結果、

議案第85号及び議案第86号については全員異議

なく原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第87号新庄市福祉事務所設置条例

の一部を改正する条例の制定については、子育

て推進課から補足説明を受けた後、審査を行い

ました。 

  審査においては、最近の結婚数及び離婚数の

状況についての質問のほかに委員からの質疑は

なく、採決の結果、議案第87号については全員

異議なく原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議案第88号新庄市国民健康保険条例の

一部を改正する条例の制定については、健康課

から補足説明を受けた後、審査を行いました。 

  健康課からは、上位法の改正により出産育児

一時金の額が改正されることについての詳細な

説明がありました。 

  審査に入り、委員からの質疑はなく、採決の

結果、議案第88号については全員異議なく原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、請願第７号米の需給安定対策に関する

件については、請願の紹介議員の出席を求め審

査を行いました。 

  審査において委員から、ナラシ対策の課題と

あるが、課題としてはどういうことが考えられ

るかという質問があり、紹介議員からは、ナラ

シとして過去３年間の平均として出す中で、こ

としの米の価格が下落した分が来年度以降の３

年間のナラシの中に入るということで、ナラシ

の価格も下がってくるという課題が大変な状況

であるとの説明がありました。 

  その後、委員間で討議をした中で、26年産米

に係る緊急対策についての意見や、来年の生産

調整数量が前年度対比の減反率3.9％というこ

とで、山形県が全国トップとなることなどさま

ざまな意見が出されました。 

  この米の需給安定対策につきましては、議会

として９月の定例会で意見書を出しているもの

の、国に対して粘り強く意見書を送付すべきと

の考えもあり、採決した結果、請願第７号は全

員異議なく採択すべきものと決しました。 

  最後に、請願第８号農協改革に関する件につ

いては、請願の紹介議員の出席を求め審査を行

いました。 

  審査において委員から、ＪＡ新庄もがみと共

同で提出できなかったのかという質問があり、

紹介議員からは、ＪＡ新庄市では新庄もがみに

も話をしている中で、請願書という形としてな

かなか新庄もがみから提出されなかったため単

独の請願となったと聞いているとの説明があり

ました。 

  その後、議員間で討議をした中で、委員から、

国で農協改革を推進する根本的な理由について

の質問があり、説明員である農林課より、国は

農協を営農活動に特化させたいという考えであ

り、農協が行っている信用事業、購買事業、共

済事業などのさまざまな事業を切り離すという

考えの中において、都市に近いようなＪＡであ

れば問題ない部分も、山間部とか地方に行けば

行くほど利便性が失われる。その辺の考えの違

いがこのような請願につながっているのではな

いかとの説明がありました。 

  農業協同組合としても自己改革集中期間を５

年間と定めて、農協改革の取り組みを進めると

いうことで、その辺も十分尊重されるべきでは

との考えもあることから、採決した結果、請願

第８号は全員異議なく採択すべきものと決しま

した。 

  以上で産業厚生常任委員会に付託されました

案件の審査の経過と結果についての報告を終わ

ります。 

  以上、よろしくお願い申し上げます。 

小嶋冨弥議長 ただいまの産業厚生常任委員長報
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告に対し質疑に入ります。 

  初めに、議案第84号新庄市災害弔慰金の支給

等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第84号新庄市災害弔慰金の支給等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定については、

委員長報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第84号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第85号新庄市老人福祉施設設置条

例を廃止する条例の設定について質疑ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第85号新庄市老人福祉施設設置条例を廃

止する条例の設定については、委員長報告のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第85号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第86号財産の無償譲渡について質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第86号財産の無償譲渡については、委員

長報告のとおり決することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第86号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第87号新庄市福祉事務所設置条例

の一部を改正する条例の制定について質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第87号新庄市福祉事務所設置条例の一部

を改正する条例の制定については、委員長報告

のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第87号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第88号新庄市国民健康保険条例の

一部を改正する条例の制定について質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第88号新庄市国民健康保険条例の一部を

改正する条例の制定については、委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第88号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、請願第７号米の需給安定対策に関する

件について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第７号米の需給安定対策に関する件につ

いては、委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第７号は委員長報告のとおり採択されまし

た。 

  次に、請願第８号農協改革に関する件につい

て質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第８号農協改革に関する件については、

委員長報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第８号は委員長報告のとおり採択されまし
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た。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１０時５４分 休憩 

     午前１１時０４分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第１８議案第８９号平成２６

年度新庄市一般会計補正予算（第

５号） 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第18議案第89号平成26年度新

庄市一般会計補正予算（第５号）を議題といた

します。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） では、12ページの１の

１目で看板製作費５万4,000円が掲げられてい

ますが、その内容と理由をお聞かせいただきた

いと思います。なぜ必要なのかもお願いします。 

  ２つ目は、21ページの８の３、泉田二枚橋線

整備で工事費が3,000万円減っていますが、そ

の理由をお願いします。 

  ３番目は、８の１で住宅リフォーム補助金が

マイナス1,020万円となりましたが、その理由

は何か。 

  また、23ページの８の６の２で、沖の町・中

山線外流雪溝整備事業費がマイナス2,909万

8,000円となっていますが、その理由などをお

聞かせいただきたいと思います。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

小嶋冨弥議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 慣例によりまして、議会の件

は私のほうから御答弁させていただきます。 

  議会費の中の看板製作業務委託料でございま

すが、これにつきましては、議場内に市旗と国

旗を掲げるための経費を計上したものでござい

ます。 

  この件に関しましては、既に議会内部のほう

でも御検討いただいたというふうなお話を頂戴

してございますし、また我々新庄市も日本の一

自治体でございますので、日本の国旗、市旗、

それを掲揚といいますか掲げることに関しまし

ては特に異論ないところだというふうに承知し

てございます。以上です。 

松坂聡士都市整備課長 議長、松坂聡士。 

小嶋冨弥議長 都市整備課長松坂聡士君。 

松坂聡士都市整備課長 続きまして、21ページに

なります。土木費になりますけれども、８の３、

泉田二枚橋線整備事業費の減額、あとそれから

一括申し上げます。続きまして21ページ、住宅

リフォーム総合交付金、減額1,020万。続きま

して23ページ、雪総合対策費、沖の町・中山町

線外流雪溝整備事業費2,909万8,000円の減額で

ございます。 

  いずれの減額につきましても、これにつきま

しては国の社会資本整備総合交付金、これの減

額によるものでございます。特に社会資本整備

総合交付金の中につきましては、国のほうの方

針で重点配分を行うというふうなことでござい

まして、その中で内示になったものでございま

す。その分の減額でございます。以上でござい

ます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいま議会内部から

という意見が出て市旗と国旗を掲揚すると、こ

れが議会内部から出たということで、日本の一

自治体としては異論はないというふうにお答え

いただきました。 
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  これについてなんですけれども、今の議場で

何も不都合はないというふうに私は思っていま

す。というのは、時計が目の前に見えて、また

きれいな新庄市の市民がつくってくださった花

を大きく飾って、そして議長がおられて、そし

てそれを中心にして自分たちが市民のためにど

うあるべきかという議論をする場として、私は

これで何も不都合はないと思います。これにわ

ざわざ国旗、日の丸までもそれを掲げるという

ことについては私は反対したいなと思うんです。 

  というのは、先ほど異論はないという課長の

答弁でありましたが、少なからぬ国民は日の丸

を国旗とすることには同意しない態度をとって

おります。その理由は、さきの大戦で日本がア

ジア地域を侵略したときに、その戦争の旗印と

して使われた旗だということです。侵略戦争の

陣営の主力となった三国は、その侵略戦争の旗

印を掲げているかと見ると日本以外は、ドイツ、

イタリアはその国旗はやめました。別の国旗に

かえています。そういう意味で、ある憲法学者

に言わせると、君が代も日の丸も大日本帝国の

象徴だったのだから、その帝国がなくなったと

きにその象徴だった旗も、また歌もですけれど

も、廃止されるべきだったろうと。国の体制が

変わったから、国旗も国歌も新しいものを生み

出すべきだったと言っています。そういう深刻

な内容を持ったものであります。 

  そういうことで、政府は国民の十分な討論も

なく多数決だけで国旗というふうにしたわけで

すが、その内容は世界から見たら、特に日本か

ら侵略を受けたアジア地域から見たら、これは

異議があるというふうな声もあるわけです。そ

ういう意味で私は、学校行事などで日の丸、君

が代の使用強制はやめるべきだと思うし、それ

を助長することになるような議場での国旗とい

うことで日の丸を掲げるというのは国民一人一

人に強制する立場になるなというふうに感じま

すので、それはなくても今、市議会としてはや

っておりますし、必要はないと思うわけです。

どうでしょうか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

小嶋冨弥議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 国旗に関しましては、平成11

年に法律化されまして日本の国旗として制定さ

れたものでございます。るる先ほど以来、佐藤

議員のほうからは歴史的背景の御説明も頂戴い

たしましたが、今現在においては既に平成11年

の法律の中で国旗国歌法が成立、施行されてい

る状況でございます。今のこの国旗が日本の国

旗であるという中で、その日本に属する新庄市、

一自治体として国旗を掲揚することに関して特

に議員のような違和感を持っているものではご

ざいませんし、またこれを掲げることについて、

機能的にどうだこうだという話ではございませ

んので、一自治体として掲げるんだというふう

なことで御理解いただきたいというふうに思い

ます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

小嶋冨弥議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私は議場において、反

対討論などこの壇上に上がって質問する場合が

ありました。そのときに誰に対して礼をしてき

たか。それは議長に対してです。議長に対して

であり、それは議会の運営に対して民主的であ

ろうという願いを込めて私は議長に礼をしてま

いりました。 

  しかし、今度、上に国旗として日の丸が掲げ

られることになりますと、私は日の丸に向かっ

て礼をするような、そういう気持ちはありませ

ん。そういう意味で、そういう形になってしま

うわけです。あくまでも市民に対しであり、議

会が民主的であるべきという立場から私は壇上

に礼をするのでありまして、それを違うものに

なってしまうと私は感じます。私は、日の丸は

侵略戦争の旗印であったと思いますので、それ

は国民のものではないと、国民の十分な討論を
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経たものではないと受け取っておりますので、

それに礼をする気はありません。そういう意味

で、今度は壇上に立つときに、日の丸に礼をす

るような形になる礼はできないことになります。 

  そういうこともありまして、私は余計なもの

はつける必要はない。ここは住民が主人公の議

場でありまして、住民のために議長を先頭に議

論すべき場所なんです。侵略戦争を進めた旗印

として使われた日の丸のために私は議場で発言

するのではないので、余計なものはつける必要

はないと私は思うんです。どうでしょうか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

小嶋冨弥議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 議場に国旗を掲げさせていた

だくからといいましても、佐藤議員のほうに礼

を強制するわけではございません。佐藤議員の

思想・信条に従って行動していただければ結構

なわけでございます。 

  その中で、先ほど来、国旗を掲げることに関

しましては、同じ答弁になるかとは思いますけ

れども、既に平成11年に国の国旗として制定さ

れたものでございます。これをこの議場に掲げ

ることに関して重ねて違和感を持つものではな

いというふうにお答えしたいと思います。以上

です。 

小嶋冨弥議長 ほかに質疑ありませんか。 

３ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小嶋冨弥議長 石川正志君。 

３ 番（石川正志議員） それでは、真面目な議

論をしたいと思います。 

  ページが重なって恐縮でございますが、補正

予算書21ページ、８の２の３、これは先ほど都

市整備課長の答弁にもございました国の交付金

が一律40％カットされたことによるものだと理

解してございますが、新庄市にとってインフラ

整備における中の特に雪にかかわる部分、これ

は市民の皆様が非常に心配しておられる点でご

ざいまして、国の交付金が一律減額されたから

といって事業がその分だけ縮小されてございま

すが、これまで国に対して、新庄市にとってこ

の事業に係る交付金は非常に重要な部分である

といった部分をどのようにお伝えしてきたのか

お伺いします。 

松坂聡士都市整備課長 議長、松坂聡士。 

小嶋冨弥議長 都市整備課長松坂聡士君。 

松坂聡士都市整備課長 今、先ほど議員からおっ

しゃられまして、やはり新庄市におきましては、

雪に対する国の補助が非常に重要度があるとい

うふうに理解しております。そのために社会資

本整備総合交付金の増額、各それぞれの分野で

の要望活動、これにつきましてもやはり雪に対

することを抜きには考えられないということで、

要望の場面で雪に対することをいろいろ話しな

がら要求してまいったところでございます。特

に昨今の大雪に対する費用負担等も鑑みまして、

いわゆる県を通じました要望、あとそれから県

知事に対しました間接的な要望等、いろいろ要

望活動を実施してまいっているところでござい

ます。引き続きこの要望活動については重要と

考えておりますので、継続していきたいという

ふうに思っているわけでございます。 

  特に雪に関する補助金と申しますと、流雪溝、

あとそれから防雪柵とハード面の部分もござい

ます。そのほかに除雪費に関する負担費用の補

助もございます。そういうふうな形で、パッケ

ージの中でいろいろやってございますけれども、

やはり全体的な増額等を要求してまいりたいと

いうふうに、今後とも引き続き活動をやってい

きたいというふうに考えてございます。以上で

ございます。 

３ 番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

小嶋冨弥議長 石川正志君。 

３ 番（石川正志議員） それでも結果としては

一律カットということでございまして、この部

分に限らず、今、地方自治体における定住促進

を考えるときに、どうしても住民の皆様への行
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政サービスを向上させて、一人でも多く新庄市

で安心して暮らせるという体制、これは皆さん

一致した考えだと思いますが、地方頑張りなさ

いと言っておきながら冷たいんじゃないかなと

私は感じるところでございます。 

  今、都市整備課長から力強い、今後とも要望

あるいは陳情等、新庄市においては絶対必要な

部分であるというところの主張はされていかれ

るとの答弁ですが、この辺、山尾市長の御見解

はいかがですか。 

松坂聡士都市整備課長 議長、松坂聡士。 

小嶋冨弥議長 都市整備課長松坂聡士君。 

松坂聡士都市整備課長 雪に関する要望活動につ

いては、私ども市長を先頭にして要望活動を実

施しているわけでございます。これにつきまし

ては、やはり新庄市全体として雪に対する取り

組み方を示す必要が生じておりますので、これ

は市長を先頭になってやっていきたいというふ

うに考えてございます。 

小嶋冨弥議長 ほかに質疑ありませんか。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） 私のほうから２点ほど

お聞きいたします。 

  17ページ、４款１項６目公衆トイレのことに

ついてなんですけれども、そこと、19ページか

ら20ページにかけまして商工費７款１項２目、

次のページになりますけれども、情報端末、マ

スメディアなどなどについてです。 

  ページ戻りまして、まず最初に公衆トイレ、

多分南本町のトイレをこれから新しくするとい

うことなんですけれども、再生エネルギーを使

ってやるという事業だと思います。再生エネル

ギーをどういうものに使っていくのか。そして

このランニングコストですか、従来と違ってど

ういうふうに使っていって、それでランニング

コスト、どのくらいかかると見込んでいらっし

ゃるのかをまずお聞きいたします。 

  また、次のページになりますけれども、商工

関係費、ここにあるのはマスメディア等々の使

い方、156万2,000円、またその50万円をどのよ

うに使うのかをまずお聞きいたしたいと思いま

す。 

小嶋達夫環境課長 議長、小嶋達夫。 

小嶋冨弥議長 環境課長小嶋達夫君。 

小嶋達夫環境課長 ただいま質問ありました公衆

トイレについてでございます。確かに公衆トイ

レにつきまして、場所は本町の公衆トイレでご

ざいます。先ほどありましたような再生可能エ

ネルギーとまた別個のものでございまして、ト

イレ自体の改修ということで今回要求させてい

ただいております。 

  内容としましては、環境課においてこれまで

公衆トイレの洋式化ということで進めてきてお

ります。このたび本町の公衆トイレの改修で洋

式化ということを検討したときに、あそこは実

際には町内から借用している土地でございまし

て、その借用している土地そのものが余分に使

っていいですよというような話がありまして、

現在のトイレの拡大ということで検討した結果

でございます。 

  中身としましては、男子用のトイレ、これを

３基、大便器１基、それから女子用のトイレ、

これを５基程度、それから身障者、多目的用と

してのトイレ、これは男女それぞれ１基ずつと

いうふうな内容の検討をしまして、その分に係

る測量設計費ということでお願いしております。 

  事業自体の着手は27年度でございますが、27

年度は新庄まつりの260年祭がありますので、

どうせであればそれに合わせて使用いただいた

ほうがより住民の人のサービスにはなるのかな

ということで今回提案差し上げたところです。

よろしくお願いします。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 20ページの情報端末と
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マスメディアによる地域の魅力発信事業委託料

156万2,000円と、その下の空き店舗の補助金50

万の件でございます。 

  まず、情報端末の件でございますけれども、

これは緊急雇用の関係でございます。緊急雇用

は今回たくさんの部分を補正してございます。

これはアベノミクスに基づきまして今年度新た

に地域づくりという名目で区分されまして、た

だ、名称は緊急雇用なんですけれども、メニュ

ーがふえたということでございます。 

  これに限らず、例えば18ページですけれども、

一番上の農業生産法人経営能力強化、それから

その下のほうの特産品コンシェルジュ育成事業、

それから19ページですと中小企業関係委託料が

ございますが、これは全部緊急雇用で、既決後、

１月からの執行を予定しているものでございま

す。 

  それから、20ページも今ございました御指摘

の件のほかに、下のほうの３目の観光費の都市

美化委員の業務委託料、下の亀綾織の委託料、

特産品の販売委託料、それからページは飛びま

すが、26ページ、４目図書館費のネットワーク

業務委託料、これも緊急雇用の関係で補正させ

ていただくものでございます。 

  御質問のございました20ページの情報端末と

マスメディアによる地域の魅力創造発信の関係

ですけれども、今、スマホ関係のＡＲというア

プリを市内にございますジェーピーディーとい

う会社が開発しております。これは登録したも

の等に画面を当てますと紹介が全部出てくると

いうことです。ですから、登録した商品に当て

る、あるいはかむてんに当てるというと、いろ

いろな情報が説明になってくるということでし

て、これを強化していきたいというふうなこと

で予算化しているものでございます。 

  それから、その下の空き店舗の補助金でござ

います。空き店舗の補助金につきましては、当

初予算で50万、６月で50万、９月補正で50万、

今回お願いしていまして、４件分といいますか

150万円になります。今年度、駅前のタコ焼き

屋さんとそれからすし屋さんのやつをあけぼの

町のところの空き店舗を活用して開業してござ

います。 

  そのほかに今現在、既に契約している話もあ

りますが、福祉関係のものとそれから物品の販

売の空き店舗を活用した相談がありまして、か

なり進展しているものでございますので、この

たび50万、４件目分になりますが、補正をさせ

ていただいたということでございます。 

８ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

小嶋冨弥議長 佐藤卓也君。 

８ 番（佐藤卓也議員） わかりました。空き店

舗の活用も４件目ということなので、うまく活

用していただきたいと思います。 

  また、トイレの改修だったんですけれども、

ちょっと私が勘違いしたようで申しわけござい

ませんでした。確かにトイレというのは新庄ま

つりに対してもトイレが少なくなっております

し、今の状況でもちょっと衛生的にもどうかな

と思っていましたので、いち早い工事をしてい

ただいて、皆さんに快適に過ごしていただきた

いと思います。 

  また、さっき言ったＡＲは使われるんですけ

れども、そういったことと関連して、またちょ

っとページは飛ぶんですけれども、12ページの

２款１項８目、ホームページが更新しますけれ

ども、それに関連して一緒につなげていくとい

う、そういう関連も一緒にこれは入っているの

か。それとも、ただ単に更新だけなのか。もし

これからこういうことがあるならば、一緒につ

なげていくというんですか、マスメディアとホ

ームページを一緒にしていくものなのか。それ

ともこれはただ単にホームページ、直に更新す

るだけなのか、そういうことも含めてどういう

ものなのかも一緒に答えてもらいたいと思いま

す。 
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野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

小嶋冨弥議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 このたびホームページ更新業

務委託料といたしまして548万4,000円を計上さ

せていただいておりますが、これにつきまして

は、来年の３月31日をもって現在契約しており

ますアーキネットという会社との契約切れにな

ります。そのためにデータ移行等のために前も

ってその準備をする必要上、この12月に補正計

上させていただいたところでございますが、こ

のたびこの補正に当たりましては、事業の業者

の選定に当たりましてもセキュリティー、ネッ

トワーク等の侵入等を防止する措置等を考慮い

たしまして、現在庁内ネットワークで実績のあ

る、独自回線と同様の機能を持つフェニックス

ネットワークという回線を用いているわけなん

ですけれども、そこの回線を用いている富士通

マーケティングというシステムを導入したいと

いうことを今考えているところでございます。 

  なお、議員御指摘のネットワークをつなぐか

どうかということよりも、このたびにつきまし

ては契約の期限切れをもとにいたしまして、新

たなセキュリティー対策を講じながら選定して

まいりたいということでございますので、御理

解いただきたいというふうに思います。 

小嶋冨弥議長 ほかに質疑ありませんか。 

１５番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

小嶋冨弥議長 小野周一君。 

１５番（小野周一議員） 私から２点ほどお聞き

したいと思います。 

  １点目は、18ページの農林水産業費の６次産

業化推進事業費77万8,000円ですが、国県支出

金ですね。 

  あともう一つは、26ページの教育費の７目の

矢作家の管理事業費435万3,000円についてお聞

きしたいと思います。まず、説明をお願いしま

す。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 ただいまも商工観光課長より

お話しありましたが、雇用拡大関係の事業を用

いまして地域特産物コンシェルジュ育成プロジ

ェクトというものを実施する予定での予算計上

でございます。６次産業化の製造事業者にとっ

てプラットホームとなるべく、地域に根差した

事業者とのスキルを持った担当者が必要という

ようなことで、このたび補正が通れば新庄もが

み物産協会のほうに業務委託をしまして、自社

社員としての雇用を図って、新規に農産物の分

野に着手していただくというふうなことで地域

特産物のコンシェルジュの育成を図っていきた

いというふうなことでございます。 

  主な費用としましては、人件費という形での

予算となります。２カ月分ということでござい

ます。以上です。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

小嶋冨弥議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 旧矢作家住宅の管理事業

費、修繕費になりますが、御説明申し上げます。 

  動力消防ポンプの交換が１つでございます。

これにつきましては、保守点検の際に動かなく

なっておりまして、調査したところ起動装置の

故障ということでありました。設置後30年以上

経過しておりましたので、交換ということでは

なくて新たに設置するということで418万円を

計上しております。 

  もう１点につきましては消火水槽の配管でご

ざいまして、漏水により修繕するということで

17万3,000円を計上しまして、合計になってお

ります。以上です。 

１５番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

小嶋冨弥議長 小野周一君。 

１５番（小野周一議員） 実は１点目の６次産業

化費、これは緊急雇用の人件費ということです

ね、２カ月分の。一般質問でもしたんですけれ

ども、やはり６月に組み替えて300万の予算が
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あったのが、11月５日に協議会設立ですか。そ

れはやっぱり150万の一般財源でやるというこ

とにしているんですけれども、その時点ででき

なかったのかなと私思って質問した次第であり

ます。 

  あと１点目、矢作家ですか、やはりいろいろ

の話を聞いております。これだけでなくて屋根

の問題とかいろいろ聞いておりますけれども、

新庄市になくてはならない文化財ですので、前

もっていろいろなことに修繕費をかけていって

もらえば長持ちするんじゃないかと思いますの

で、こう思って質問した次第でありますので、

今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

小嶋冨弥議長 答弁いいですか。（「いいです」の

声あり） 

  ほかにありませんか。 

１０番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小嶋冨弥議長 清水清秋君。 

１０番（清水清秋議員） 私のほうから二、三お

聞かせいただきたいと思います。 

  まず議会費。議会費は我々のことでありまし

て、これはいかがなものかなと思うんだけれど

も、内容が総務課長に聞きたいんだけれども、

このたびこの議場がさま変わりというか、いろ

いろなシステムを導入して、今もモニター入っ

ているんだけれども、一つは、別にいいんだけ

れども、こういうふうな質問している、答弁し

ている、そうすると名前が出るわけですね、こ

うやって明示される。最初から気になったこと

が、我々質問者とか市長とかは名前が出るんだ

けれども、執行部の方、あと委員長、会長、局

長の名前が出てこない。これは執行部の総務課

長のほうから名前は余り明示しないように議会

側に話をされたのか、それを確認をしておきた

い。 

  もう一つは、20ページの商工費１項３目、新

庄亀綾織伝承員育成事業委託料82万3,000円。

その下の、これも時間があればだけれども、市

特産品販促事業委託料、この辺も説明いただき

たい。 

  まず、亀綾織の伝承員育成事業、今どういう

状況というか、どういう人材がどのくらいいて、

どういうふうなものを亀綾織で商品というか製

品というかつくられているのか、その辺をまず

説明をいただきたい。 

  ３回すると終わりだからまとめて話をするん

だけれども、うちの会派のみんながネクタイと

かこのたび全員が、今しているのは俺だけだ、

きょう何人かもこうやって来ているんだけれど

も、亀綾織をやっている方からネクタイを提供

していただきました。提供というか、それなり

にお金を出したんだけれども、特にネクタイを

織る人がもういなくなったというふうな話を聞

かされましたものですから、そういうこともあ

りまして、どういうふうな伝承員の育成を図っ

ているのか、その辺のいなくなった人に対して、

こういうふうに織物が伝承していかなくなるの

を私は懸念しているものだから、その辺もあっ

ての質問であります。 

  もう一つ、18ページの農林水産業費の１項６

目米価下落対策緊急資金利子補給12万3,000円。

これは今回、米価下落とかいろいろな農業経営

やっている農家の方々が融資を受けたいという

ことでの利子補給に充てるということだと思う

んだけれども、これはどのぐらいの方々から融

資の申し込みがあったか、その辺からお聞かせ

いただきたいと思います。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

小嶋冨弥議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 私のほうから、最初に議場の

画面のテロップについて、名前が執行部側のほ

うで出てこないのはどういうことなんだという

ことですけれども、特に我々のほうから議場の

画面について申し上げたことはございませんが、

推察いたしますと、やはり公選によって選ばれ

た皆様と我々職員、職名がほとんど、それで仕
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事をしている者とやはりその辺を区別されたの

ではないかなというふうに思っております。公

選によって選出された皆様につきましてはお名

前をはっきり明示させていただいた上でどうい

うふうな御意見を申し上げるのか、議会の中で

提案しているのかというふうなことを明示する

という意味ではないかというふうに思っており

ます。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 20ページの新庄亀綾織

伝承員育成事業委託料82万3,000円でございま

すけれども、先ほど申しましたように緊急雇用

で今回補正させていただくものでございまして、

議決いただきますと、来年の１月から１年間、

１人を雇用して織り手を育成していきたいとい

う考えでございます。 

  今現在、亀綾織をしておりますのは、お一人

は専属でずっと織っておりますけれども、これ

も以前、緊急雇用で募集して織っていただいた

方がずっと引き続いて従事していただいており

ます。そのほかに時間を見ながら織っている方

は現在３人しかおりません。ほとんど家の都合

とか仕事の都合で織っている時間がないという

状況でございます。 

  先ほどネクタイの件もございましたけれども、

織りはできるわけです、生地ですので。ただ、

それを加工する技術を持っている人がいなくな

っているという状況はございます。ネクタイに

限らず、いろいろなものは織るわけですけれど

も、それを商品として例えば財布をつくるとか

そういった加工する部分の技術がなかなかない

というところで、１名の方をできればまた雇用

して、あるいはほかの人からも教えていただき

ながらということで予算化しているものでござ

います。 

  先ほどネクタイを買っていただいたというこ

とでございますが、ほかの会派の方々からもい

ろいろお買い求め、御協力いただきまして、25

年度ですと売り上げは約200万ちょっとという

状況でございます。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 18ページの農業金融対策事業

費の米価下落対策緊急資金利子補給につきまし

ては、先月11月10日の臨時会におきまして、

7,000万円を融資枠とした年利1.25％の利子補

給ということで御可決いただきましたが、先週

末現在の段階で14件の申請ということで、額に

して1,400万円の申請がございます。以上です。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 どうも大変失礼いたし

ました。 

  亀綾織の下の市特産品販売業務委託料106万

6,000円でございますけれども、これも緊急雇

用でございますが、契約しようとします相手方

は「とまとプラス」というところでございまし

て、ここで１人雇用していただいて、特に市の

特産品の農産物関係をネット販売のほうで活用

してできるようにということで、今回緊急雇用

で雇用してそういう人材を育てていきたいとい

うふうに考えているところでございます。 

１０番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小嶋冨弥議長 清水清秋君。 

１０番（清水清秋議員） 総務課長、そういうこ

となんだが、これは議会費だから、そういうこ

とであれば我々議会でまたその辺は話し合う余

地があるかと思います。せっかくこうやってモ

ニター、我々だけのものじゃなくて市民が市民

課やプラザでこれを見てられる方がいるわけで

すから、格別執行部の方々、ちゃんと名前を下

げているわけだから、私は名前は知ってもらっ

たほうがいいのかなと思って聞いてみただけで

す。この辺は議会とまたお話しさせていただき

たいと思います。 
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  亀綾織の人材、これは大事なわけでしょう。

これは長年、何年も続けてきているわけですか

ら、もっともっとやっぱり伝承していくという

もともと考え、事業としてやっているわけです

から、やっぱりそれなりの伝承、継承されてい

けるような体制づくりというのは非常に大事な

んじゃないかと思います。この辺は課長、じっ

くり検討して、やはり消えることのないように。

緊急雇用、緊急雇用って、緊急雇用で対策とい

うのは余り、亀綾織を続けていくことに緊急雇

用だけでなくて市のきちっとした事業計画の中

でやってもらえればいいなと思うんだけれども、

特にこれで商品化というか、つくられたもの、

ネクタイとか名刺入れも持ったんだけれども、

職員で亀綾織を携帯している、何人かいたのか

いないのかなという感じもするんだけれども、

これ割と高価なのよね、亀綾織は。だから価格

は一応、ネクタイ一本7,000円だか8,000円した。

これはみんな持っているんだけれども、ほかの

観光客だとかいろいろな方々が来ておいそれと

購入できるような価格よりちょっと違うんでな

いかなというか、もっと買いやすさも当然あっ

ていいんじゃないかなと思います。そのために

はこれは半端なく汗と努力というか、技術があ

るわけで、そう安くするというんでなくて、そ

の辺、やっぱり市としてもせっかく伝承しても

らって織ってもらっているわけですから、販売

促進できるような、もう少しあってもいいんじ

ゃないかなと。その辺考える物事はありません

か。 

  あと農林課長、これは受け付けまだやってい

るわけですね、３月まで。あれだけの予算を確

保してやろうとしている事業なわけだから、こ

の辺の市の独自の対策というようなものもあっ

てしかるべきなんですね、一般質問でもある、

石川議員さんか言っているんだけれども、これ

は県の支出金が８万1,000円、あと12万3,000円

だから計算すれば出てくるんだけれども、こう

いう融資とか利子補給というのはもっともっと

手厚くやっていかないと、じゃほかのもので独

自の対策なんていうのをやれば、もっともっと

予算が膨らんでくるような状況も起きてくるわ

けですから、もう少しその辺の考えはないかあ

るかお聞かせいただきたい。 

東海林 智商工観光課長 議長、東海林 智。 

小嶋冨弥議長 商工観光課長東海林 智君。 

東海林 智商工観光課長 亀綾織の件でございま

すけれども、本当に議員の皆様方からもいろい

ろ御購入いただいて、本当に販売額が上がって

いるわけでございますが、市の職員としまして

も名刺入れとか筆入れなどでかなり職員のほう

も率先して使っていただいております。最近は

こういうコサージュというんでしょうか、小物

的なもの、お手ごろなものもつくっておりまし

て、お客さんのニーズに合ったといいますか、

今主体的にやっている方は若い方ですので、そ

ういう感覚を取り入れながら頑張っているとこ

ろでございます。 

  販売のほうも、市としてはお土産品等には率

先して使っておりますし、亀綾織の人方も、例

えば kitokito マルシェとか物産協会とかさま

ざまなところに出かけていきながらＰＲをして

販売促進に結びつけているところでございます。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

小嶋冨弥議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 米価下落対策に対する市の独

自の助成は考えていないかというふうなお話で

ございましたが、来年産の水稲種子の助成とい

うことを課内でも調整、検討させていただきま

したし、ＪＡさん、それから関係する近隣町村

さんともお話しした結果、やはり種子助成とな

ると大体10アール当たり４キロで、１キロ500

円とすれば10アール当たり2,000円の経費にな

ります。新庄市、水稲作付面積約3,000ヘクタ

ールですので、これに掛けますと6,000万。こ

の6,000万の半分の助成どうかというふうな検
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討の土台の中で、例えば市が３分の１、ＪＡさ

んが６分の１の負担でまた２分の１助成できな

いかというふうな検討をさせてもらいました。

そうなれば10アール当たり1,000円の助成とい

うふうになるわけでございますが、これからそ

ういった助成を考えたときに、やはり即効性の

問題とか、あるいは本当にそれが効き目という

か米価下落対策になるのかというふうなことも

いろいろ考えた結果、９月議会ではなかなか補

正予算に計上できなかった、今回18ページにご

ざいます農地・水・環境保全対策の多面的機能

支払交付金、この交付金の中で、これは10アー

ル当たり１万5,000円の米の直接支払交付金が

半減したことによる繰りかえというふうな国の

考えもございまして、ここら辺を何とか第二の

公共事業ということで、直接、道路とか水路と

かでも直営営繕工事等によってその対価として

の賃金という形の得られ方もできますし、雪解

けを待っての来年度早期に事業に着手していた

だけるんではないかなというふうな意味もあり

まして、第二の公共という意味も含めまして、

このたび12月補正では、多面的機能支払交付金

のほうに何とかその辺の活性化を期待したいな

というようなことで補正をさせていただいた経

緯がございます。以上です。 

１０番（清水清秋議員） 議長、清水清秋。 

小嶋冨弥議長 清水清秋君。 

１０番（清水清秋議員） 商工観光課長、この亀

綾織の織り士というか、織っていただいている

方、今のところ３人。この辺の亀綾織を伝承し

ていくためには３人という体制で大丈夫か。伝

承していくといったらもっとやっぱり。 

  それから職人、いずれは織り方できる人は職

人というふうになるんだけれども、もっともっ

と織る人を確保していくというか、そういう体

制づくりというのはあってしかるべきだと思う

んだな。せっかく新庄市の伝統の亀綾織と位置

づけしているわけですから、その辺計画立てて、

常に亀綾織を織れる人何人、何名をきちっと育

てていくんだと、そういう計画性がないとこれ

は伝承していかなくなるよ、行き当たりばった

りみたいいじゃ。緊急雇用なんてそんな対応で。

だから、まずそういうふうに私は思うんだけれ

ども、課長、もう少しこの辺の亀綾織の伝承計

画については計画性を持ってやっていただきた

いなと思います。 

  あと農林課長、いろいろ対策をＪＡあたりと

話をしているということだけれども、これに対

しても農家の方々の声はいろいろな金もやって

いる、手だてを始めてきていることもわからな

いわけじゃないんだけれども、やっぱり新庄市

独自とした対応というのは非常に聞こえてくる

んだな、このたびは特に。市長、これだけ米価

下落していることだから、国とか県、国がやっ

ていればそれでいいでないかとか、県が対応し

ているんだからこれでいいでないかというよう

な物事じゃなくて、やっぱり市は行政として農

家に何らかの、金額の増の幅のことじゃないの

よ。意思だ、意思、大事なのは。庄内のほうで

も、ふるさと納税の事業に関して、ふるさと納

税に協力してくれた方に、米を選定した納税や

ってくれた人に対して、米をやった、それを農

家側へ、その提供をしてやるって、そういう対

策だってしている。農林課長はやらないと言っ

ているから、その辺も踏まえてやっぱり市の独

立した姿も農家に見せていただければと思いま

す。 

  答弁は要りません。終わります。 

小嶋冨弥議長 よろしいですか。（「はい」の声あ

り） 

  ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 特に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第89号平成26年度新庄市一般会計補正予

算（第５号）は、原案のとおりに決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第89号について、原案のとおりに決する

ことに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸

君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

小嶋冨弥議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 投票を締め切ります。 

  賛成多数であります。よって、議案第89号は

原案のとおり可決されました。 

  ただいまから１時まで休憩いたします。 

 

     午後０時００分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開といたします。 

 

 

日程第１９議案第９０号平成２６

年度新庄市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第19議案第90号平成26年度新

庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第90号平成26年度新庄市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第90号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２０議案第９１号平成２６

年度新庄市交通災害共済事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第20議案第91号平成26年度新

庄市交通災害共済事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ござい

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 
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  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  よって、これより採決いたします。 

  議案第91号平成26年度新庄市交通災害共済事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第91号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２１議案第９２号平成２６

年度新庄市公共下水道事業特別会

計補正予算（第２号） 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第21議案第92号平成26年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第92号平成26年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり

に決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第92号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２２議案第９３号平成２６

年度新庄市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第22議案第93号平成26年度新

庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第93号平成26年度新庄市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、
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議案第93号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２３議案第９４号平成２６

年度新庄市介護保険事業特別会計

補正予算（第２号） 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第23議案第94号平成26年度新

庄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第94号平成26年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第94号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２４議案第９５号平成２６

年度新庄市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第１号） 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第24議案第95号平成26年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号）を議題といたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第95号平成26年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第95号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２５議案第９６号平成２６

年度新庄市水道事業会計補正予算

（第２号） 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第25議案第96号平成26年度新

庄市水道事業会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

  本件に関しましては既に説明が終わっており

ますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第96号平成26年度新庄市水道事業会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第96号は原案のとおり可決されました。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

     午後１時０９分 休憩 

     午後１時１５分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程の追加 

 

 

小嶋冨弥議長 追加案件が出ておりますので、こ

こで議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長小関 淳君。 

   （小関 淳議会運営委員長登壇） 

小関 淳議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について御報告

いたします。 

  本日午後１時10分から、議員協議会室におき

まして議会運営委員６名出席のもと、執行部か

ら副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求めて議会運営委員会を開催し、本日の本

会議における議事日程の追加について協議をい

たしたところであります。 

  協議の結果、議案第97号財産の処分について

及び議会案第７号少人数学級の推進及び義務教

育費国庫負担制度の改善を求める意見書の提出

について、議会案第８号米の需給安定対策に関

する意見書の提出について、議会案第９号農協

改革に関する意見書の提出についての議案１件、

議会案３件の計４件を本日の議事日程に追加し

ていただくことにいたしました。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果についての報告といたします。よろしくお

願いします。 

小嶋冨弥議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告ありました

議案１件及び議会案３件の４件を本日の議事日

程に追加することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案１件及び議会案３件の計４件を本日の議事

日程に追加することに決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午後１時１９分 休憩 

     午後１時２０分 開議 

 

小嶋冨弥議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第２６議案第９７号財産の処

分について 

 

 

小嶋冨弥議長 それでは、追加日程に入ります。 

  日程第26議案第97号財産の処分についてを議
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題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第97号財産の処分

について御説明申し上げます。 

  本案は、新庄中核工業団地の土地を売却する

ため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第３条の規定により議

決を求めるものであります。 

  このたび新庄中核工業団地で操業中の株式会

社富士ソーイングより、新庄中核工業団地の土

地譲り受けの申し込みがございました。同社に

よりますと、将来の事業拡大のために本社工場

の隣接地である用地を先行取得したいとのこと

であります。 

  売却する土地は、新庄中核工業団地Ｊ－２－

２区画の7,145.72平方メートル、売却価格は

3,000万円でございます。 

  売却の相手先は、株式会社富士ソーイング代

表取締役長澤美江子氏であります。 

  以上、御審議いただき、御決定くださるよう

お願い申し上げます。 

小嶋冨弥議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第97号財産の

処分については、会議規則第37条第３項の規定

により委員会への付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第97号については委員会への付託を省略す

ることに決しました。 

  それでは、ただいま説明のありました議案第

97号財産の処分について質疑に入ります。質疑

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第97号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第97号財産の処分については、原案のと

おりに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第97号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２７議会案第７号少人数学

級の推進及び義務教育費国庫負担

制度の改善を求める意見書の提出

について 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第27議会案第７号少人数学級

の推進及び義務教育費国庫負担制度の改善を求

める意見書の提出についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  総務文教常任委員長石川正志君。 

   （石川正志総務文教常任委員長登壇） 

石川正志総務文教常任委員長 それでは、私のほ

うから説明させていただきます。 

  議会案第７号少人数学級の推進及び義務教育

費国庫負担制度の改善を求める意見書の提出に

ついて。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14条

第２項の規定により提出します。平成26年12月

15日。新庄市議会議長小嶋冨弥殿。提出者は私、
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新庄市議会総務文教常任委員会委員長石川正志

でございます。 

  それでは、次のページをお開きください。 

  少人数学級の推進及び義務教育費国庫負担制

度の改善を求める意見書。 

  山形県では、全国に先駆けて2002年から少人

数学級「教育山形さんさんプラン」が実施され

たが、実施前に比べて学力の向上、不登校児童

の減少、欠席率の低下が見られ、子どもや保護

者からも好感触で受け入れられている。これは、

ひとクラスの学級規模を引き下げたことで、こ

れまで以上に一人ひとりの子どもに丁寧な対応

を行うことができた成果といえる。 

  また、文部科学省が実施した「今後の学級編

成及び教職員定数に関する国民からの意見募

集」では、約６割が「小中高校の望ましい学級

規模」として、26人～30人を挙げている。この

ように、保護者も少人数学級推進を望んでいる

ことは明らかである。 

  2011年に義務標準法が改正され、小学校１学

年が35人以下学級となり、基礎定数化がはから

れたところである。しかし、現在は他の学年は

40人のままで、小学校２学年にのみ加配措置を

行うことに留まっている。このような中、社会

状況等の変化により学校は、一人ひとりの子ど

もに対するきめ細かな対応に努力しているが、

国の責任で少人数学級を推進し、小学校２学年

以上にも早期に35人学級を拡大していく必要が

ある。 

  また、ＧＤＰに占める教育費の割合は、ＯＥ

ＣＤ加盟国（28カ国）の中では日本は最下位と

なっている。さらに、三位一体の改革により、

義務教育費国庫負担制度の国負担割合は２分の

１から３分の１に引き下げられ、自治体財政を

圧迫している。また、非正規雇用者の増大など

にみられるように教育条件格差も生じている。 

  将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子

どもたちへの教育は極めて重要であり、未来へ

の先行投資として、子どもや若者の学びを切れ

目なく支援し、人材育成・創出から雇用・就業

の拡大につなげていく必要がある。 

  よって、国においては、下記事項を実現され

るよう強く求めるものである。 

  １、少人数学級を推進すること。当面、小学

校２学年を35人以下学級とし、早期に全学年に

拡大すること。 

  ２、教育の機会均等と水準の維持向上を図る

ため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２

分の１に復元すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先は以下のとおりでございます。よろし

くお願いいたします。 

小嶋冨弥議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第７号少人

数学級の推進及び義務教育費国庫負担制度の改

善を求める意見書の提出については、総務文教

常任委員会提出の議会案でありますので、会議

規則第37条第２項の規定により委員会への付託

を省略し、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第７号は討論を終結し、直ちに採決する

ことに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議会案第７号少人数学級の推進及び義務教育
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費国庫負担制度の改善を求める意見書の提出に

ついては、原案のとおりに決することに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第７号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２８議会案第８号米の需給

安定対策に関する意見書の提出に

ついて 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第28議会案第８号米の需給安

定対策に関する意見書の提出についてを議題と

いたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  産業厚生常任委員長奥山省三君。 

   （奥山省三産業厚生常任委員長登壇） 

奥山省三産業厚生常任委員長 それでは、私のほ

うから議会案第８号について説明申し上げます。 

  議会案第８号米の需給安定対策に関する意見

書の提出について。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14条

第２項の規定により提出します。平成26年12月

15日。新庄市議会議長小嶋冨弥殿。提出者、新

庄市議会産業厚生常任委員会委員長奥山省三で

す。 

  別紙をお開き願います。 

  別紙。米の需給安定対策に関する意見書。 

  高い在庫水準や作柄等を背景に、米の需給は

緩和基調で推移しており、26年産米は出回り時

からかつてない水準にまで価格が下落し、生産

現場では大きな不安と混乱が広がっている。 

  26年産米の価格下落と米の直接支払交付金の

減額は、農地の集積をすすめてきた大規模な担

い手ほど被る影響は大きく、所得倍増を目指す

新たな農業・農村政策がスタートからつまずき

かねない憂慮すべき事態となっている。 

  こうした状況のなかでも、政府は、需給調整

のための市場からの米の買入は行わず、ナラシ

対策のみで対応する方針を示している。 

  しかし、ナラシ対策には課題があり、担い手

が来年以降も意欲をもって営農を継続していく

ためには、26年産米の価格下落等に対する緊急

的な対策を実施するとともに、米価変動に対応

しうる万全な経営安定対策を構築していく必要

がある。 

  ＪＡグループでは、26年産米の需給改善と生

産者の所得の確保に向け、27年産における飼料

用米の大幅な生産拡大に総力を挙げて取り組む

ほか、生産者の手取り最大化に向けた販売戦略

の構築など、最大限の取り組みを展開している。 

  よって、国においては、米の需給と価格の安

定を図るための下記事項の対策を緊急に講じら

れるよう強く求めるものである。 

  記。１、26年産米にかかる緊急対策。 

  稲作農家の経営はもとより、地域経済に与え

る影響に鑑み、需給と経営安定に向けて、過剰

米及び米価下落の緊急対策を講ずること。 

  ２、米の需給と価格の安定対策。 

  米の需給と価格の安定を図るために、政府備

蓄米の柔軟な購入・売渡の仕組み等の措置によ

り、豊凶等による米の需給変動を補正する仕組

みを構築すること。 

  ３、米価変動に対応した経営安定対策。 

  米価の下落と低迷が懸念される中、生産調整

に取り組む全ての稲作農家が、将来にわたって

安定的な稲作経営を展望でき、経営の安定化に

より創意工夫を生かした経営を展開できるよう、

米価変動に対応しうる経営安定対策を構築する

こと。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先、内閣総理大臣宛て、総務大臣宛て、

農林水産大臣宛て、経済産業大臣宛て。 
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  以上です。 

小嶋冨弥議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第８号米の

需給安定対策に関する意見書の提出については、

産業厚生常任委員会提出の議会案でありますの

で、会議規則第37条第２項の規定により委員会

への付託を省略し、直ちに質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第８号は討論を終結し、直ちに採決する

ことに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議会案第８号米の需給安定対策に関する意見

書の提出については、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第８号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第２９議会案第９号農協改革

に関する意見書の提出について 

 

 

小嶋冨弥議長 日程第29議会案第９号農協改革に

関する意見書の提出についてを議題といたしま

す。 

  提出者の説明を求めます。 

  産業厚生常任委員長奥山省三君。 

   （奥山省三産業厚生常任委員長登壇） 

奥山省三産業厚生常任委員長 続きまして、議会

案第９号農協改革に関する意見書の提出につい

てを説明いたします。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第14条

第２項の規定により提出します。平成26年12月

15日。新庄市議会議長小嶋冨弥殿。提出者、新

庄市議会産業厚生常任委員会委員長奥山省三。 

  別紙をお開き願います。 

  農協改革に関する意見書。 

  政府は、本年６月改訂の「農林水産業・地域

の活力創造プラン」において、農業の成長産業

化に向けた農協改革の推進を決定し、次期通常

国会への農協改革にかかる関連法案を提出すべ

く、改革の具体化に向けた検討を行っている。 

  これに対し、ＪＡグループでは、自主・自立

の協同組合であることを鮮明にし、組合員の意

思にもとづき自己改革に取り組むこととしてい

る。 

  ＪＡグループは、農業者の職能組合と地域組

合の性格を併せもつ「食と農を機軸として地域

に根ざした協同組合」として、持続可能な農業

と豊でくらしやすい地域社会の実現を目指して

いる。今後とも総合事業を展開することにより、

農業者の所得増大、農業生産の拡大、地域の活

性化に取り組むことこそが、ＪＡグループが目

指す基本方向である。 

  よって、国においては、農家組合員の所得向

上と地域の活性化に真につながるよう、下記事

項について強く求めるものである。 

  記。政府は農協改革にかかる法案づくり等を

進めるにあたり、ＪＡグループの自己改革をふ

まえ、次の事項を反映させること。 

  １、地域の振興や農業の多面的機能の発揮に

ついても農協法の目的に位置付け、事業目的の

見直しは協同組合の基本的性格を維持すること。 

  ２、准組合員は農業や地域経済の発展をとも
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に支えるパートナーでもあり、人口減少への対

応や雇用の創出など「地方創生」のためにも、

准組合員の利用制限は行わないこと。 

  ３、ＪＡ・連合会の協同組合としての事業・

組織を制約する一方的な事業方式・ガバナンス

制度や法人形態の転換等は強制しないこと。 

  ４、自立したＪＡの自由な意思にもとづき生

まれ変わる新たな中央会は、代表、総合調整、

経営相談・監査の機能を十全に発揮できるよう、

農協法上位置づけること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先。内閣総理大臣宛て、総務大臣宛て、

農林水産大臣宛て、経済産業大臣宛て。 

  以上です。 

小嶋冨弥議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第９号農協

改革に関する意見書の提出については、産業厚

生常任委員会提出の議会案でありますので、会

議規則第37条第２項の規定により委員会への付

託を省略し、直ちに質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第９号は討論を終結し、直ちに採決する

ことに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議会案第９号農協改革に関する意見書の提出

については、原案のとおりに決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

小嶋冨弥議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第９号は原案のとおり可決されました。 

 

 

閉      会 

 

 

小嶋冨弥議長 ここで市長より御挨拶があります。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 12月定例議会、慎重審議まことに

ありがとうございました。 

  本年は６月の市制65周年から始まりましてＤ

Ｃ、３カ月に及ぶ鉄道、ＪＲの大型キャンペー

ン、また、戸沢サミット、さらには新庄まつり、

多くの皆さんにおいでいただき心から感謝申し

上げます。 

  また、10月になりまして、金山町で行われま

した育樹祭、その記念事業であります林業・環

境機械化展等もこれまでにない多くの人出でに

ぎわいを見せたこと、大変うれしく思っており

ます。 

  その間また、あれよあれよという間にあっと

驚く衆議院解散ということで、まさしくこの議

会が衆議院の総選挙の期間中ということで、そ

れにもかかわらず慎重審議いただいたこと、心

から感謝を申し上げたいというふうに思います。 

  昨日、政権の構図が決定したわけですけれど

も、地方創生に対するしっかりとしたかじ取り

を今後ともお願いしたいものだというふうに思

っております。 

  もうすぐ今年も年を越すわけですが、例年の

とおりまた大雪というようなことで高齢者世帯

については非常に心配されるところですが、そ

のことについても万全の対策で今後対策を練っ

ていきたいというふうに思っております。 

  年末年始、多くの皆さんが帰省なさるわけで
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すけれども、住んでいる方々が帰省の方々に新

庄の除排雪がなっていないねと言われることの

ないよう、しっかりと務めていきたいというふ

うに思います。 

  何はともあれ、12月議会におきまして、新た

な補正予算等を御審議いただきました。 

  来る年につきましては、新たな新庄まつり、

260年というまた大きな節目の年でもあります。

一つ一つ課題をクリアしながら新庄の元気づく

り、そしてさまざまな形から住みよいまちづく

りに挑戦してまいりたいというふうに思います。 

  何分、年末年始、お酒も入ることが大変多い

かと思いますので、お互いに体に気をつけまし

て新年を迎えていただければありがたいなと思

います。 

  12月議会の慎重審議に感謝を申し上げまして、

御礼の言葉とさせていただきます。まことにあ

りがとうございました。 

小嶋冨弥議長 以上をもちまして、平成26年12月

定例会の日程を全て終了いたしましたので、閉

会といたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後１時４６分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長   小 嶋 冨 弥 

 

   会議録署名議員   平 向 岩 雄 

 

    〃    〃   森   儀 一 

 




